
哲

学

究

第
五
百
四
十
八
号

第
四
十
七
巻

第
　
六
　
冊

フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
…
理
哲
学
の
形
成

　
　
　
　
－
音
心
味
論
の
視
点
か
ら
一

野
　
本
　
和
幸

　
本
稿
の
目
的
は
、
生
前
公
刊
さ
れ
た
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
フ
レ
ー
ゲ
の
三
著
書
、
『
概
念
記
法
』
切
子
・
§
逡
専
ミ
（
一
八
七
九
年
。
以
下
『
記

法
』
b
ご
砺
と
略
記
）
、
『
算
術
の
基
礎
』
b
尉
Q
、
§
ミ
議
鷺
篭
§
憶
毎
－
画
さ
ミ
ミ
隷
（
一
八
八
四
年
。
以
下
『
基
礎
』
O
卜
》
と
略
記
）
、
『
算
術
の
諸
原

理
』
Q
藁
嵩
骨
い
ミ
恕
§
、
》
ミ
ぎ
曽
魯
隷
（
第
一
巻
一
八
九
三
年
、
第
二
巻
一
九
〇
三
年
。
以
下
『
諸
原
理
』
Q
O
協
と
略
記
）
を
通
じ
、
フ
レ
ー
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
論
理
思
想
の
形
成
を
、
意
味
論
じ
d
＆
Φ
葺
暮
α
Q
。
・
子
8
幕
を
中
心
に
概
観
す
る
こ
と
で
あ
る
。

［
『
概
念
記
法
』

729

　
一
－
一
　
現
代
論
理
学
の
地
平
を
一
気
に
切
り
拓
い
た
フ
レ
ー
ゲ
の
『
概
念
記
法
』
（
一
八
七
九
）
の
副
題
は
、
「
算
術
の
言
語
を
モ
デ
ル

に
し
た
純
粋
思
量
の
形
式
言
語
閃
。
§
駐
鷲
9
。
冨
」
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、
フ
レ
ー
ゲ
の
構
成
し
よ
う
と
す
る
〈
概
念
記
法
〉
と
は
、

ω
修
辞
上
の
紛
飾
か
ら
自
由
で
、
演
繹
に
と
り
本
質
的
な
〈
概
念
内
容
〉
に
の
み
関
わ
る
〈
純
粋
思
惟
〉
の
言
語
で
あ
り
、
②
　
「
算
術

の
言
語
を
モ
デ
ル
に
し
た
」
、
少
数
の
原
初
記
号
と
そ
れ
か
ら
形
成
さ
れ
る
少
数
の
公
理
、
お
よ
び
少
数
の
変
形
規
則
（
推
理
規
則
）
に

　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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哲
学
研
究
　
第
五
哲
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
レ
ー
ゲ
の
マ
マ
）
（
2
）

よ
り
操
作
さ
れ
る
「
形
式
言
語
」
§
頓
§
罫
ミ
§
ミ
、
自
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
『
記
法
』
に
お
け
る
フ
レ
！
ゲ
の
主
要
な
貢
献
は
以
下
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

　
ω
記
号
と
そ
の
表
現
内
容
（
概
念
内
容
）
の
区
別
、

　
②
判
断
q
幕
臨
の
、
〈
判
断
可
能
な
内
容
〉
お
よ
び
〈
肯
定
〉
へ
の
分
析
、

　
③
　
〈
概
念
内
容
〉
の
規
定
、

　
ω
文
ω
餌
訂
の
主
語
－
述
語
分
析
に
か
わ
る
、
独
立
変
数
－
函
数
へ
の
分
析
、

　
⑤
独
立
変
数
に
よ
る
一
般
性
の
表
現
、

　
⑥
真
理
函
数
的
命
題
算
の
公
理
体
系
化
、

　
⑦
等
号
を
含
む
限
量
函
数
算
の
公
理
体
系
化
、

　
⑧
数
学
的
系
列
の
論
理
的
定
義
。

　
一
－
二
　
右
の
フ
レ
ー
ゲ
の
寄
与
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

　
一
1
一
一
一
一
　
〔
記
号
と
内
容
〕
　
フ
レ
ー
ゲ
は
、
文
字
・
記
号
と
そ
れ
が
表
現
す
る
内
容
を
区
溺
し
、
所
謂
記
号
の
使
用
と
記
号
へ
の

言
及
と
の
区
別
を
実
質
的
に
導
入
し
て
い
る
。
例
え
ば
後
述
の
「
内
容
相
等
性
ぎ
冨
訪
σ
q
嫁
。
導
①
一
こ
の
分
析
に
際
し
、
内
容
の
代
理
多

く
2
窪
£
2
と
し
て
の
記
号
の
使
用
と
、
記
号
自
身
へ
の
言
及
を
区
別
し
（
じ
む
鯵
H
ω
）
、
内
容
相
等
性
記
号
の
導
入
に
よ
り
、
同
じ
記
号
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ウ
ソ
グ

時
に
そ
の
内
容
を
、
時
に
記
号
自
身
を
引
き
受
け
る
と
い
う
「
意
　
味
に
お
け
る
相
剋
N
憲
霧
℃
賛
同
σ
Q
蚕
こ
（
し
尊
鯵
困
心
）
に
触
れ
て
い
る
。

　
［
ー
ニ
ー
二
　
〔
判
断
論
〕
　
判
断
は
、
「
垂
直
線
i
判
断
線
q
嵩
f
う
詳
“
・
三
島
」
∵
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
「
肯
定
ゆ
o
U
聾
ロ
コ
σ
q
」
と
、
文
κ

並
び
に
そ
の
左
に
付
さ
れ
る
「
水
平
線
－
内
容
線
ζ
訂
騨
ω
自
転
」
⇔
一
か
ら
な
る
．
！
》
．
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
「
判
断
可
能
な
内
容

ぴ
Φ
郎
『
蚤
一
ぴ
霞
曾
H
夢
巴
こ
と
に
分
析
さ
れ
る
。
「
判
断
可
能
な
内
容
」
が
「
判
断
不
可
能
な
内
容
」
か
ら
区
別
さ
れ
た
（
鳴
9
鱒
）
の
は
、
こ

の
時
期
の
フ
レ
ー
ゲ
は
、
任
意
の
記
号
．
》
、
の
前
に
．
T
、
が
付
さ
れ
れ
ば
す
べ
て
判
断
を
表
わ
す
と
は
考
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
．
T
蝿
、
は
判
断
を
表
わ
さ
な
い
。
従
っ
て
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
く
内
容
〉
が
判
断
と
は
な
り
え
ず
、
陳
述
文
の
表
現
す
る
内

容
の
み
が
「
判
断
可
能
な
内
容
」
と
み
ら
れ
て
い
る
。
水
平
線
は
単
に
「
そ
れ
に
続
く
記
号
を
一
つ
の
全
体
へ
結
合
す
る
」
（
b
σ
三
隅
σ
）
の

で
あ
り
、
．
一
》
．
は
「
筆
者
が
そ
れ
に
つ
い
て
そ
の
真
理
性
を
承
認
す
る
か
否
か
を
表
現
し
て
は
い
な
い
単
な
る
表
象
結
合
。
ぎ
①
げ
δ
ゆ
①

＜
。
三
巴
§
σ
q
ω
＜
韓
げ
写
曾
”
σ
Q
」
（
b
ご
9
ト
っ
）
を
表
わ
し
、
A
で
あ
る
と
い
う
「
情
態
伍
2
⊂
ヨ
の
欝
巳
、
薮
ゆ
」
、
A
と
い
う
「
命
題
α
魯
G
。
9
葺
岳
ゆ
」

と
書
き
換
え
う
る
。
（
切
9
邸
）

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
フ
レ
ー
ゲ
は
、
文
の
主
語
－
述
語
分
析
は
否
定
し
た
。
し
か
し
判
断
に
関
し
て
は
、
あ
る
限
ら
れ
た
意
味
で
主
一
述
分
析
を
認
め
て
い

る
。
だ
が
そ
の
場
合
、
「
主
語
は
全
内
容
を
含
み
、
述
語
は
そ
の
内
容
を
判
断
と
し
て
立
て
る
、
と
い
う
目
的
の
み
を
も
っ
こ
と
に
な
る
。

す
る
と
か
か
る
言
語
〔
概
念
記
法
〕
は
、
あ
ら
ゆ
る
判
断
に
対
し
唯
一
の
述
語
を
、
即
ち
『
…
…
は
一
つ
の
事
実
で
あ
る
艮
Φ
一
器
8
効
？

。。

吹
B
冨
』
を
も
っ
こ
と
に
な
ろ
う
。
…
…
T
と
い
う
記
号
は
あ
ら
ゆ
る
判
断
に
対
し
、
そ
の
共
通
の
述
語
な
の
で
あ
る
寧
。
」
（
b
ご
勉
N
一
ω
）

　
＊
以
下
、
τ
〉
は
、
判
断
A
と
読
ま
れ
た
い
。

　
一
一
二
i
三
　
〔
概
念
内
容
〕
　
次
に
、
主
一
述
を
い
れ
替
え
た
左
の
如
き
能
動
文
と
、
受
動
文
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
↑
リ
　
ギ
リ
シ
ャ
人
は
ペ
ル
シ
ャ
入
を
破
っ
た
。

　
㈲
　
ペ
ル
シ
ャ
人
は
ギ
リ
シ
ャ
人
に
破
ら
れ
た
。

　
両
者
の
意
味
に
若
干
の
相
違
は
認
め
ら
れ
る
が
、
　
一
致
の
方
が
優
勢
で
あ
る
。
両
者
に
同
一
の
内
容
は
「
概
念
内
容
ぴ
。
α
Q
嵩
撃
襲
爵

H
爵
聾
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
「
概
念
記
法
に
と
っ
て
は
、
概
念
内
容
の
み
が
重
要
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
概
念
内
容
を
も
つ
文
章
間
に
は
、
な

ん
ら
の
相
違
を
も
設
け
る
必
要
が
な
い
」
（
b
σ
鯵
ω
）
と
論
じ
て
、
フ
レ
ー
ゲ
は
0
り
、
回
の
如
き
主
－
述
分
析
の
必
要
を
否
定
す
る
。
〈
概
念

記
法
V
の
関
わ
る
の
は
純
粋
思
惟
の
〈
概
念
内
容
〉
の
み
で
あ
り
、
文
の
主
－
述
分
析
は
、
同
一
概
念
内
容
を
表
わ
す
文
章
問
の
、
主
と

し
て
修
辞
上
の
区
別
を
顕
在
化
す
る
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な
い
。
聞
き
手
の
期
待
を
考
慮
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
「
言
語
に
お
け
る
話
し
手

・
聞
き
手
の
相
互
影
響
の
み
か
ら
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
は
、
私
〔
フ
レ
ー
ゲ
〕
の
形
式
言
語
中
に
、
な
ん
ら
対
応
す
る
も
の
を
も
た
な

　
　
　
　
プ
レ
！
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
判
断
中
、
可
能
的
帰
結
ミ
鳴
ミ
軌
恩
簿
§
論
意
壕
§
鷺
篭
に
影
響
を
も
つ
も
の
の
み
が
考
慮
に
い
れ
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
L
（
鳴
鯵
Q
◎
）

　
そ
れ
で
は
〈
概
念
内
容
〉
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
内
容
相
等
性
の
条
件
と
は
何
で
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
右
に
引
用
さ
れ
た
如
く
、
〈
概
念
内
容
〉
は
判
断
中
、
可
能
的
帰
結
に
影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
プ
レ
：
ゲ
は
、
二
つ
の

判
断
の
内
容
が
二
重
の
仕
方
で
区
別
可
能
だ
と
考
え
る
。
即
ち
「
第
一
は
、
限
定
さ
れ
た
他
〔
の
判
断
T
門
〕
と
結
合
し
て
、
　
一
方
〔
の

判
断
丁
》
〕
か
ら
引
き
出
さ
れ
う
る
帰
結
〔
T
O
〕
が
、
同
一
の
判
断
〔
T
り
〕
と
結
合
し
て
第
二
〔
の
判
断
T
b
d
〕
か
ら
も
、
常
に
帰

結
す
る
場
合
で
あ
り
、
第
二
は
こ
れ
が
成
り
立
た
な
い
場
合
で
あ
る
。
」
（
b
σ
砺
・
N
一
ω
）

　
こ
の
こ
と
は
、
次
の
如
く
に
表
わ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
横
線
の
上
の
式
は
、
推
論
の
前
提
を
、
下
式
は
前
提
か
ら
の
結
論
を
表
わ

す
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
丁
＞
　
　
T
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
b
d
　
　
T
円

　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
楠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
O

　
ω
、
②
が
と
も
に
正
し
い
推
論
の
場
合
に
は
、
判
断
丁
》
と
判
断
丁
切
と
の
〈
概
念
内
容
〉
は
、
た
と
え
そ
の
修
辞
上
の
意
味
に
若
干

の
相
違
が
あ
ろ
う
と
、
同
一
で
あ
る
。
先
の
認
り
、
回
の
場
A
口
が
そ
の
例
で
あ
る
。
他
方
ω
は
正
し
い
が
②
は
正
し
く
な
い
推
論
の
場
合
に

は
、
．
一
》
．
と
．
1
碗
の
表
わ
す
〈
概
念
内
容
〉
は
異
る
。

　
し
か
し
こ
の
可
能
的
帰
結
に
よ
る
基
準
は
、
〈
判
断
可
能
な
概
念
内
容
〉
の
相
等
性
の
た
め
の
、
十
分
条
件
で
は
な
く
必
要
条
件
だ
と

　
　
　
（
4
）

考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
．
一
｝
ど
．
一
b
d
．
の
く
概
念
内
容
〉
が
同
一
な
ら
ば
、
他
の
同
一
の
判
断
と
結
合
す
る
と
、
T
諺
も
丁
切
も
同
じ
帰

結
を
導
く
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
文
に
限
ら
ず
記
号
一
般
の
〈
概
念
内
容
〉
の
相
等
性
を
、
フ
レ
ー
ゲ
は
次
の
同
一
性
判
断
に
よ
っ
て
表
わ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
T
（
諺
獅
切
）



　
　
　
か
つ
、
彼
は
そ
の
必
要
条
件
を
次
の
如
く
与
え
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
は
、
記
号
A
と
記
号
B
と
が
同
じ
概
念
内
容
を
も
つ
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
曳
い
た
る
所
で
A
の
箇
所
は
B
で
置
換
し
う
る
の
で

　
　
　
あ
り
、
そ
の
逆
も
成
り
立
つ
。
（
b
ご
恥
●
δ
）

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
こ
の
置
換
法
則
（
所
謂
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
同
一
老
不
可
識
別
の
原
理
）
を
、
フ
レ
ー
ゲ
は
そ
の
体
系
の
公
理
の
一
つ
に
算
え
て
い
る
。
か

　
　
く
て
、
「
記
号
A
と
記
号
B
と
が
い
た
る
所
で
置
換
可
能
臼
。
。
①
言
ぴ
舞
で
あ
る
こ
と
」
が
A
と
B
と
の
く
概
念
内
容
〉
の
相
等
性
の
た
め
の

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
必
要
条
件
で
あ
る
。

　
　
　
一
－
ニ
ー
四
　
〔
函
数
と
独
立
変
数
〕
フ
レ
ー
ゲ
は
、
二
種
の
代
数
記
号
一
即
ち
、
未
規
定
の
数
や
函
数
を
代
表
す
る
字
母
と
、

　
　
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

　
　
＋
、
一
、
4
、
0
、
1
の
如
き
固
有
の
意
味
忽
σ
Q
鶏
艮
旨
ぎ
冨
b
d
①
島
⑦
葺
き
σ
q
を
も
つ
記
号
と
一
を
区
別
す
る
。
前
老
の
子
規
定
性

　
　
¢
菩
婁
冒
葺
冨
律
が
、
次
式
の
如
き
普
遍
妥
当
性
を
表
現
可
能
に
す
る
。
（
b
d
鈎
H
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鶴
十
ぴ
）
・
o
u
き
十
ぴ
。

　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
は
こ
の
二
種
の
記
号
の
区
別
を
、
純
粋
思
惟
一
般
に
拡
張
す
る
。
即
ち
、
す
べ
て
の
記
号
を
、
そ
れ
に
よ
り
多
様
な
も
の

　
　
く
①
§
甑
a
象
窃
を
表
象
し
う
る
記
号
と
、
一
つ
の
完
全
に
規
定
さ
れ
た
意
味
詔
暮
を
も
つ
記
号
と
に
区
分
す
る
。
字
母
は
、
し
か
し
そ

　
　
の
あ
ら
ゆ
る
未
規
定
性
に
も
拘
ら
ず
、
一
度
そ
れ
に
与
え
ら
れ
た
意
味
じ
d
巴
。
暮
暮
σ
q
を
、
同
一
脈
絡
で
は
保
持
し
続
け
る
と
い
う
所
謂

　
　
〈
圃
定
性
艮
α
q
置
陣
な
〉
を
も
つ
。
（
駄
切
9
困
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ル
シ
ニ
テ
レ
ソ

　
　
　
そ
し
て
、
「
関
係
の
全
体
を
現
示
す
る
定
常
的
成
分
①
訂
ぴ
或
ぴ
①
民
臼
津
。
・
訂
民
習
①
置
（
馳
9
頴
）
、
あ
る
い
は
複
合
的
表
現
の
「
不
変

　
　
的
に
窪
く
臼
ぎ
山
⑦
島
。
ゲ
現
わ
れ
て
い
る
部
分
」
（
b
ご
勉
μ
①
）
を
、
フ
レ
ー
ゲ
は
「
函
…
数
男
q
堂
島
。
⇒
」
と
呼
び
、
「
他
の
も
の
に
よ
っ
て
置
換

　
　
可
能
霞
ω
・
欝
ぴ
碧
と
考
え
ら
れ
る
記
号
」
を
「
独
立
変
数
｝
お
信
ヨ
¢
§
」
と
呼
ん
だ
。
（
b
ご
勉
目
ρ
δ
）
『
記
法
』
で
は
、
函
数
も
独
立
変
数

337　
　
　
　
　
　
プ
レ
…
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

も
、
記
号
で
あ
っ
て
、
記
号
の
内
容
で
は
な
い
。

　
し
か
し
フ
レ
…
ゲ
は
必
ず
し
も
「
函
数
」
「
独
立
変
数
」
の
用
語
法
に
関
し
酋
尾
一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
「
独
立
変
数
」
を
蒔

に
「
諸
関
係
の
う
ち
に
あ
る
対
象
O
。
σ
q
窪
。
。
叶
§
匹
を
意
味
す
る
ぴ
a
⑦
暮
魯
」
記
号
（
b
σ
鯵
嶺
）
と
も
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、

e
（
》
）
、
臼
（
2
ゆ
）
を
、
独
立
変
数
A
な
い
し
二
つ
の
独
立
変
数
A
、
B
の
そ
の
未
規
定
的
函
数
を
表
現
す
る
も
の
（
b
む
鯵
ド
・
。
）
と
し
な

が
ら
、
他
方
ま
た
Φ
や
Ψ
は
、
別
の
認
号
X
に
よ
り
置
換
可
能
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
最
初
の
規
定
に
従
え
ば
、
e
（
》
）
や
噂
（
♪
切
）

は
、
独
立
変
数
Φ
、
Ψ
の
函
数
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
と
も
述
べ
て
お
り
（
ヒ
u
鯵
お
）
、
あ
る
落
ち
着
き
の
悪
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
貸
馬
定
性
を
含
ま
な
い
全
く
定
項
的
な
複
合
的
表
現
の
場
合
に
は
、
函
数
と
独
立
変
数
の
区
別
は
、
最
初
の
規
定
に

従
え
ば
、
単
に
我
々
の
把
握
》
臨
p
。
。
・
。
。
§
α
q
の
仕
方
に
依
存
す
る
。
（
切
9
嵩
）
　
例
え
ば
、
「
水
素
ガ
ス
は
炭
酸
ガ
ス
よ
り
軽
い
」
は
、
少

く
と
も
次
の
三
様
に
把
握
さ
れ
う
る
。

・
ω
　
「
水
素
ガ
ス
」
十
「
：
：
：
は
四
灰
酸
ガ
ス
よ
り
軽
い
」

　
㈹
　
「
炭
酸
ガ
ス
」
十
「
水
憲
小
ガ
ス
は
…
…
よ
り
軽
い
」

　
㈱
　
「
水
素
ガ
ス
」
「
炭
酸
ガ
ス
」
十
「
：
・
：
・
は
・
：
・
：
よ
り
軽
い
」

　
こ
れ
ら
各
成
分
の
い
ず
れ
を
独
立
変
数
、
函
数
と
み
な
す
か
は
、
我
々
の
把
握
の
仕
方
に
依
存
す
る
。

　
し
か
し
陽
表
的
に
せ
よ
陰
性
的
に
せ
よ
、
未
規
定
性
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
複
合
的
表
現
の
場
合
に
は
、
函
数
と
独
立
変
数
の
区
別
は
、

内
容
に
関
わ
る
ぎ
冨
窪
9
意
味
を
も
つ
。
（
b
ご
鮪
ミ
）
例
え
ば
、
「
す
べ
て
の
も
の
は
水
素
ガ
ス
よ
り
重
い
」
で
は
、
既
に
「
…
…
は
水

素
ガ
ス
よ
り
重
い
」
が
函
数
と
み
な
さ
れ
、
空
所
を
示
す
記
号
が
、
置
換
恵
能
な
独
立
変
数
の
代
入
さ
れ
る
べ
き
箇
所
．
と
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
一
一
二
一
五
　
　
〔
一
般
性
と
真
理
函
数
的
結
合
子
〕
最
後
に
、
所
謂
自
由
変
数
と
し
て
ラ
テ
ン
字
母
が
、
所
謂
束
縛
変
数
と
し
て
ド
イ

ツ
字
母
が
、
ま
た
一
般
性
を
表
わ
す
普
遍
量
化
記
号
と
し
て
．
i
↑
1
、
が
導
入
さ
れ
、
「
す
べ
て
は
Φ
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
は
、
「
↑
ー
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e
（
篇
）
、
と
表
記
さ
れ
る
。
（
b
む
動
お
）
・
た
、
轟
轟
的
条
件
法
「
・
な
・
ぽ
A
」
・
い
う
判
断
は
、
、
一
「
咋
否
定
判
断
「
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ぷ

で
な
い
」
は
、
．
丁
一
諺
．
と
表
わ
さ
れ
る
。
（
切
鯵
ρ
H
O
）

　
　
　
＊
＊
蕩
の
記
号
の
ち
ド
守
は
春
・
・
・
…
冨
p
・
・
邑
ζ
．
一
「
瞼
、
は
鶉
§
ゆ
9
ぎ
〉
．
．
．
〔
§
げ
邑
一
・
〕
ζ

　
　
　
、
一
」
」
》
、
は
矯
b
甘
響
》
．
、
〔
疑
倉
櫛
じ
と
読
む
の
が
通
例
で
あ
る
。

　
一
一
二
一
六
　
〔
相
等
性
〕
　
先
述
の
如
く
、
〈
概
念
内
容
〉
の
相
等
性
を
表
現
す
る
記
号
と
し
て
、
プ
レ
…
ゲ
は
、
吐
を
導
入
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
b
母
勉
一
G
◎
∴
戯
）

「
内
容
相
等
性
H
三
脚
臼
。
。
α
q
蚕
。
｝
を
①
詳
は
、
内
容
に
で
は
な
く
て
、
名
前
に
関
係
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
条
件
法
や
否
定
と
異
っ
て

い
る
。
他
の
場
合
、
記
号
は
単
に
内
容
の
代
理
者
に
す
ぎ
ず
、
従
っ
て
そ
の
記
号
の
登
場
す
る
い
か
な
る
組
み
合
わ
せ
も
、
た
父
そ
の

記
号
内
容
の
関
係
を
表
現
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
内
容
の
相
等
性
記
号
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
〔
の
記
号
〕
が
結
合
さ
れ
る
や

否
や
一
記
号
は
突
然
そ
れ
自
身
を
際
立
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
二
つ
の
名
前
が
同
一
内
容
を
も
つ
と
い
う
事
態

q
ヨ
ω
霞
巳
が
表
示
ぴ
o
N
o
8
ぎ
魯
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
郎

B
ヨ

B

フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成

　
し
か
し
何
故
相
等
性
記
号
が
必
要
な
の
か
。
そ
れ
は
、
同
一
の
〈
概
念
内
容
〉
が
二
つ
の
異
っ
た

仕
方
で
規
定
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
相
異
る
二
つ
の
名
前
櫨
、
8
が
与
え
ら
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

渣
、
B
の
く
概
念
内
容
〉
が
間
一
で
あ
る
と
の
判
断
を
表
わ
す
に
は
、
二
つ
の
名
前
を
結
合
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
内
容
の
栢
等
性
を
表
わ
す
記
号
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
フ
レ
ー
ゲ
の
例
を
み
ょ
う
。
図
の
如
く
、

あ
る
円
周
上
の
定
点
を
A
と
す
る
。
A
を
中
心
に
回
転
す
る
線
分
と
円
周
と
の
交
点
を
B
と
す
る
。

こ
の
線
分
が
A
に
お
け
る
こ
の
円
の
接
線
と
重
な
っ
た
と
す
る
。
す
る
と
A
と
B
と
は
同
じ
内
容
と

な
る
が
、
予
め
同
一
の
名
前
を
用
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同
一
の
点
が
二
通
り
の
仕
方
で
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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ぎ
儀
。
薯
塾
角
≦
o
尻
。
げ
。
。
。
ひ
一
ヨ
鐙
け

い
る
の
で
あ
る
。

八

「
こ
れ
ら
二
つ
の
規
定
の
仕
方
ゆ
Φ
。
・
け
ぎ
ヨ
暮
σ
q
。
・
蓄
認
の
各
々
に
別
々
の
名
前
が
対
応
し
て
い
る
。
か
く
て
内
容
相
等
性
記
号
が
必

要
な
の
は
、
以
下
の
事
情
に
よ
る
。
即
ち
、
同
一
内
容
が
異
っ
た
仕
方
で
完
全
に
規
定
さ
れ
う
る
。
無
く
曾
。
・
。
寓
①
伽
Φ
唇
芝
蘭
・
〈
α
岳
α
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

げ
。
ω
二
旨
巨
が
、
し
か
し
或
る
特
別
の
場
合
、
二
つ
の
規
定
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
実
は
同
一
の
も
の
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

ヘ
　
　
　
へ

判
断
の
内
容
に
な
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
ω
二
つ
の
規
定
の
仕
方
に
対
応
し
て
、
二
つ
の
相
異
る
名
前
が
、
そ

の
規
定
の
仕
方
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
も
の
に
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
②
し
か
し
こ
の
判
断
は
そ
れ
〔
内
容
相
等
性
〕
を
表
現
す

る
た
め
、
こ
の
二
つ
の
名
前
を
結
び
つ
け
る
内
容
絹
等
性
記
号
を
必
要
と
す
る
。
…
…
同
一
内
容
に
対
す
る
栢
異
る
名
前
が
…
…
相
異

る
規
定
の
仕
方
と
関
連
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
は
事
柄
自
体
の
本
質
と
関
係
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
当
の
判
断
は
…
…
カ
ン

ト
の
意
味
で
綜
合
的
で
あ
る
。
」
（
切
勉
置
山
α
）

　
か
く
て
こ
の
時
期
の
フ
レ
ー
ゲ
に
依
れ
ば
、
内
容
相
等
性
記
号
．
川
、
が
表
わ
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
両
辺
に
あ
ら
わ
れ
る
名
前
の
間
の

関
係
で
あ
っ
て
、
単
に
名
前
の
表
わ
す
〈
概
念
内
容
〉
の
間
の
関
係
で
は
な
い
。
も
し
後
者
だ
と
す
れ
ば
、
．
丁
》
閉
じ
d
、
と
い
う
判
断
が

真
の
場
合
、
そ
の
判
断
の
〈
内
容
〉
と
、
．
T
》
眠
諺
．
と
い
う
判
断
の
〈
内
容
〉
と
は
な
ん
ら
異
る
所
は
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ど
ち
ら
も
、
あ
る
特
定
の
〈
概
念
内
容
〉
が
そ
れ
自
体
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
自
明
で
些
細
な
内
容
を
表
わ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
フ
レ
ー
ゲ
に
と
り
、
記
号
は
、
そ
の
〈
概
念
内
容
〉
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
に
、
そ
の
意
味
論
上
の
機
能
は
尽
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
い
た
。
従
っ
て
．
T
》
網
》
ぽ
分
析
的
に
真
と
解
さ
れ
る
の
に
、
．
T
》
描
じ
d
ぽ
綜
合
的
で
あ
り
う
る
と
い
う
事
態
を
、
フ
レ
ー
ゲ
は
意

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

味
論
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
そ
こ
で
彼
は
、
名
前
自
体
へ
の
言
及
と
、
〈
概
念
内
容
〉
へ
の
接
近
の
仕
方
の
相
違
と
い
う
認
識
論
的
概
念
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
事
態

を
説
明
し
ょ
う
と
す
る
。
即
ち
、
．
T
諺
田
切
、
は
、
胡
異
る
名
前
、
W
、
野
が
同
一
の
〈
概
念
内
容
〉
の
相
異
る
二
つ
の
規
定
の
仕
方



に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
限
り
に
お
け
る
、
名
前
A
、
B
の
問
の
関
係
を
表
わ
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
う
す
る
と
、
相
異
る
名
前
A
、
B
の
く
概
念
内
容
V
が
同
一
で
あ
る
と
の
発
見
、
即
ち
、
．
T
》
遣
し
d
、
と
い
う
判
断
は
、
〈
意
味
論
的
〉

に
は
．
T
》
m
》
、
と
異
る
所
は
な
い
と
し
て
も
、
名
前
A
、
B
に
相
異
る
規
定
の
仕
方
が
対
応
し
て
い
る
限
り
、
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
判
断

で
は
な
く
、
〈
認
識
論
的
〉
に
は
、
し
ぼ
し
ば
有
意
義
な
綜
合
的
拡
張
判
断
で
あ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
．
丁
》
田
》
，
と
．
T
》
酢
ゆ
．
と

の
、
〈
認
識
上
の
価
値
濯
ぎ
暮
ヨ
尻
≦
象
〉
の
相
違
は
、
〈
意
味
論
的
〉
に
は
説
明
さ
れ
ず
、
た
だ
、
二
つ
の
名
前
A
、
B
に
同
一
の
〈
概

念
内
容
〉
の
相
異
る
規
定
の
仕
方
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
、
専
ら
〈
認
識
論
的
〉
説
明
だ
け
が
与
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
説
明
を
や
が
て
フ
レ
ー
ゲ
は
不
満
と
し
、
有
名
な
論
文
ご
¢
。
げ
臼
零
種
ロ
＆
b
u
巴
・
暮
昌
ロ
σ
q
．
．
（
一
八
九
二
年
）
に
お
い
て
、

〈
意
味
じ
。
巴
①
呉
唐
α
q
＞
と
く
意
義
。
Q
ぎ
・
〉
と
い
う
二
分
法
的
意
味
論
の
枠
組
を
あ
ら
た
め
て
構
築
し
、
前
記
の
〈
認
識
価
値
〉
の
相
違
と

い
う
同
一
性
の
パ
ラ
ド
ク
ス
に
新
し
い
く
意
味
論
的
V
説
明
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
に
も
拘
ら
ず
、
『
記
法
』
に
お
い
て
は
、
記
号
が
表
わ
す
も
の
は
く
概
念
内
容
〉
に
尽
き
て
お
り
、
そ
の
同
一
性
条
件
は
、
専
ら
可
能

的
帰
結
へ
の
影
響
、
置
換
可
能
性
に
求
め
ら
れ
た
。
〈
概
念
内
容
V
は
後
の
〈
意
味
し
u
巴
①
葺
毒
α
q
＞
に
相
当
す
る
と
推
察
さ
れ
る
箇
所
も

少
く
な
い
が
、
未
分
節
で
あ
る
。
従
っ
て
〈
判
断
可
能
な
内
容
〉
も
未
だ
く
思
想
○
①
α
き
冨
〉
と
く
真
理
値
芝
婦
警
魯
塁
象
〉
に
分
節

さ
れ
て
い
ず
、
時
に
「
表
象
結
合
」
と
も
言
わ
れ
て
、
〈
表
象
＜
。
曇
Φ
一
一
§
σ
q
＞
と
の
区
別
も
定
か
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
〈
概
念
内
容
y

と
そ
れ
の
く
規
定
の
仕
方
〉
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
は
い
る
が
、
未
だ
く
意
義
憩
嘗
V
と
い
う
く
意
味
論
的
〉
概
念
は
導
入
さ
れ
て
い

ず
、
〈
認
識
論
的
〉
な
く
規
定
の
仕
方
〉
と
い
う
概
念
と
、
〈
意
味
論
的
〉
枠
組
と
の
連
関
は
な
に
も
っ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
先
述
の
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ

（一

ｪ
九
ケ
年
）
等
に
お
い
て
よ
う
や
く
両
老
は
連
関
づ
け
ら
れ
、
記
号
の
〈
良
心
義
〉
に
は
、
へ
音
心
中
〉
の
「
与
え
ら
れ
方
象
Φ
》
詳
鳥
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

O
・
α
q
Φ
げ
①
房
臥
鵠
」
（
ω
二
ゆ
．
・
。
①
）
「
規
定
の
仕
方
し
d
婁
冒
ヨ
暮
σ
q
ω
蓄
落
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

737

フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成

九



738

哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号

一
〇

　
　
　
　
　
　
二
　
『
算
術
の
基
礎
』

　
さ
て
、
「
数
概
念
の
論
理
的
i
数
学
的
探
究
」
と
い
う
副
題
を
も
も
つ
第
二
の
著
作
『
算
術
の
基
礎
』
（
一
八
八
四
年
）
に
お
い
て
、
フ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

…
ゲ
は
、
当
時
哲
学
界
に
お
い
て
有
力
で
あ
っ
た
数
学
や
論
理
の
心
理
主
義
的
基
礎
づ
け
と
、
数
学
的
思
惟
を
単
な
る
形
式
的
機
械
的
演

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

算
と
み
な
す
形
式
主
義
と
を
批
判
し
、
算
術
の
論
理
主
義
的
基
礎
づ
け
を
、
非
形
式
的
に
で
は
あ
る
が
初
め
て
展
開
し
て
い
る
。
算
術
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

感
覚
印
象
や
内
的
心
像
冒
器
お
じ
d
ま
禽
と
い
っ
た
主
観
的
表
象
く
。
簗
遅
き
σ
q
に
よ
っ
て
心
理
主
義
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
ま
た
単
に
形
式
的
な
演
算
遊
戯
で
も
な
く
て
、
特
定
概
念
の
外
延
と
い
う
純
粋
論
理
的
対
象
で
あ
る
数
に
つ
い
て
の
内
実

あ
る
学
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
レ
ー
ゲ
は
こ
の
学
の
普
遍
的
論
理
的
基
礎
鎌
①
匙
σ
q
①
ヨ
Φ
ぎ
①
δ
σ
q
諾
。
冨
の
讐
a
薩
。
を
明
ら
か
に
し
ょ

う
と
す
る
。

　
二
一
漏
　
カ
ン
ト
に
お
い
て
顕
著
な
如
く
、
算
術
の
真
理
の
特
質
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
¢
・
9
。
ユ
で
あ
る
か
帥
唱
旦
Φ
ユ
。
ユ
で
あ
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

分
析
的
か
綜
合
的
か
と
い
う
論
争
が
あ
る
。
フ
レ
ー
ゲ
は
先
ず
、
一
般
に
我
々
が
い
か
に
し
て
一
つ
の
判
断
内
容
を
持
つ
に
い
た
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
い
う
心
理
的
な
起
源
の
問
題
（
所
謂
巷
達
剛
⇔
。
二
）
と
、
我
々
の
主
張
b
」
①
訂
ε
盆
コ
α
q
の
正
当
化
切
④
お
。
葱
σ
q
§
σ
q
（
所
謂
ρ
鼠
匹
冒
膏
）

の
問
題
と
を
賑
劃
す
る
。
（
o
胤
・
O
幽
香
。
　
⑳
ω
噌
Q
◎
）
し
か
し
、
卯
9
。
艮
一
鋤
℃
。
。
・
豊
凶
。
詠
お
よ
び
、
分
析
的
－
綜
合
的
の
区
別
を
、
フ
レ
ー
ゲ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ま
た
、
カ
ン
ト
と
も
異
な
り
、
判
断
内
容
で
は
な
く
て
、
断
定
ご
§
出
。
・
塗
一
馨
σ
q
に
鮒
す
る
正
当
化
に
関
わ
る
と
み
な
す
。
即
ち
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

区
分
は
、
あ
る
証
明
可
能
な
命
題
の
証
明
根
拠
　
号
ω
鉱
員
註
9
。
ヨ
①
艮
　
山
Φ
。
。
切
睾
魚
。
・
。
ω
Φ
ぎ
霧
　
げ
・
≦
駐
ぴ
霞
魯
ω
鋤
梓
N
霧
　
に
関
わ
る
。
つ

ま
り
、
証
明
可
能
な
諸
命
題
を
、
そ
れ
自
体
は
証
明
不
可
能
な
、
し
か
し
直
接
自
明
的
な
基
礎
的
諸
真
理
ζ
≧
聾
葺
簿
窪
へ
遡
害
す
る

。。

�
O
。
写
。
鳳
。
蒔
窪
こ
と
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
Q
卜
卜
⑳
G
。
》
蒔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
フ
レ
ー
ゲ
に
よ
れ
ぽ
、
第
一
に
、
あ
る
判
断
が
分
析
的
に
真
か
綜
合
的
に
真
か
の
区
別
は
、
そ
の
判
断
の
真
理
性
が
、
一
般
的
論
理
法

則
お
よ
び
定
義
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
他
方
、
第
二
に
、
。
9
。
ユ
ー
9
℃
。
ω
8
ぎ
慧
の
区
別
は
、
あ
る
判
断



　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
真
理
性
の
証
明
が
、
一
般
諸
法
則
の
み
か
ら
遂
行
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
特
殊
な
事
実
に
依
存
す
る
か
に
依
拠
す
る
。

我
々
は
、
証
明
可
能
な
派
生
的
真
理
の
判
断
を
次
の
如
く
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

角
O
コ
O
コ

i
囚

自。

w
。
ω
8
コ
O
コ

分
析
的

（
薫
α
。
）
　
か
く
て

［1
圖
－
囮
一
T
馨
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
自
。
皆
目
。
ユ
に
真
な
判
断
の
グ
ル
ー
プ
A
と
B
と
は
、
直
接
自
明
的
§
ヨ
葺
。
ぴ
母
9
三
窪
。
簿
Φ
民
で
証
明
不
可
能
な
§
げ
Φ
壽
蓉
・
。
「

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
一
般
法
則
に
基
い
て
証
明
可
能
で
あ
る
よ
う
な
判
断
よ
り
な
る
。
　
ま
た
、
。
。
宮
ω
け
9
。
ほ
に
真
な
判
断
の
グ
ル
ー
プ
C
は
、
証
明
不
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
だ
が
一
般
的
で
は
な
い
よ
う
な
、
し
か
し
直
接
明
証
的
事
実
的
冠
胃
一
華
。
。
筆
軸
9
な
、
そ
う
い
う
真
理
に
基
い
て
証
明
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
判
断
よ
り
な
る
。
分
析
的
に
真
な
る
判
断
の
グ
ル
ー
プ
A
は
、
普
遍
的
論
理
法
則
と
定
義
の
み
か
ら
証
明
さ
れ
う
る
判
断
よ
り
な
り
、
綜

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
合
的
に
真
な
る
判
断
の
グ
ル
ー
プ
B
と
C
と
は
、
あ
る
特
殊
な
知
識
領
域
①
ぎ
び
①
ω
。
＆
巽
窃
≦
奮
魯
ω
m
ω
び
聾
を
必
要
と
す
る
判
断
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
な
る
。
グ
ル
ー
プ
B
中
の
判
断
は
、
特
殊
な
知
識
領
域
中
の
一
般
法
則
か
ら
導
か
れ
る
の
に
対
し
、
C
中
の
判
断
は
、
全
く
特
殊
な
事
実

　
　
的
諸
真
理
か
ら
導
か
れ
る
。
例
え
ば
フ
レ
ー
ゲ
に
よ
る
と
、
論
理
学
お
よ
び
算
術
の
諸
真
理
は
、
A
、
即
ち
帥
嘗
。
ユ
で
分
析
的
な
真

　
　
理
で
あ
る
。
幾
何
学
や
純
粋
力
学
等
の
真
理
は
、
B
、
即
ち
鋤
9
。
ユ
だ
が
綜
合
的
な
真
理
で
あ
る
。

　
　
　
か
く
て
フ
レ
ー
ゲ
の
仕
事
は
、
算
術
的
命
題
が
事
実
、
潜
旨
。
ユ
で
分
析
的
で
あ
る
こ
と
を
、
即
ち
論
理
法
則
の
み
か
ら
導
か
れ
る
真

　
　
理
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
算
術
の
論
理
化
δ
σ
q
静
§
窪
と
い
う
論
理
主
義
の
主
張
を
正
当
化
す
る
試
み

　
　
で
も
あ
る
。

　
　
　
ニ
ー
二
　
さ
て
、
以
上
の
如
き
反
形
式
主
義
、
反
心
理
主
義
の
立
場
に
立
つ
論
理
主
義
的
な
算
術
の
基
礎
づ
け
じ
σ
⑦
σ
q
蝕
a
量
α
q
に
は
、

　
　
意
味
論
的
に
も
存
在
論
的
に
も
、
『
概
念
記
法
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
展
開
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

397　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

407　
　
　
こ
の
書
に
お
い
て
、
次
の
三
原
則
を
堅
持
し
た
と
、
フ
レ
…
ゲ
は
序
文
で
述
べ
て
い
る
。
（
O
踏
跡
●
×
）
即
ち
、

　
　
　
ω
心
理
的
な
も
の
留
ω
℃
超
畠
。
δ
σ
q
ぎ
冨
と
論
理
的
な
も
の
貯
。
。
ピ
。
σ
q
蓉
匿
、
主
観
的
な
も
の
号
。
。
ω
さ
智
ぎ
く
Φ
と
客
観
的
な
も
の

　
　
鄭
窃
○
ど
集
無
毒
と
を
鋭
く
区
別
す
べ
き
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
ω
語
の
意
味
象
⑦
b
σ
巴
①
9
§
σ
q
山
2
≦
自
宗
は
、
文
脈
に
お
い
て
ぎ
ω
9
書
器
p
舘
岩
。
夢
き
σ
q
Φ
問
わ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
孤
立
し
て

　
　
『
婆
お
同
く
魯
。
ぎ
9
§
σ
q
問
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
、

　
　
　
側
概
念
b
d
o
σ
q
誌
融
と
鮒
象
O
①
α
q
o
霧
冨
鼠
の
区
励
。

　
　
　
先
ず
、
原
則
ω
一
そ
れ
は
存
在
論
的
見
地
と
関
連
す
る
一
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
心
理
的
な
も
の
と
論
理
的
な
も
の
と
の
区
別
が
、

　
　
主
観
的
な
も
の
と
客
観
的
も
の
と
の
区
別
と
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
心
理
的
な
も
の
と
主
観
的
な
も
の
と
は
ほ
父
重
な
る
と

　
　
言
え
よ
う
が
、
客
観
的
な
も
の
は
論
理
的
な
も
の
よ
り
広
い
範
囲
に
及
ぶ
。
そ
し
て
、
原
則
⑳
の
、
〈
概
念
V
と
く
対
象
〉
の
区
別
は
、
主

　
　
に
客
観
的
な
る
も
の
の
な
か
で
の
区
別
で
あ
る
。
フ
レ
ー
ゲ
の
了
解
す
る
客
観
性
○
げ
撤
窪
く
譲
け
と
は
、
「
我
々
の
感
覚
作
用
国
璽
魯
民
窪
、

　
　
直
観
作
用
》
湯
。
訂
ロ
霧
お
よ
び
表
象
作
用
く
。
艮
亀
窪
か
ら
の
独
立
性
d
富
げ
身
長
お
冨
搾
、
つ
ま
り
先
行
感
覚
記
憶
か
ら
の
内
的
心
像
の

　
　
構
成
よ
り
の
独
立
性
、
で
あ
っ
て
、
理
性
か
ら
の
独
立
性
で
は
な
い
。
し
（
O
卜
卜
⑳
N
ρ
。
。
①
）

　
　
　
さ
て
フ
レ
ー
ゲ
は
、
表
象
く
自
。
。
8
一
ζ
μ
σ
q
を
、
ω
主
観
的
な
意
味
で
の
表
象
と
、
②
客
観
的
な
意
味
で
の
そ
れ
と
に
分
つ
。
（
Q
卜
卜

　
　
暫
8
。
。
ぎ
●
）
（
但
し
混
同
を
避
け
、
「
表
象
」
は
専
ら
主
観
的
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
）
主
観
的
表
象
と
は
、
心
理
学
的
連
合
法
則
に
関

　
　
具
す
る
感
性
的
。
・
ぎ
島
畠
具
象
的
げ
謹
冨
ゆ
な
も
の
で
、
人
が
ち
が
え
ば
異
る
。
（
○
卜
卜
暫
8
ω
ぎ
）
　
客
観
的
な
も
の
①
葺
器
○
ぴ
」
①
『

　
　
け
冨
ω
と
は
、
「
ひ
と
の
内
面
に
お
け
る
状
態
や
経
過
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
我
々
の
表
象
等
か
ら
独
立
な
あ
る
全
く
客
観
的
な
も

　
　
の
」
（
O
卜
』
．
暫
ρ
鍵
）
「
す
べ
て
の
ひ
と
に
と
っ
て
同
一
な
も
の
」
（
爵
郎
．
⑳
b
。
8
。
。
ぎ
）
の
意
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ω
現
実
的
な
も
の
紆
ω

　
　
毛
葵
ぽ
冨
と
、
働
現
実
的
な
ら
ざ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　
ω
現
実
的
な
も
の
と
は
、
手
で
把
む
こ
と
の
で
き
る
も
の
伽
器
護
9
巳
σ
q
志
津
。
冨
、
空
間
的
な
も
の
留
。
。
労
ぎ
巨
ざ
冨
（
O
華
道
暫
9
ω
0
）
、



　
物
理
的
な
も
の
号
ω
屑
ξ
。
・
捧
巴
。
。
。
冨
（
O
卜
映
照
雨
。
メ
G
。
。
。
）
で
あ
り
、
地
球
、
北
海
、
太
陽
系
等
の
〈
対
象
〉
や
白
さ
と
い
っ
た
客
観
的
性

　
質
と
し
て
の
色
が
そ
の
例
で
あ
る
。
（
Q
ト
ギ
》
’
㈱
卜
。
①
り
　
ω
心
）

　
　
働
客
観
的
だ
が
現
実
的
な
ら
ざ
る
も
の
と
は
、
「
思
惟
に
よ
っ
て
の
み
認
識
さ
れ
把
握
さ
れ
る
毒
乙
巨
魯
U
Φ
鱒
窪
①
穿
き
づ
f
禽
α
q
二
中
耳
」

　
　
（
O
卜
》
鵬
卜
・
ρ
G
。
窃
）
も
の
、
「
合
法
則
的
な
る
も
の
畠
器
O
。
。
。
Φ
け
§
餌
譲
σ
q
・
、
概
念
的
な
も
の
b
d
Φ
σ
q
嵩
自
。
冨
。
。
、
判
断
可
能
な
も
の
b
d
・
霞
琶
∵

　
　
ぴ
碧
9
、
コ
ト
バ
に
表
現
さ
れ
る
も
の
蓄
ω
。
・
陣
9
ヨ
芝
。
毒
口
臼
。
塁
降
口
窪
窪
一
骨
己
（
一
瓢
α
．
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
質
的
に
非
感
性
的
§
ω
ぎ
守

　
ぽ
プ
で
、
し
ぼ
し
ば
論
理
学
に
属
す
る
。
（
禽
》
．
欝
N
。
。
ぎ
）
例
え
ば
、
太
陽
系
の
重
心
、
地
軸
、
点
、
面
、
数
と
い
っ
た
抽
象
的

　
　
〈
対
象
〉
お
よ
び
〈
概
念
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
ニ
ー
三
　
次
に
意
味
論
に
関
連
の
あ
る
側
面
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

　
　
　
二
i
三
－
一
　
フ
レ
ー
ゲ
は
「
固
有
名
康
σ
Q
碁
器
ヨ
。
」
と
「
概
念
語
b
ロ
①
σ
Q
ユ
評
≦
。
目
こ
と
の
区
別
を
導
入
し
て
い
る
。
（
Q
卜
卜
㈱
α
鯉
①
ω
）

　
　
一
つ
の
対
象
に
つ
い
て
語
る
G
o
窟
Φ
畠
厭
く
9
Φ
ぎ
。
臼
O
Φ
究
旨
。
。
露
註
に
は
、
そ
れ
を
表
示
竃
N
Φ
ざ
ぎ
魯
な
い
し
名
指
す
び
魯
Φ
自
選
必
要

　
　
が
あ
る
。
（
O
卜
》
・
鵬
腿
旧
り
①
O
）
一
つ
の
事
物
の
名
前
Z
・
ヨ
。
Φ
ぎ
①
ω
∪
ヨ
σ
q
。
。
。
は
國
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
常
の
固
有
名
の
み
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち

　
　
定
冠
詞
な
い
し
指
示
詞
を
伴
う
所
謂
確
定
記
述
も
、
固
有
名
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
（
O
b
≧
欝
ど
①
ω
）
　
例
え
ば
「
数
一
鎌
。
N
鋤
三
田
匿
」

　
　
は
、
そ
の
定
冠
詞
に
よ
り
、
学
問
研
究
の
一
つ
の
限
定
さ
れ
た
一
意
的
対
象
①
ヨ
び
①
。
。
鼠
ヨ
ヨ
§
》
。
ぎ
①
ぎ
忠
○
①
σ
q
①
房
口
写
を
指
す
の
で
あ

　
　
る
。
ま
た
数
字
N
①
乞
ぎ
暮
の
T
も
、
「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
」
「
化
学
元
素
金
筋
。
・
。
冨
鼠
ω
。
冨
響
。
臼
。
9
Ω
。
罷
」
同
様
、
固
有
名

　
　
で
あ
り
（
Q
卜
卜
⑳
G
。
。
。
”
声
鵬
①
ρ
お
）
「
す
べ
て
の
個
々
の
数
は
一
つ
の
自
存
的
対
象
⑦
ぎ
。
。
鉱
げ
ω
け
ぎ
留
⑳
震
O
①
σ
q
Φ
霧
富
巳
」
（
Q
い
ト
欝
伊
ミ
）

　
　
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
フ
レ
ー
ゲ
は
ま
た
、
「
一
つ
の
対
象
が
そ
の
下
に
帰
属
す
る
概
念
に
基
づ
い
て
の
、
当
の
対
象
の
定
義
象
①
U
。
ぎ
慾
8
。
ぎ
。
。
。

　
　
O
・
σ
q
窪
。
。
高
唱
Φ
ω
窪
ω
忽
9
ヨ
b
ご
・
σ
q
同
漆
。
》
毒
麓
山
魯
臼
建
一
け
」
（
○
卜
》
．
響
企
。
。
山
口
「
）
、
即
ち
、
概
念
を
介
し
て
の
く
指
示
対
象
指
定
艮
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
器
口
雫
津
冒
σ
q
＞
の
定
義
、
が
充
足
す
べ
き
条
件
と
し
て
、
次
の
如
き
存
在
国
×
一
。
。
8
嵩
条
件
と
一
意
性
蛍
欝
蕊
ぎ
津
条
件
を
挙
げ
、
ラ
ッ
セ

閥　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

初　
　
ル
の
「
記
述
理
論
」
（
一
九
〇
五
年
）
に
先
立
つ
こ
と
二
〇
年
、
す
で
に
一
種
の
「
記
述
理
論
」
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
Q
卜
卜
響
倉

　
　
o
。
◎
。
戸
）
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
ω
存
在
条
件
1
1
こ
の
概
念
の
下
に
一
つ
の
対
象
が
帰
属
す
る
こ
と
辞
ゆ
毒
け
臼
象
窃
窪
窪
σ
q
H
謎
。
ぎ
O
①
α
q
①
馬
脚
巳
｛
匹
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
②
一
意
性
条
件
1
1
そ
の
下
に
唯
一
の
対
象
の
み
が
帰
属
す
る
こ
と
母
ゆ
詳
9
。
ぎ
剛
σ
q
臼
O
。
σ
q
撃
。
。
け
碧
像
§
§
煽
ぎ
h
帥
＝
①
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
か
く
て
、
上
記
一
意
的
存
在
条
件
を
満
足
す
る
よ
う
な
確
定
記
述
を
含
む
広
義
の
固
有
名
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
事
物
が
〈
対
象
O
㊦
・

　
　
ぴ
q
窪
ω
審
乱
〉
で
あ
る
。

　
　
　
二
一
三
－
二
　
他
方
、
「
あ
る
語
が
不
定
冠
詞
を
伴
な
っ
て
、
あ
る
い
は
冠
詞
な
し
の
複
数
形
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
と
、
そ
れ
は
概

　
　
念
属
し
d
①
σ
q
鳥
譲
≦
。
『
こ
（
O
卜
＼
r
　
⑳
㎝
H
》
①
心
）
な
の
で
あ
り
、
固
有
名
か
ら
は
峻
別
さ
れ
る
「
〔
こ
の
〕
普
遍
的
概
念
語
が
ま
さ
に
一
つ
の
概
念

　
　
を
表
示
す
る
び
①
量
。
ぎ
窪
。
」
（
（
田
口
》
●
　
㊧
α
一
り
　
O
ω
）
「
こ
こ
に
五
百
人
の
人
間
が
い
る
」
「
金
星
は
零
墨
の
月
を
も
つ
」
と
い
っ
た
数
的
言
明

　
　
N
毒
蛇
き
σ
q
筈
①
も
、
あ
る
概
念
に
つ
い
て
の
言
明
　
諺
島
。
・
お
①
く
。
ロ
。
営
Φ
旨
¢
。
o
㈹
ユ
中
。
を
含
む
。
（
O
卜
ト
ゆ
参
紹
）
　
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ

　
　
ら
の
言
明
が
「
『
こ
こ
に
い
る
人
間
』
と
い
う
概
念
に
は
数
㎜
が
付
属
す
る
N
集
。
旨
巳
窪
」
「
『
金
星
の
月
』
と
い
う
概
念
に
は
数
0
が
付

　
　
属
す
る
」
と
い
っ
た
言
明
に
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
〈
概
念
〉
に
つ
い
て
の
言
明
は
、

　
　
表
象
の
如
き
な
に
か
主
観
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
言
明
で
は
な
く
、
「
我
々
の
把
握
か
ら
狸
立
の
、
あ
る
事
実
的
な
る
も
の
㊦
響
強
暴
7

　
　
の
ぎ
集
。
冨
ω
〈
呂
巨
器
§
》
煽
評
。
。
‘
・
§
σ
q
q
爲
耳
貯
σ
q
需
已
・
を
表
現
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
「
あ
る
客
観
的
な
事
柄
」
（
象
卜
伽
当
8
）
を

　
　
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
先
述
の
よ
う
に
、
確
定
記
述
に
よ
る
〈
対
象
指
定
〉
の
た
め
の
定
義
は
「
一
意
的
存
在
条
件
」
を
充
足
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
概
念
語

　
　
に
よ
る
〈
概
念
指
定
〉
の
た
め
の
定
義
が
充
足
す
べ
き
条
件
は
、
「
鋭
利
な
境
界
づ
け
。
。
。
冨
誉
ω
・
讐
①
震
自
σ
q
」
で
あ
る
。
即
ち
、
「
論
理

　
　
学
の
見
地
か
ら
、
ま
た
証
明
の
厳
密
さ
に
と
り
、
　
一
つ
の
概
念
に
つ
い
て
要
求
し
う
る
の
は
た
ぼ
、
そ
の
概
念
の
鋭
利
な
境
界
づ
け
、
つ

　
　
ま
り
、
い
か
な
る
対
象
に
関
し
て
も
、
そ
の
対
象
が
当
の
概
念
の
下
に
帰
属
す
る
か
否
か
が
定
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
伍
臨
鵠
ご
巴
Φ
ご
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O
・
σ
q
窪
ω
鼠
巳
ぴ
①
ω
島
ヨ
巨
ω
辞
。
ぴ
曾
§
§
子
β
芭
δ
。
儀
韓
旺
。
冨
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
」
（
Q
卜
》
・
　
幽
“
艀
”
　
c
o
刈
）
従
っ
て
、
コ
意
的
存
在
条

件
」
を
充
足
し
な
い
記
述
が
、
固
有
名
と
認
め
ら
れ
ず
、
〈
紺
象
〉
を
一
意
的
に
指
定
し
な
い
の
と
同
様
、
「
鋭
利
な
境
界
づ
け
」
の
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
充
足
し
な
い
よ
う
な
表
現
は
、
そ
も
そ
も
概
念
語
で
は
な
く
、
一
意
的
に
一
つ
の
く
概
念
V
を
指
定
す
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
二
一
三
一
三
　
と
こ
ろ
で
、
先
述
の
ω
主
観
的
表
象
と
②
客
観
的
な
る
も
の
一
更
に
ω
、
現
実
的
な
る
も
の
、
鋤
、
現
実
的
な
ら
ざ

る
も
の
一
と
い
っ
た
区
別
と
、
〈
対
象
〉
と
く
概
念
〉
の
区
別
と
は
ど
う
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
広
義
の
固
有
名
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
〈
対
象
〉
に
は
、
人
物
、
物
的
対
象
（
地
球
な
ど
）
、
北
海
の
如
き
場
所
と
い
っ
た
現
実
的
対
象

（
ダ
メ
ッ
ト
の
命
名
で
は
「
具
体
的
対
象
。
露
霞
⑦
ε
。
ぼ
。
g
」
）
と
、
地
軸
、
幾
何
学
的
な
点
や
面
、
形
態
、
方
向
、
数
や
概
念
の
外
延

と
い
っ
た
現
実
的
な
ら
ざ
る
対
象
（
ダ
メ
ッ
ト
の
命
名
で
は
「
抽
象
的
対
象
鋤
げ
。
。
酔
冨
g
。
ぼ
①
g
」
）
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
両
者
の
区
別
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

準
は
必
ず
し
も
明
瞭
と
は
言
え
な
い
。
化
合
物
や
元
素
そ
の
他
の
自
然
種
や
色
は
ど
ち
ら
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
個
々
の
主

観
的
表
象
も
、
あ
る
種
の
記
述
に
よ
り
表
示
さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
れ
ば
、
〈
対
象
〉
に
算
入
さ
れ
よ
う
。
他
方
〈
概
念
〉
は
、
客
観
的

な
、
し
か
し
現
実
的
な
ら
ざ
る
抽
象
的
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
時
期
、
フ
レ
ー
ゲ
は
大
ま
か
に
、
次
の
如
き
存
在
論
的
類
別
を
採
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
1
主
観
的
表
象
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
・
；
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…

一
客
観
的
な
る
も
の
一

1
現
実
的
な
る
も
の

一
現
実
的
な
ら
ざ
る
も
の
…

（
具
体
的
対
象
）
1

1
（
抽
象
的
対
象
）
一

i
対
象
1

ニ
ー
四
　
し
か
る
に
、
〈
概
念
〉
を
〈
対
象
〉

　
　
　
フ
ソ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成

か
ら
区
捌
す
る
の
み
な
ら
ず
、

概
念
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

フ
レ
…
ゲ
は
概
念
図
に
階
梯
○
凱
コ
§
σ
q
o
島
噂
の
厳
審
の
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

別
を
導
入
す
る
。
ま
た
特
性
田
σ
q
。
誹
。
訂
津
と
徴
表
鼠
①
時
豊
里
と
い
う
重
要
な
区
別
を
も
行
な
っ
て
い
る
。

　
二
一
四
一
醐
　
〈
対
象
〉
は
、
い
わ
ば
0
階
の
存
在
老
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
階
の
〈
概
念
〉
と
は
、
「
そ
の
概
念
の
下
に
帰
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

諸
事
物
〔
対
象
〕
の
特
性
で
あ
る
。
」
（
Q
卜
》
・
密
ρ
象
）
例
え
ば
“
地
球
の
衛
星
”
と
い
う
く
概
念
〉
は
、
月
と
い
う
〈
対
象
〉
の
特
性

で
あ
る
。
他
方
、
“
地
球
の
衛
星
”
と
い
う
く
概
念
〉
に
帰
属
す
る
く
対
象
V
と
し
て
は
、
月
が
唯
一
つ
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、

“
地
球
の
衛
星
”
と
い
う
く
概
念
〉
は
、
“
存
在
国
臥
。
・
8
自
”
と
か
“
唯
一
性
国
ぎ
臥
σ
Q
ぎ
デ
と
い
っ
た
「
よ
り
高
階
の
、
い
わ
ぽ
第
二
階

概
念
」
（
O
ト
》
．
欝
G
。
”
①
㎝
）
の
下
に
属
し
て
い
る
。

　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
さ
て
、
徴
表
竃
①
鱒
霞
巴
と
は
、
あ
る
く
概
念
〉
を
構
成
す
る
も
の
（
O
卜
》
●
留
G
。
》
窯
）
で
あ
り
、
従
っ
て
構
成
さ
れ
る
概
念
の
階
梯

の
区
別
に
応
じ
て
、
徴
表
の
階
梯
も
区
別
で
き
よ
う
。
例
え
ば
謬
直
角
”
は
“
直
角
三
角
形
”
と
い
う
第
一
階
概
念
（
従
っ
て
、
直
角
三

角
形
の
形
を
し
た
個
々
の
事
物
の
特
性
）
を
構
成
す
る
微
表
ー
ー
要
素
概
念
で
あ
る
。
他
方
、
例
え
ば
“
地
球
の
衛
星
”
の
よ
う
に
「
そ
の

下
に
唯
一
の
対
象
し
か
帰
属
し
な
い
概
念
の
す
べ
て
を
、
一
つ
の
概
念
の
下
に
集
め
る
と
き
、
唯
一
性
は
こ
の
概
念
の
徴
表
で
あ
る
。
し

（
O
卜
≧
密
ω
”
①
㎝
）
即
ち
、
”
地
球
の
衛
星
”
”
数
0
と
同
一
で
あ
る
こ
と
”
等
は
、
い
ず
れ
も
第
一
階
概
念
で
あ
る
が
、
か
N
る
第
一
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

概
念
が
そ
の
下
に
属
し
て
い
る
、
例
え
ば
“
唯
一
的
存
在
性
”
と
い
う
第
二
階
概
念
は
、
上
記
の
如
き
第
一
階
概
念
の
特
性
と
い
っ
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
。
し
か
し
そ
の
悪
罵
、
“
唯
一
性
”
“
存
在
性
”
と
い
っ
た
概
念
は
、
“
唯
…
的
存
在
性
”
と
い
う
第
二
階
概
念
の
要
素
概
念
H
徴
表
で

あ
り
、
、
そ
れ
自
体
も
第
二
階
の
〈
概
念
〉
で
あ
る
。

　
二
一
四
－
二
　
以
上
の
如
き
、
対
象
、
第
一
階
概
念
、
第
二
階
概
念
と
い
う
階
梯
の
区
別
、
並
び
に
特
性
と
徴
表
と
の
関
係
に
対
志
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
、
次
の
様
な
、
い
わ
ば
フ
レ
ー
ゲ
的
事
態
ω
p
島
〈
①
浮
聾
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
（
Q
卜
卜
欝
ω
）

　
ω
　
全
つ
の
対
象
が
｝
つ
の
概
念
の
下
に
帰
属
す
る
悔
鑑
窪
。
言
窃
O
紹
①
蕊
け
§
匹
Φ
。
・
§
仲
鶏
Φ
ぎ
魯
ヒ
d
Φ
σ
q
N
ミ
〉
と
い
う
原
初
的
事
態
。

例
え
ば
、
「
月
は
地
球
の
衛
星
で
あ
る
」
と
い
う
文
は
、
〈
月
が
“
地
球
の
衛
星
”
と
い
う
概
念
の
下
に
帰
属
す
る
〉
と
い
う
（
可
能
的
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

事
態
を
表
わ
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
型
の
事
態
は
、
0
階
の
対
象
の
第
一
階
概
念
へ
の
帰
属
関
係
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
　
②
　
〈
一
つ
の
概
念
の
第
二
階
概
念
へ
の
内
属
閃
些
魯
包
器
ω
b
σ
Φ
α
q
「
譲
①
。
。
儲
馨
鐙
（
ぎ
）
Φ
団
コ
窪
b
d
①
σ
q
ユ
題
N
≦
Φ
冨
『
9
曾
§
α
Q
＞
と
い
う
原
初
的

　
　
事
態
。
例
え
ば
「
地
球
の
衛
星
は
唯
一
つ
存
在
す
る
」
と
い
う
文
は
、
〈
“
地
球
の
衛
星
”
と
い
う
第
一
階
概
念
が
“
唯
一
的
存
在
”
と
い
う

　
　
第
二
階
概
念
の
内
へ
内
属
し
て
い
る
〉
と
い
う
事
態
を
表
わ
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
型
の
事
態
は
、
第
一
階
概
念
の
第
二
階
概
念

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
へ
の
内
属
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
㈲
あ
る
概
念
の
、
別
の
（
同
位
）
概
念
へ
の
従
属
関
係
d
艮
霞
鍵
留
毯
σ
q
〈
§
b
d
①
σ
q
ユ
中
。
毎
け
賃
9
・
巳
臼
①
じ
d
Φ
α
q
ユ
隷
と
い
う
事
態
。
例

　
　
え
ば
「
鯨
は
哺
乳
動
物
で
あ
る
」
は
、
〈
“
鯨
”
と
い
う
概
念
が
“
哺
乳
動
物
”
と
い
う
概
念
の
下
に
従
属
し
て
い
る
〉
と
い
う
事
態
を
表

　
　
わ
し
て
い
る
。
こ
の
従
属
関
係
は
、
同
位
概
念
間
の
関
係
（
“
鯨
”
も
“
哺
乳
動
物
”
も
第
一
階
概
念
）
と
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ

　
　
う
し
た
従
属
関
係
は
、
例
え
ば
「
す
べ
て
の
対
象
に
つ
い
て
、
も
し
そ
れ
が
鯨
な
ら
ば
、
そ
れ
は
哺
乳
動
物
で
あ
る
」
の
よ
う
に
、
普
遍

　
　
量
化
条
件
文
に
分
析
さ
れ
う
る
か
ら
、
原
初
的
事
態
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
“
鯨
”
と
い
う
概
念
が
、
“
哺
乳
動
物
”
と
い
う
概
念
に

　
　
従
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
“
鯨
”
と
い
う
概
念
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
概
念
中
に
は
“
哺
乳
動
物
”
と
い
う
概
念
が
内
含
さ

　
　
れ
て
い
る
、
換
言
す
る
と
、
“
哺
乳
動
物
”
は
”
鯨
”
と
い
う
概
念
を
構
成
し
て
い
る
要
素
概
念
、
つ
ま
り
徴
表
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う

　
　
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
“
直
角
三
角
形
”
と
い
う
概
念
が
“
直
角
”
と
い
う
概
念
に
従
属
し
て
い
る
と
い
う
事

　
　
態
は
、
“
直
角
”
と
い
う
概
念
が
“
直
角
三
角
形
”
と
い
う
概
念
の
徴
表
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
従
っ
て
、
カ
ン
ト
の
い
う
、
主
語
概
念
A
の
中
に
述
語
概
念
B
が
分
析
的
に
含
ま
れ
る
、
即
ち
「
A
は
B
で
あ
る
」
が
分
析
的
に
真
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
概
念
A
が
概
念
B
に
従
属
し
て
い
る
、
即
ち
、
B
が
A
の
徴
表
（
要
素
概
念
）
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
分
析

　
　
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
　
ニ
ー
五
　
次
に
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
論
争
の
あ
る
、
所
謂
「
文
脈
原
理
N
器
鋤
ヨ
ヨ
Φ
夢
¢
。
謎
。
。
筈
①
の
①
’
8
葺
。
蓉
9
ロ
9
包
①
」
を
検
討
し
て

　
　
み
よ
う
。
こ
の
原
理
は
先
の
原
則
ω
（
一
二
頁
）
に
表
わ
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
「
語
の
意
味
b
d
巴
①
二
刀
鴨
は
、
文
脈
留
§
器
p
・
ヨ
ヨ
①
夢
碧
σ
q

　
　
に
お
い
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
孤
立
し
て
ぎ
帥
恥
毛
く
臼
9
自
Φ
囲
§
。
q
問
わ
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
」
（
O
い
≧
×
・

457　
　
　
　
　
　
プ
レ
！
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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467　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
二
一
五
－
欄
　
フ
レ
ー
ゲ
は
原
則
的
お
よ
び
引
用
㈲
に
よ
っ
て
、
扁
般
に
文
お
よ
び
文
の
意
義
ω
写
昌
の
、
語
お
よ
び
語
の
意
味
じ
5
①
・

　
　
号
暮
毒
σ
q
・
内
容
ぎ
冨
津
に
対
す
る
優
位
と
い
う
「
文
脈
原
理
」
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
ソ

　
　
　
㈲
「
全
体
と
し
て
の
文
。
。
鋤
言
p
。
『
O
碧
N
。
。
・
が
一
つ
の
意
義
を
も
つ
な
ら
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
ハ
ル
ト

　
　
　
諸
部
分
も
そ
の
内
容
を
受
け
と
る
の
で
あ
る
。
」
（
Q
い
ト
㈱
8
隔
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
4
＞

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ィ
ー
ル
も
指
摘
す
る
如
く
、
原
則
樹
も
引
用
㈹
も
、
そ
の
主
た
る
狙
い
は
、
実
は
反
心
理
主
義
に
あ
る
よ
う
に
思

　
　
わ
れ
る
。
フ
レ
ー
ゲ
自
身
は
原
則
倒
に
次
の
如
き
説
明
を
付
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ウ
ソ
グ

　
　
　
⑬
「
第
二
原
則
を
な
お
ざ
り
に
す
る
と
、
個
々
人
の
内
的
心
像
や
行
為
を
語
の
意
味
と
解
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
第
一
の

　
　
　
原
則
〔
反
心
理
主
義
〕
と
衝
突
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
」
（
野
郎
●
×
）

　
　
　
引
用
㈱
の
先
行
箇
所
も
ま
た
、
「
文
脈
原
理
」
の
無
視
が
語
の
意
味
を
内
的
心
像
と
混
同
す
る
心
理
主
義
を
産
む
こ
と
を
指
摘
し
て
い

　
　
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
ハ
ル
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ

　
　
　
◎
コ
つ
の
語
の
内
容
が
表
象
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
語
か
ら
あ
ら
ゆ
る
意
　
味
を
剥
奪
し
た
り
、
そ
の
語
の
使
用
を

　
　
　
締
め
出
し
た
り
す
る
こ
と
へ
の
な
ん
の
根
拠
に
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
反
論
ら
し
く
み
え
る
の
は
、
我
々
が
語
を
孤
立
さ
せ
て
考
察
し
、

　
　
　
　
ペ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ

　
　
　
そ
の
意
味
を
問
い
、
そ
れ
か
ら
表
象
を
意
味
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
生
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
対
応
す
る
内
的
心
像
が
そ
れ
に

　
　
　
欠
け
て
い
る
と
、
そ
の
語
は
何
も
内
容
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ひ
と
は
、
常
に
全
文
①
ぎ
く
。
頴
憲
益
σ
Q
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ド
イ
ト
ッ
ソ
グ

　
　
　
留
符
を
視
野
の
内
に
と
ら
え
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
文
の
中
に
お
い
て
の
み
語
は
元
来
一
つ
の
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
際

　
　
　
我
々
に
な
ん
と
な
く
思
い
浮
ぶ
内
的
心
像
が
、
判
断
の
論
理
的
構
成
要
素
に
対
応
す
る
必
要
は
な
い
。
」
（
Q
卜
卜
欝
ρ
刈
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ
　
　
イ
ソ
バ
ゥ
ト

　
　
　
こ
の
引
用
◎
の
直
後
に
引
用
㈲
が
続
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
原
則
餌
の
「
文
脈
原
理
」
は
た
し
か
に
、
語
の
意
　
味
・
内
容
の
心
理

　
　
主
義
的
理
解
を
阻
止
す
る
と
い
う
効
果
を
も
つ
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
だ
、
「
文
脈
原
理
」
の
も
つ
派
生
的
消
極
的
効
用
に
と
ど
ま
る
で
あ

　
　
ろ
う
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
ニ
ー
五
一
こ
　
し
か
し
そ
れ
で
は
、
「
文
脈
原
理
」
の
根
本
的
積
極
的
主
張
内
容
は
、
ど
の
語
も
文
脈
の
中
で
の
み
そ
の
意
味
を
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
う
る
と
い
う
、
語
に
対
す
る
文
の
優
位
と
い
う
一
般
論
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
語
ゲ
ー
ム
ω
℃
§
匿
砕
鉱
に
お
け
る
用
法
O
。
耳
碧
雲
に
語

　
　
の
意
味
切
‘
。
α
①
暮
8
σ
Q
を
求
め
る
こ
と
が
、
フ
レ
ー
ゲ
の
「
文
脈
原
理
」
の
意
図
で
あ
っ
た
と
解
し
た
の
は
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で

　
　
　
　
（
婚
）

　
　
あ
っ
た
が
、
フ
レ
ー
ゲ
の
『
基
礎
』
に
お
け
る
「
文
脈
原
理
」
が
こ
の
よ
う
な
拡
張
解
釈
に
連
な
り
う
る
も
の
か
ど
う
か
、
必
ず
し
も
自

　
　
明
で
あ
る
と
は
言
え
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
　
と
こ
ろ
で
テ
ィ
ー
ル
も
指
摘
す
る
如
く
、
概
に
『
概
念
記
法
』
に
お
い
て
も
「
す
べ
て
の
正
の
整
数
し
と
い
っ
た
場
合
に
、
文
脈
が
問

　
　
題
に
な
っ
て
い
た
。
即
ち
「
『
す
べ
て
の
正
の
整
数
』
と
い
う
表
現
は
、
『
数
2
0
』
の
如
く
、
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
て
一
つ
の
自
存
的
表
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
ン

　
　
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
①
曇
日
霞
畠
α
曾
N
ロ
。
。
9
ヨ
厳
留
げ
き
α
q
留
。
・
ω
p
馨
。
・
一
つ
の
意
義
を
獲
得
す
る
。
」
（
b
さ
鯵

　
　
ミ
）
　
し
か
し
そ
こ
で
問
．
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
変
数
記
号
の
多
義
性
な
い
し
は
普
遍
性
へ
の
寄
与
で
あ
ろ
う
。
後
年
フ
レ
ー
ゲ
は
、

　
　
こ
う
し
た
変
数
（
彼
の
用
語
で
は
字
母
）
が
穿
、
窟
と
い
っ
た
数
字
や
．
悶
、
、
、
V
．
と
い
っ
た
関
係
記
号
と
は
全
く
別
種
の
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
特
定
の
数
、
概
念
、
関
係
、
函
数
を
表
示
げ
①
N
。
ざ
ぎ
9
せ
ず
、
字
母
の
登
場
す
る
文
に
内
容
の
普
遍
性
≧
蒔
㊦
ヨ
⑦
ぼ
冨
搾
を
付
与
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
め
に
、
単
に
そ
れ
ら
を
暗
示
す
る
鬼
斗
9
窪
の
み
だ
と
述
べ
、
字
母
は
「
従
っ
て
文
脈
に
お
い
て
の
み
、
あ
る
課
題
を
果
す
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
1
7
）

　
　
り
、
思
想
表
現
に
貢
献
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
脈
絡
外
で
は
字
母
は
何
も
意
味
し
σ
⑦
。
。
⇔
α
Q
窪
な
い
。
」
（
Q
卜
Q
．
ω
O
メ
傍
点
筆
者
）

　
　
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
設
題
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
、
．
（
偶
十
げ
）
・
。
U
偶
・
。
＋
び
・
。
、
、
中
の
、
。
、
”
♂
．
り
．
。
、
の
如
き
変
数
字
母
に
関

　
　
す
る
「
文
脈
依
存
性
」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
二
一
五
一
三
　
ま
た
フ
レ
ー
ゲ
は
後
年
、
〈
概
念
記
法
V
の
よ
う
な
人
工
言
語
と
異
な
り
、
日
常
語
く
。
｝
訂
。
・
領
Q
跨
Φ
で
は
、
語
は
一
意
的

　
　
　
ジ
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
ン

　
　
な
意
義
を
常
に
も
っ
と
は
い
え
ず
、
「
同
一
脈
絡
の
中
で
の
み
謹
二
昌
島
。
ヨ
ω
。
一
げ
9
N
塁
9
巳
ヨ
①
弓
霞
σ
Q
同
じ
語
が
常
に
同
じ
意
義
を
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
さ
え
ず
れ
ば
、
そ
れ
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
ω
碧
し
d
．
・
。
c
。
）
と
語
り
、
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
の
如
き
本
来
的
固
有
名
藷
窪
島
畠
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ

　
　
聾
σ
q
睾
琶
ヨ
。
の
意
義
も
人
に
よ
り
異
り
う
る
と
認
め
て
い
る
。
（
ω
鐸
炉
b
。
ぎ
齢
）
　
ま
た
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
」
の
如
く
、
意
　
味
を
欠
い
て

”　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

い
る
見
か
け
上
の
。
・
。
冨
冒
ぴ
斜
里
有
名
も
認
め
て
い
る
。
（
ω
信
剛
W
●
Q
◎
Q
σ
い
蒔
圃
）
　
し
か
し
フ
レ
！
ゲ
は
、
こ
の
よ
う
な
日
常
語
の
特
有
性
を
、
欠

陥
、
不
完
全
性
と
み
な
し
、
学
問
上
の
完
全
言
語
・
人
工
言
語
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
「
意
義
の
動
揺
ω
島
≦
⇔
鼻
琶
σ
Q
α
⑦
ω
ω
貯
器
。
・
」
や

「
意
味
欠
除
切
＆
・
暮
§
σ
q
皆
ω
黄
ぎ
騨
」
そ
の
他
の
文
脈
依
存
は
、
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
i
五
一
四
　
し
か
し
『
算
術
の
基
礎
』
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
以
上
の
如
き
変
数
の
文
脈
依
存
、
臼
常
語
の
文
脈
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

存
と
は
明
確
に
区
劉
さ
れ
る
べ
き
文
脈
依
存
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
テ
ィ
ー
ル
も
指
摘
す
る
如
く
、
『
基
礎
』
に
お
い
て
問
題
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ウ
ソ
グ

れ
て
い
る
の
は
、
文
脈
に
お
け
る
あ
る
任
意
の
語
の
意
味
で
は
な
く
、
ま
た
変
数
で
も
な
く
し
て
、
主
に
…
数
字
N
p
三
毛
曾
8
H
の
意
　
味

と
い
う
特
殊
ケ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
引
用
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
◎
「
我
々
が
数
に
つ
い
て
い
か
な
る
表
象
も
直
観
も
も
ち
え
な
い
場
合
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
数
は
我
々
に
与
え
ら
れ
る
の
か
P

　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ソ
　

ヘ
へ

　
一
つ
の
文
脈
に
お
い
て
の
み
語
は
な
に
か
を
意
味
す
る
げ
巴
⑦
暮
鶏
。
だ
か
ら
、
数
字
が
そ
の
中
に
登
場
す
る
一
つ
の
文
の
意
義
を
解
明

　
ヘ
　
　
　
へ

　
す
る
。
周
雀
鋒
窪
こ
と
が
課
題
で
あ
ろ
う
。
」
（
○
宗
曹
畝
①
b
。
》
お
學
傍
点
出
刃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
さ
て
先
に
数
の
自
存
性
が
主
張
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
数
が
事
物
の
特
性
、
非
自
存
的
属
性
毎
。
・
①
穿
＆
註
碍
①
。
・
》
け
三
び
暮
（
O
卜
卜
鵬
H
o
9
員
①
）

で
は
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、
述
語
・
概
念
語
の
表
示
す
る
〈
概
念
〉
で
は
な
く
し
て
、
あ
る
圃
有
名
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
〈
対
象
〉
の
一
種
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
数
は
、
事
物
の
堆
積
。
ぎ
国
警
け
く
8
∪
言
σ
q
窪
、
物
的
空
問
的
な
現
実
的
具
体
的
対
象
で
は
な
い
。
さ
ら

ぽ
と
い
っ
て
、
心
的
事
象
の
主
観
的
産
物
。
。
魯
霊
ぎ
ぞ
①
。
。
国
璽
窪
σ
q
巳
。
。
。
・
8
房
。
ゲ
穿
く
。
お
ぎ
σ
q
①
（
Q
卜
卜
．
暫
o
ρ
に
㎝
）
で
も
な
い
。
つ
ま
り
数

字
は
、
述
藷
で
も
な
く
、
あ
る
い
は
直
示
○
。
。
8
コ
。
。
一
魯
の
如
き
対
応
づ
け
N
容
a
コ
§
α
Q
に
よ
り
、
現
実
的
具
体
的
対
象
に
、
い
わ
ば
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

テ
ル
を
貼
る
津
岸
Φ
窪
①
話
ロ
よ
う
な
具
合
に
わ
り
あ
て
ら
れ
る
固
有
名
で
も
な
く
、
ダ
メ
ッ
ト
に
従
え
ば
、
あ
る
抽
象
的
対
象
p
。
げ
ω
嘗
鋤
2

。
げ
噺
①
9
の
名
前
な
の
で
あ
る
。
か
く
て
「
数
字
は
、
述
語
で
も
な
け
れ
ぽ
、
通
常
の
固
有
名
で
も
な
く
て
、
第
三
の
、
未
だ
な
お
考
察
さ

れ
て
い
な
い
種
類
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
第
三
種
の
語
は
、
そ
れ
ら
が
現
わ
れ
る
言
明
に
金
く
特
有
の
仕
方
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

2
1
）

る
。
」
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か
く
し
て
、
「
一
つ
の
語
の
意
味
は
孤
立
し
て
で
は
な
く
、
一
つ
の
文
の
脈
絡
に
お
い
て
解
明
臼
犀
響
窪
さ
れ
る
べ
し
」
（
○
い
ト
響
0
9

溝
①
）
と
い
う
「
文
脈
原
理
」
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
「
数
の
心
理
主
義
的
理
解
に
黒
い
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
物
理
主
義
的
9
て

ω
涛
鞍
。
・
簿
理
解
を
回
避
し
う
る
」
（
ぴ
己
．
）
と
フ
レ
ー
ゲ
は
信
じ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
が
『
基
礎
』
に
お
い
て
関
わ
っ
て
い
る
「
文
脈

原
理
し
と
は
、
数
、
あ
る
い
は
直
線
の
方
向
ユ
冨
空
。
窪
ぎ
σ
q
、
平
面
の
定
位
蝕
。
ω
邑
一
最
α
q
、
図
形
の
形
態
侮
冨
○
①
。
。
邑
ス
O
卜
卜
欝
♪
刈
α
）
、

と
い
っ
た
あ
る
抽
象
的
対
象
を
表
示
す
る
と
み
ら
れ
る
表
現
に
、
厳
し
く
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
二
一
五
－
五
　
さ
て
、
そ
う
な
る
と
、
そ
の
意
義
の
解
明
さ
れ
る
べ
き
文
と
は
、
数
字
の
登
場
す
る
文
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ

　
し
か
し
次
の
如
き
数
的
言
明
N
簿
叢
碧
σ
q
⇔
ぴ
。
は
、
数
字
の
意
味
限
定
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
か
。

　
ω
　
地
球
の
衛
星
は
一
つ
存
在
す
る
。

　
だ
が
、
「
我
々
は
一
つ
の
限
定
さ
れ
た
数
を
把
握
し
、
か
つ
同
じ
も
の
と
再
認
す
る
≦
鵬
翼
①
器
蒔
¢
暮
象
一
つ
の
手
段
を
獲
得
し
て
は
じ

め
て
、
当
の
数
に
固
有
名
と
し
て
の
数
字
を
付
与
し
う
る
の
で
あ
る
。
一
（
O
卜
郎
．
吻
①
邸
　
刈
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
1
）
ω
は
こ
の
よ
う
な
数
の
再
認
手
段
を
与
え
な

い
。
し
か
し
ω
は
次
の
如
く
に
言
い
換
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
②
“
地
球
の
衛
星
”
と
い
う
概
念
に
は
基
数
1
が
付
属
す
る
・
鼻
。
B
ヨ
雪
。
9
『
巴
Φ
的
窪
。
（
Q
卜
｝
欝
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
し
か
し
②
型
の
文
は
、
概
念
に
つ
い
て
の
言
明
で
あ
っ
て
、
實
と
か
Y
と
い
っ
た
数
字
の
表
示
対
象
を
指
定
す
る
定
義
の
用
を
な
さ
な

い
し
、
ま
た
数
の
同
一
性
を
証
明
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
数
字
實
、
T
や
「
概
念
F
に
付
属
す
る
基
数
」
（
こ
れ
を
．
N
（
閏
）
、
と
表
記
す
る
）

と
い
っ
た
表
現
が
概
念
語
で
は
な
く
、
あ
る
自
存
的
対
象
を
指
す
表
現
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
の
表
示
対
象
時
。
。
ゆ
①
N
Φ
搾
ぎ
①
富

を
そ
れ
と
し
て
再
認
す
る
手
段
を
、
ω
、
②
型
の
文
は
与
え
な
い
。
「
記
号
a
が
我
々
に
一
つ
の
対
象
を
表
示
す
げ
Φ
・
Φ
δ
ぎ
・
ロ
べ
き
で
あ

る
な
ら
ば
、
我
々
は
b
が
a
と
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
到
る
所
で
決
定
し
う
る
よ
う
な
一
つ
の
規
準
閑
。
菖
N
。
ざ
冨
β
一
た
と
え
こ

の
規
準
を
適
用
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
常
に
我
々
の
能
力
内
に
な
い
と
し
て
も
一
を
も
た
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
」
（
O
卜
》
・
⑳
①
N
刈
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ニ
ー
五
－
六
　
さ
て
プ
レ
：
ゲ
は
、
こ
の
よ
う
な
「
再
認
」
を
表
現
し
て
い
る
一
群
の
文
章
が
我
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し

　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ご

（
養
田
．
）
、
そ
れ
ら
を
「
再
認
鼠
毛
δ
α
。
お
鱒
。
言
呂
σ
q
。
・
ω
野
N
①
」
（
Q
卜
鉢
．
⑳
δ
ρ
は
①
）
「
再
認
判
断
≦
坤
巴
Φ
お
降
①
嘗
§
σ
q
ω
霞
邑
こ
（
Q
卜
卜
鵬
δ
8

嵩
刈
）
と
称
し
て
い
る
。
し
か
ら
ば
、
か
玉
る
「
再
認
文
」
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
数
式
N
薮
窪
σ
q
蚕
9
毒
σ
q
」
（
O
卜
卜
鵬
貫
欝
o
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
ソ

で
あ
る
。
「
基
数
の
概
念
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
〔
例
え
ば
次
の
如
き
〕
数
式
の
意
義
が
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
（
Q
拝
討
欝
N
器
）

　
③
概
念
F
に
付
属
す
る
基
数
は
、
概
念
G
に
付
属
す
る
基
数
と
同
一
で
あ
る
。
〔
N
（
閏
）
1
1
只
Q
）
〕

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
か
く
て
数
宇
の
意
味
じ
d
巴
Φ
暮
§
σ
q
が
問
わ
る
べ
き
な
の
は
、
㈹
型
の
「
数
式
」
、
一
般
的
に
は
、
「
再
認
文
」
の
脈
絡
に
お
い
て
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

り
、
従
っ
て
課
題
で
あ
る
の
は
③
型
の
再
認
文
の
意
義
ω
ぎ
コ
の
解
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
そ
し
て
、
「
解
明
」
と
は
、
我
々
に
と
り
親
し
い
が
曖
昧
な
概
念
を
、
論
理
的
に
よ
り
精
密
な
概
念
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
方
法
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
。
例
え
ば
、
直
線
の
方
向
、
図
形
の
形
態
、
概
念
F
に
付
属
す
る
基
数
と
い
っ
た
、
表
現
法
を
、
よ
り
精
密
な
表
現
法
で
置
換
す
る
試

み
で
あ
る
。
即
ち
「
我
々
は
〔
③
の
如
き
〕
文
の
内
容
を
、
『
概
念
F
に
付
属
す
る
基
数
』
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
ず
に
、
別
の
仕
方
で

再
現
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
我
々
は
、
数
の
同
一
性
に
関
す
る
一
般
的
規
準
①
ぎ
泣
声
Φ
ヨ
鉱
器
㎝
深
Φ
暮
N
。
写
魯
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
」
（
O
卜
b
伽
①
碧
ω
）

　
ニ
ー
五
－
七
　
そ
こ
で
先
ず
フ
レ
ー
ゲ
は
、
一
対
一
対
応
象
Φ
σ
Φ
凱
①
韓
諺
風
民
響
け
圃
σ
q
①
N
ロ
9
号
§
α
q
　
を
介
し
て
の
数
の
同
一
性
の

〈
文
脈
的
定
義
〉
を
と
り
あ
げ
る
。
（
Q
い
》
．
誘
①
撃
）
　
そ
の
際
、
類
例
と
し
て
、
彼
は
、
直
線
の
方
向
、
平
面
の
定
位
、
図
形
の
形
態
の

各
同
一
性
の
〈
文
脈
的
定
義
〉
を
ひ
き
あ
い
に
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
（
Q
い
｝
伽
課
）
こ
れ
ら
の
類
例
の
〈
文
脈
的
定
義
〉
は
、
二
直
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

闘
の
平
行
関
係
評
巨
一
①
一
一
ω
葦
毛
、
二
平
面
の
平
行
関
係
、
二
図
形
間
の
相
似
性
諺
⑦
ぎ
一
ざ
耳
玉
、
と
い
う
よ
う
な
同
値
関
係
（
反
射
性
、
対
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

性
、
推
移
性
を
も
つ
二
項
関
係
）
か
ら
な
る
次
の
如
き
同
値
言
明
》
①
ρ
離
塁
窪
母
・
。
・
。
。
。
σ
q
。
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。

鴎
　
直
線
a
は
直
線
b
と
平
行
で
あ
る
。
〔
ミ
＼
呂

鮎
　
図
形
A
は
図
形
B
と
梢
似
で
あ
る
。
〔
》
S
b
d
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

直
線
a
の
方
向
↓
a
や
図
形
A
の
形
態
㈹
に
関
す
る
㈲
型
の
再
認
文
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9



　
　
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　

　
③
　
直
線
a
の
方
向
と
直
線
b
の
方
向
は
同
一
で
あ
る
。
〔
。
・
匪
ぴ
〕

　
　
慨
図
形
A
の
形
態
と
図
形
B
の
形
態
は
璽
で
あ
る
・
〔
α
q
等
σ
q
（
呂

　
　
か
く
て
、
ω
型
の
同
値
言
明
に
よ
る
③
型
の
同
一
性
の
文
脈
的
定
義
は
、
次
の
様
で
あ
ろ
う
。

　
　
べ
　
　
　
　
　
　

　
⑤
　
仁
。
1
一
げ
1
1
亀
ミ
＼
げ

　
唾
σ
Q
等
α
q
（
号
言
昌

　
　
と
こ
ろ
で
、
数
に
関
し
て
㈲
型
の
同
値
言
明
を
求
め
る
と
、
次
の
如
き
言
明
が
得
ら
れ
よ
う
。
（
9
再
ゆ
器
い
。
。
㎝
）

　
　
ω
　
概
念
F
は
概
念
G
と
同
数
的
α
q
一
Φ
写
訂
聾
一
一
σ
q
で
あ
る
。
需
～
Ω
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し

　
　
例
え
ば
、
パ
ー
テ
ィ
の
席
上
、
す
べ
て
の
椅
子
に
一
人
ず
つ
着
席
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
椅
子
と
着
席
老
と
は
同
数
的
で
あ
り
、
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
と
か
ら
、
椅
子
の
数
と
着
席
者
の
数
と
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
導
か
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。
即
ち
、
③
は
ω
に
よ
り
文
脈
的
に
次

　
　
の
如
く
定
義
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
⑤
N
（
男
）
H
N
（
o
）
H
自
㍉
～
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
こ
れ
は
、
二
つ
の
概
念
に
付
属
す
る
〈
基
数
の
同
一
性
〉
の
、
当
の
概
念
間
の
く
同
数
性
V
に
よ
る
解
明
の
試
み
で
あ
る
。

　
　
　
ニ
ー
五
一
八
　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
、
数
、
直
線
の
方
向
、
図
形
の
形
態
の
同
一
性
の
、
文
脈
的
定
義
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
③
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ω
、
③
と
㈲
、
③
と
ω
と
が
そ
れ
ぞ
れ
等
値
α
q
或
。
菖
巴
窪
8
巴
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
O
卜
卜
㈱
①
㎝
）
、
即
ち
、

　
　
⑥
　
N
（
頃
）
1
1
N
（
O
）
‡
閃
～
○

鵡
叫
詳
叫
¢
・
・
＼
＼
げ

　
　
⑥
σ
q
（
》
）
1
一
σ
q
（
切
）
¢
》
S
ゆ

　
　
の
み
な
ら
ず
、
㈹
型
の
再
認
文
は
す
べ
て
同
一
性
言
明
で
あ
る
か
ら
、
⑤
型
の
定
義
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
「
周
知
の
同
一
性
の
諸
法

　
　
則
」
が
満
足
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
、
か
ム
る
同
一
性
の
諸
法
則
が
分
析
的
に
そ
れ
か
ら
導
か
れ
る
の
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
同

517　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
四

一
性
の
定
義
で
あ
る
。
即
ち
、
（
Q
卜
b
吻
①
α
隔
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
◎
　
「
真
理
性
を
損
う
こ
と
な
く
、
一
方
が
他
方
と
置
換
可
能
な
も
の
は
互
い
に
同
一
で
あ
る
。
」

　
　
　
〔
薗
“
ぴ
陛
画
恩
（
。
）
‡
息
（
ぴ
）
〕

こ
の
定
義
か
ら
直
接
、
所
謂
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
原
理
が
導
か
れ
る
。

　
ω
　
（
騨
駐
ぴ
）
¢
（
楽
β
。
）
‡
“
（
ぴ
）
）

「
同
一
者
不
可
識
別
の
原
理
」
（
「
普
遍
代
入
則
」
）
は
、

（
口
）
　
（
節
駐
げ
）
↓
（
楽
仁
。
）
＾
＋
楽
び
）
）

「
不
可
識
別
者
同
一
の
原
理
」
は
、

ハ
い
b
⊃
）
（
楽
P
。
）
‡
楽
げ
）
）
↓
（
。
睦
げ
）
・

さ
て
、
⑤
型
の
文
脈
的
定
義
が
、
従
っ
て
⑥
型
の
等
値
言
明
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
左
辺
の
㈹
型
の
同
一
性
言
明
が
α
）
の
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
の
原
理
を
充
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
故
、
右
辺
の
④
型
の
同
値
悪
口
明
か
ら
、
以
下
の
如
き
普
遍
的
代
入
可
能
性
が
導
か

れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

⑦
　
直
線
a
、
b
が
平
行
な
ら
ば
、
a
の
方
向
と
b
の
方
向
は
普
遍
的
に
代
入
可
能
で
あ
る
。
　
〔
餌
＼
＼
げ
↓
（
七
節
）
¢
楽
σ
）
）
〕

確
か
に
、
薗
線
a
の
方
向
は
、
そ
れ
と
平
行
な
直
線
b
の
方
向
に
よ
り
代
入
が
可
能
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
っ
た
規
則
男
①
σ
q
巴
が
定

立
さ
れ
る
な
ら
ぽ
、
先
の
文
脈
的
定
義
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
（
O
卜
｝
伽
①
㎝
）

　
だ
が
フ
レ
ー
ゲ
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
的
定
義
に
満
足
し
な
か
っ
た
。
な
る
程
、
③
型
の
同
一
性
言
明
に
お
い
て
、
直
線
の
方
向
、
図

形
の
形
態
、
あ
る
概
念
の
基
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
対
象
〉
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
⑤
型
の
文
脈
的
定
義
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、

a
の
方
向
と
い
う
「
こ
の
対
象
を
、
そ
れ
ぶ
b
の
方
向
と
い
う
別
の
粧
い
で
ぎ
⑦
ぎ
臼
聾
富
美
く
。
匿
Φ
一
含
畠
登
場
す
る
場
合
で
も
、

再
認
す
る
一
つ
の
手
段
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
手
段
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
間
に
あ
う
わ
け
で
は
な
い
。
」
（
O
卜
b
欝
ρ
ミ
為
。
。
）



　
　
⑤
型
の
文
脈
的
定
義
に
よ
る
解
明
は
、
任
意
の
q
に
つ
い
て
、
璽
が
「
b
の
方
向
」
と
い
う
形
式
で
与
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
次

　
　
の
文
を
肯
定
す
べ
き
か
否
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
何
も
語
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
③
　
a
の
方
向
は
q
と
同
一
で
あ
る
。
〔
自
σ
日
ρ
〕

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
我
々
に
は
方
向
と
い
う
概
念
が
な
お
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
q
が
な
ん
ら
方
向
で
な
け
れ
ば
、
㈹
は
否
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
反
対
に
、
も
し
q
が
一
つ
の
方
向
で
あ
る
な
ら
ば
、
更
に
「
そ
の
方
向
が
q
と
同
一
で
あ
る
よ
う
な
直
線
b
が
存
在
す
る
場
合
、
q
は
一

　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
つ
の
方
向
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
し
か
し
そ
れ
に
は
、
「
q
は
b
の
方
向
と
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
文
の
肯

　
　
定
否
定
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
わ
た
る
決
定
方
法
が
予
め
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
循
環
論
法
で
あ
る
。
（
Q
卜
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ヶ
ソ
グ

　
　
㈱
①
①
気
。
。
）
　
そ
れ
故
、
フ
レ
！
ゲ
は
、
⑤
型
の
文
脈
的
定
義
に
よ
っ
て
数
字
の
意
味
が
確
定
さ
れ
る
、
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
「
か
く
て

　
　
我
々
は
、
方
向
に
つ
い
て
鋭
く
境
界
づ
け
ら
れ
た
概
念
を
、
そ
の
よ
う
に
し
て
は
な
ん
ら
獲
得
し
え
ず
、
同
じ
理
由
で
基
数
に
つ
い
て
も

　
　
な
ん
ら
そ
の
よ
う
な
概
念
を
獲
得
し
え
な
い
の
で
あ
る
、
従
っ
て
、
我
々
は
別
の
途
を
試
み
よ
う
」
（
禽
聾
欝
G
。
隔
り
）
と
い
う
の
が
フ
レ

　
　
f
ゲ
の
提
案
で
あ
る
。

　
　
　
ニ
ー
五
一
九
　
そ
こ
で
フ
レ
ー
ゲ
の
採
用
し
た
新
し
い
途
は
、
　
「
還
元
」
の
方
法
に
よ
る
陽
表
的
定
義
①
×
嘗
。
謬
α
鑑
巳
口
。
嵩
を
介
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
て
の
、
③
型
の
同
一
性
言
明
の
解
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
基
数
、
形
態
、
方
向
と
い
っ
た
〈
抽
象
的
対
象
の
指
定
〉
の

　
　
た
め
の
定
義
で
あ
る
。
「
対
象
の
定
義
は
、
そ
れ
自
体
は
元
来
、
当
の
対
象
に
つ
い
て
何
も
述
定
し
て
は
い
な
い
、
そ
れ
は
あ
る
記
号
の

　
　
ベ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ

　
　
意
味
を
確
定
す
る
剛
Φ
。
。
梓
器
け
N
。
冨
も
の
で
あ
る
。
」
（
Q
卜
》
●
欝
刈
萱
。
・
）
　
こ
の
よ
う
に
し
て
指
定
さ
れ
た
対
象
は
、
多
様
な
現
わ
れ
や
粧
い

　
　
を
示
し
う
る
。
し
か
も
「
多
様
な
仕
方
で
与
え
ら
れ
る
に
も
か
玉
わ
ら
ず
、
あ
る
も
の
を
再
認
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
、
む
し
ろ
、
同
一

　
　
性
言
明
の
多
面
的
で
有
意
義
な
効
用
が
あ
る
の
で
あ
る
。
」
（
O
卜
》
．
鵬
①
8
お
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
さ
て
、
「
直
線
a
の
方
向
」
「
三
角
形
A
の
形
態
」
「
概
念
F
に
付
属
す
る
基
数
」
と
い
っ
た
表
現
が
そ
こ
へ
還
元
さ
れ
る
べ
き
よ
り
基

　
　
本
的
な
表
現
と
し
て
、
フ
レ
ー
ゲ
は
「
概
念
F
の
外
延
山
雪
¢
乱
窪
σ
q
号
ω
ゆ
⑦
σ
q
ユ
詩
。
。
男
」
（
こ
れ
を
驚
（
o
）
と
表
記
し
よ
う
）
を
採
用

537　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

す
る
。
す
る
と
次
の
様
な
陽
表
的
定
義
が
え
ら
れ
る
。
（
O
卜
》
密
G
。
気
甲
。
。
O
）

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑲
　
直
線
a
の
方
向
匹
9
〈
直
線
a
と
平
行
〉
と
い
う
概
念
の
外
延
。
〔
餌
一
1
9
伽
（
・
＼
＼
Q
）
〕

幟
図
形
A
の
形
態
副
〈
図
形
A
と
相
似
〉
と
い
う
概
念
の
外
延
・
〔
σ
q
（
》
）
ぎ
番
塁
）
〕

⑧
　
概
念
F
に
付
属
す
る
基
数
1
1
亀
〈
概
念
F
と
同
数
的
〉
と
い
う
概
念
の
外
延
。
〔
N
（
蟹
）
自
転
“
（
も
～
周
）
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

こ
の
⑧
型
の
陽
表
的
定
義
を
用
い
て
、
㈲
型
の
同
一
性
言
明
は
次
の
如
く
解
明
さ
れ
る
。
（
O
卜
》
⑳
①
ρ
。
。
O
）

⑨
　
同
一
基
数
が
概
念
F
と
概
念
G
と
に
付
属
す
る
の
は
、
〈
F
と
同
数
的
〉
と
い
う
概
念
の
外
延
が
〈
G
と
同
数
的
〉
と
い
う
概
念
の

外
延
と
同
一
の
と
き
、
そ
の
と
き
に
限
る
。
偉
（
閃
）
1
1
N
（
O
）
‡
黛
台
～
男
）
1
1
黛
も
～
O
）
〕

岡
様
に
し
て

ザ
　
　
　
ル
　
　
　
ル

⑨
　
Q
目
げ
‡
伽
（
。
＼
＼
⇔
）
1
1
伽
（
・
＼
＼
げ
）

戯
弩
）
昨
α
q
（
ゆ
）
奥
§
》
）
調
伽
（
。
s
b
・
）

と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
概
念
F
と
G
が
、
同
数
的
で
あ
る
σ
q
蛋
畠
N
聾
一
一
σ
q
と
い
う
関
係
は
、
一
躍
一
対
応
に
よ
り
定
義
さ
れ
る
。
よ
っ
て
¢
の
は
、

⑩
　
概
念
F
に
帰
属
す
る
諸
対
象
を
G
に
帰
属
す
る
諸
対
象
と
一
対
一
に
対
応
づ
け
る
関
係
ρ
が
存
在
す
る
。

と
等
値
げ
q
或
。
客
＆
窪
8
鼠
な
の
で
あ
る
。
（
O
卜
》
・
⑳
鐸
。
。
㎝
）

　
更
に
ブ
レ
ー
ゲ
は
、
こ
の
「
一
対
一
対
応
」
を
、
「
多
対
一
」
「
一
対
多
」
関
係
に
よ
っ
て
、
全
く
純
粋
論
理
的
に
定
義
し
て
い
る
。

（
Q
い
》
●
　
⑳
伽
鴫
榊
一
刈
的
）

　
か
く
て
、
「
同
数
性
」
は
一
対
一
村
応
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
一
対
一
対
応
は
純
粋
論
理
的
に
、
定
義
さ
れ
る
。
ま
た
「
概
念
F
に
付
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
基
数
」
は
、
⑧
の
陽
表
的
定
義
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
純
粋
論
理
的
に
定
義
可
能
な
“
概
念
F
と
同
数
的
”
と
い
う
概
念
の
外
延
を

指
定
す
る
。
③
型
の
同
一
性
言
明
も
、
⑨
の
如
く
、
概
念
の
外
延
間
の
同
一
性
言
明
と
等
値
さ
れ
、
従
っ
て
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
原
理
ω

か
ら
帰
結
す
る
代
入
則
（
い
ご
に
よ
り
、
数
の
同
一
性
が
到
る
所
で
再
認
さ
れ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
概
念
に
付



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
属
す
る
基
数
間
の
（
③
型
の
）
同
一
性
言
明
の
意
義
が
、
以
上
の
如
く
解
明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
③
型
の
再
認
文
の
脈
絡
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ウ
ソ
ク

　
　
「
概
念
F
に
付
属
す
る
基
数
」
と
い
う
表
現
の
表
示
対
象
ユ
器
じ
u
・
N
Φ
陣
。
ぎ
Φ
8
即
ち
意
味
が
、
い
ま
や
一
意
的
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ

　
　
る
。

　
　
　
ま
た
基
数
一
般
も
次
の
如
く
定
義
さ
れ
る
。

　
　
⑪
　
「
n
は
一
つ
の
基
数
で
あ
る
」
は
、
「
n
が
当
の
概
念
に
付
属
す
る
基
数
で
あ
る
よ
う
な
そ
う
い
う
概
念
が
存
在
す
る
」
と
同
意
味

　
　
　
　
で
あ
る
。
（
9
》
⑳
鐸
。
。
㎝
）
，

　
　
　
二
一
五
一
十
　
以
上
の
準
備
に
立
っ
て
フ
レ
ー
ゲ
は
、
個
々
の
基
数
の
定
義
を
与
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
糎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ

　
　
　
〈
自
己
自
身
と
同
一
で
な
い
〉
と
い
う
概
念
の
下
に
は
な
に
も
の
も
帰
属
し
な
い
か
ら
、
数
字
實
の
意
味
が
問
わ
れ
る
べ
き
同
一
性

　
　
言
明
は
、
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
（
象
卜
智
距
。
。
刈
）

　
　
⑫
　
O
髄
〈
自
己
自
身
と
同
一
で
な
い
〉
と
い
う
概
念
に
付
属
す
る
基
数
。
〔
0
1
1
N
（
↓
帰
匪
嚇
）
〕

　
　
数
字
丁
の
再
認
文
は
次
の
様
で
あ
ろ
う
。
（
O
ト
、
》
．
　
励
刈
刈
”
　
り
O
）

　
　
鱈
　
H
1
1
〈
0
と
同
一
で
あ
る
〉
と
い
う
概
念
に
付
属
す
る
基
数
。
口
“
N
（
嚇
1
1
0
）
〕

　
　
ま
た
「
n
は
自
然
数
列
に
お
い
て
m
に
直
書
す
る
」
は
、
次
の
様
に
解
明
さ
れ
る
。
（
Q
卜
》
・
曹
ρ
。
。
㊤
）

　
　
⑭
　
概
念
F
に
付
属
す
る
基
数
が
n
で
、
か
つ
〈
F
の
下
に
帰
属
す
る
が
、
x
と
は
同
一
で
な
い
〉
と
い
う
概
念
に
付
属
す
る
基
数
が
m

　
　
　
　
で
あ
る
如
き
、
そ
う
い
う
概
念
F
と
F
の
下
に
帰
属
す
る
対
象
x
と
が
存
在
す
る
。
（
即
ち
、
・
（
濡
）
“
β
か
つ
叉
累
俸
0
非
翼
）
巨
彰

　
　
　
　
か
つ
閃
×
で
あ
る
よ
う
な
F
と
x
が
存
在
す
る
。
）

　
　
α
オ
と
⑭
に
よ
り
、
す
べ
て
の
個
々
の
基
数
が
定
義
さ
れ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
⑫
㈲
は
、
⑧
の
陽
表
的
定
義
を
介
し
て
、
次
の
様
に
解
明
さ
れ
よ
う
。

　
　
⑮
　
O
巨
〈
”
自
己
自
身
と
同
一
で
な
い
”
と
い
う
概
念
と
同
数
的
〉
と
い
う
第
二
階
概
念
の
外
延
。
〔
0
1
1
黛
も
～
（
」
「
嚇
1
1
ゆ
）
）
〕

隔　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
八

搦　
　
⑮
　
H
“
〈
”
0
と
同
一
”
と
い
う
概
念
と
同
数
的
〉
と
い
う
第
二
階
概
念
の
外
延
。
〔
H
1
1
黛
S
～
（
嚇
陥
O
）
）
〕

　
　
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
原
理
に
基
い
て
、
0
や
一
の
再
認
の
た
め
の
一
般
的
規
準
を
明
示
す
る
「
普
遍
代
入
則
」
（
冒
）
が
、
⑯
、
⑰
に
関
し

　
　
て
も
導
き
う
る
か
ら
、
数
字
實
や
T
は
、
あ
る
特
定
の
鋭
利
に
境
界
づ
け
ら
れ
た
概
念
の
外
延
を
表
示
し
意
味
す
る
よ
う
な
固
有
名
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
て
、
こ
こ
に
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
数
字
實
や
T
の
意
味
ゆ
＆
①
9
§
σ
q
が
問
わ
れ
る
べ
き
文
脈
導
け
N
慧
器
ヨ
日
。
菩
碧
σ
q
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
⑫
、
⑬
の
同
一
性
言
明
（
再
認
判
断
）
な
の
で
あ
り
、
⑫
、
⑬
の
意
義
ω
ぼ
μ
は
、
⑧
の
雲
表
的
定
義
に
よ
る
0
3
、
⑯
へ
の
そ
れ
ら
の
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
元
、
同
数
性
の
定
義
、
代
入
則
に
よ
る
再
認
の
一
般
的
規
準
の
具
体
的
明
示
と
い
っ
た
一
連
の
手
続
き
に
よ
っ
て
解
明
輿
犀
響
窪
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
ト
ゥ
ソ
グ

　
　
従
っ
て
、
智
や
T
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
特
定
概
念
の
外
延
と
い
う
論
理
的
抽
象
的
対
象
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
か
く
て
、
数
字
の
意
味
限
定
に
際
し
訴
え
ら
れ
て
い
る
〈
文
脈
原
理
〉
は
、
同
一
性
に
関
す
る
代
入
則
、
一
対
一
対
応
の
定
義
や
そ
の

　
　
他
の
純
論
理
的
装
置
、
並
び
に
、
陽
蓑
的
定
義
に
よ
る
基
数
の
、
概
念
の
外
延
し
口
①
σ
q
誌
評
償
鼠
§
σ
q
へ
の
置
き
換
え
操
作
と
、
不
可
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
フ
レ
ー
ゲ
が
実
際
に
駆
使
し
て
い
る
〈
文
脈
原
理
〉
は
、
語
の
意
味
が
そ
の
う
ち
で
問
わ
れ
る
再

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
羅
文
（
同
一
性
言
明
）
と
い
う
文
脈
の
意
義
に
関
連
す
る
論
理
的
定
義
や
置
き
換
え
操
作
と
い
っ
た
よ
う
な
極
め
て
厳
密
な
論
理
的
解
明
、

　
　
算
術
へ
の
論
理
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
一
九
世
紀
に
は
、
解
析
学
の
基
本
概
念
を
初

　
　
等
算
術
の
概
念
に
還
元
す
る
「
算
術
化
症
浄
白
Φ
甑
。
。
一
興
9
」
の
企
て
が
遂
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
続
い
て
の
、
純
論
理
的
概
念
に
よ
る
自
然

　
　
数
の
定
義
、
数
的
言
明
の
純
論
理
的
言
明
へ
の
還
元
と
い
う
フ
レ
ー
ゲ
の
試
み
は
、
ま
さ
に
「
論
理
化
δ
σ
q
爵
§
窪
」
と
称
さ
れ
る
に
適

　
　
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
「
文
脈
原
理
」
も
こ
の
よ
う
な
「
論
理
化
し
の
方
向
性
と
密
接
し
て
い
る
と
み
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た

　
　
「
論
理
化
」
が
成
功
す
れ
ぽ
、
算
術
的
命
題
は
、
㊤
箕
一
9
で
分
析
的
で
あ
る
と
い
う
フ
レ
ー
ゲ
の
主
張
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
な

　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
『
基
礎
』
で
は
、
　
〈
概
念
の
外
延
〉
そ
の
も
の
の
解
明
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
に
前
提
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
即

　
　
ち
、
フ
レ
ー
ゲ
は
「
私
は
、
ひ
と
が
概
念
の
外
延
と
は
何
か
を
知
っ
て
い
る
と
前
提
し
て
い
る
く
。
座
器
ω
①
け
N
魯
」
と
言
い
、
（
O
気
心
欝
ρ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
ソ

　
　
G
。
O
。
）
「
こ
こ
で
は
我
々
は
『
概
念
の
外
延
』
と
い
う
表
現
の
意
義
を
周
知
げ
界
§
耳
の
こ
と
と
前
提
し
て
い
る
」
（
O
い
ト
欝
O
メ
に
¶
）
と

　
　
言
っ
て
い
る
。
〈
概
念
の
外
延
〉
そ
の
も
の
の
解
明
は
、
『
算
術
の
諸
原
理
』
に
持
ち
越
さ
れ
る
。

　
　
　
そ
れ
故
、
所
謂
「
文
脈
原
理
」
は
、
た
し
か
に
数
字
に
関
し
て
は
、
論
理
化
の
手
続
ぎ
と
密
接
し
つ
鼠
、
具
体
的
か
つ
明
確
な
仕
方
で

　
　
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
「
図
形
の
形
態
」
「
直
線
の
方
向
」
と
い
っ
た
抽
象
的
対
象
の
名
前
に
関
し
て
も
、
特
定
概
念
の
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
延
へ
の
還
元
に
よ
る
解
明
ま
で
は
、
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
そ
れ
自
体
周
知
と
し
て
前
提
さ
れ
た
く
概
念
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
外
延
V
に
よ
る
陽
表
的
定
義
を
介
し
て
、
文
脈
の
意
義
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
「
文
脈
原
理
」
の
駆
使
が
不
徹
底
で
は
な
い

　
　
か
と
の
疑
念
が
生
じ
う
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
身
受
的
定
義
が
可
能
な
ら
、
「
文
脈
原
理
」
に
訴
え
る
必
要
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ

　
　
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
先
述
の
如
く
、
単
に
周
知
と
前
提
さ
れ
て
い
る
定
義
項
細
面
巳
①
コ
ω
に
訴
え
て
の
中
表
的
定
義
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ

　
　
『
基
礎
』
で
の
解
明
は
、
な
お
完
結
し
て
お
ら
ず
、
論
理
化
の
途
上
に
あ
る
の
だ
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
な
お
「
文
脈
原
理
」
は
、
後
年
の
〈
意
義
鮪
琴
〉
と
く
意
味
b
σ
の
号
暮
霊
σ
q
＞
の
枠
組
で
は
、
直
接
的
に
は
、
譜
の
〈
意
義
〉
に
関
わ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
間
接
的
に
〈
意
味
〉
に
も
関
わ
る
と
の
説
が
あ
る
。
も
っ
と
も
『
基
礎
』
で
は
、
後
年
の
二
分
法
的
枠
組
が
未
だ
成
立
し
て
い
な
い
の

　
　
で
、
こ
の
点
を
争
う
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
し
か
し
『
基
礎
』
に
お
い
て
「
文
脈
原
理
」
に
関
わ
る
用
語
を

　
　
調
べ
て
み
る
と
、
再
認
文
に
関
し
て
は
、
「
意
義
盟
零
」
（
例
外
的
に
「
内
容
白
蒸
一
己
）
が
専
ら
用
い
ら
れ
、
他
方
、
数
字
な
ど
の
語

　
　
≦
。
詳
に
関
し
て
問
お
れ
て
い
る
の
は
専
ら
「
意
味
ω
＆
2
ε
凝
」
（
例
外
的
に
「
内
容
H
二
巴
こ
）
の
方
で
あ
っ
て
、
語
の
表
示
し
　
げ
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
N
。
凶
。
ぎ
窪
意
味
す
る
σ
・
畠
①
葺
魯
表
示
対
象
診
ω
ゆ
Φ
・
①
ざ
冨
。
8
、
自
存
的
対
象
で
あ
る
数
、
直
線
の
方
向
、
図
形
の
形
態
な
ど
が
問
題
に

　
　
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
『
基
礎
』
に
お
け
る
「
文
脈
原
理
し
に
関
し
て
問
題
に
さ
れ
る
数
字
な
ど
の
語
の
そ
の
し
d
①
伍
①
暮
肇
α
q
と
は
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
年
の
用
語
法
で
も
、
》
顧
琶
．
．
よ
り
は
と
ゆ
巴
窪
ε
コ
α
・
、
．
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
語
の
意
味
b
d
①
号
無
暮
α
q
が
問
わ
れ
る
べ
き
再
認
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
関
し
て
は
、
そ
の
意
義
憩
暮
が
解
明
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
点
は
、
後
年
の
〈
意
義
ω
帥
言
〉
と
く
意
味
ゆ
巴
①
三
毒
σ
q
V
の
連
関
に
関
し

　
　
て
、
あ
る
示
唆
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
次
章
の
最
後
に
お
い
て
言
及
し
よ
う
。

僻　
　
　
　
　
　
プ
レ
：
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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哲
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五
百
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八
号

三
　
『
算
術
の
諸
原
理
』
の
意
味
論

三
〇

　
算
術
は
純
粋
論
理
学
の
一
分
枝
①
ぎ
N
毛
働
σ
q
だ
と
い
う
論
理
主
義
の
テ
ー
ゼ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
算
術
的
命
題
は
、
純
粋

論
理
的
な
〈
概
念
〉
や
く
関
係
V
を
表
わ
す
命
題
に
還
元
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
、
「
概
念
と
関
係
と
が
、
そ
の
基
礎
の
上
に
私
が

建
物
を
築
く
礎
石
O
H
§
α
。
・
鼠
鵠
な
の
だ
」
（
Q
Q
卜
押
。
。
）
と
フ
レ
ー
ゲ
は
言
う
。
と
こ
ろ
で
概
念
を
鋭
く
把
握
し
証
明
を
遂
行
す
る
に
は
、

補
助
手
段
と
し
て
そ
れ
を
表
現
す
る
明
晰
な
言
語
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
く
概
念
記
法
穿
σ
Q
貝
離
ω
q
・
年
無
◇
で
あ
る
。
主
著
『
算
術
の
諸

原
理
』
の
第
一
の
課
題
は
、
か
玉
る
〈
概
念
記
法
〉
の
明
示
U
鼠
。
α
q
慧
α
Q
で
あ
る
。
（
曼
血
・
）

　
さ
て
、
す
べ
て
を
定
義
す
る
こ
と
は
不
可
能
故
、
論
理
的
に
一
層
単
純
な
も
の
へ
の
還
元
は
、
本
来
的
に
定
義
不
可
能
な
論
理
的
単
純

者
簿
ω
び
⑳
ぎ
冨
響
沫
8
冨
に
お
い
て
停
止
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
エ
る
単
純
者
に
つ
い
て
は
示
唆
毛
ぎ
ぎ
が
与
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

（
Q
Q
卜
H
誌
）
　
フ
レ
ー
ゲ
は
か
く
し
て
、
い
わ
ぽ
語
ら
れ
ず
し
て
示
さ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ
論
理
的
単
純
者
か
ら
出
発
し
、
よ
り
複
雑
な
も

の
を
厳
密
に
構
成
し
て
ゆ
く
。

三
一
一
　
統
語
論

三
i
嗣
一
【
　
〔
原
初
記
号
¢
§
穿
窪
〕
フ
レ
ー
ゲ
は
、
言
語
豊
里
を
、
e
　
名
前
Z
§
¢
な
い
し
そ
の
影
武
者
で
あ
る
字
母
し
d
琴
7

。。

ﾐ
匿
並
び
に
標
識
竃
霞
冨
と
、
⇔
文
ω
p
自
－
概
念
記
法
文
切
の
σ
Q
象
h
。
・
。
・
。
曲
節
。
・
p
言
（
O
Q
卜
■
H
温
α
b
）
一
と
に
大
別
す
る
。
（
O
Q
卜

押
㈱
ま
噂
念
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
e
名
前
は
（
少
く
と
も
概
念
記
法
中
で
は
）
何
か
を
意
味
ぴ
亀
⑦
9
碧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
字
母
・
標
識
は
単
に
未
規
定
的
に

　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

何
か
を
暗
示
す
る
§
山
窪
窪
に
す
ぎ
ぬ
。
（
O
Q
》
お
⑳
H
”
㎝
）
名
前
は
更
に
、
函
数
表
現
》
旧
時
・
昆
・
一
器
吋
哨
§
蒙
8
、
ま
た
は
函
数
名

凄
算
ま
霧
葛
ヨ
①
と
固
有
名
康
α
q
窪
器
ヨ
①
と
に
大
別
さ
れ
る
。
函
数
名
は
補
完
が
必
要
で
　
窪
σ
q
ぎ
N
§
σ
Q
ω
ぴ
＆
費
蜜
σ
q
不
飽
和
琶
σ
q
集
団
三
σ
q
【

（
Q
Q
卜
押
㎝
ど
窃
）
だ
が
、
「
事
象
名
之
¢
。
巳
Φ
く
9
0
の
σ
Q
窪
6
・
哉
巴
窪
で
あ
る
圏
有
名
は
…
…
対
象
自
体
と
同
様
、
飽
和
し
て
い
る
σ
q
Φ
ω
凱
掌



　
　
け
翼
。
」
（
Q
Q
卜
H
、
費
刈
）
函
数
名
は
、
そ
の
補
完
の
必
要
性
を
刻
印
づ
け
る
よ
う
な
空
所
を
伴
っ
て
お
り
、
フ
レ
ー
ゲ
は
そ
れ
を
「
独

　
　
立
変
数
の
場
所
≧
α
Q
¢
三
蓋
韓
巴
①
」
（
O
Q
卜
H
遍
b
。
鳩
①
）
と
呼
び
、
ギ
リ
シ
ャ
字
母
で
表
示
し
、
「
独
立
変
数
記
号
」
と
称
す
る
。
固
有
名
の

　
　
代
入
さ
れ
る
べ
き
独
立
変
数
の
揚
所
は
0
嚇
等
で
、
第
｝
階
函
数
名
の
代
入
さ
れ
る
べ
き
独
立
変
数
の
場
所
は
§
息
等
に
よ
り
示
さ
れ
る
。

　
　
　
ラ
テ
ン
字
母
は
自
由
変
数
に
相
当
し
、
．
p
．
”
♂
、
等
は
「
対
象
字
母
○
・
σ
q
¢
蕊
冨
巴
。
・
σ
8
げ
。
・
3
げ
①
」
、
．
｛
．
”
．
α
q
、
等
は
「
函
数
字
母
閃
導
ぎ
δ
塁
・

　
　
げ
巳
ぼ
欝
σ
の
」
と
呼
ば
れ
る
。
（
Q
Q
ト
お
暫
ρ
な
）
　
ま
た
、
複
合
的
固
有
名
中
の
固
有
名
が
対
象
字
母
に
よ
り
、
函
数
名
が
函
数
字
母
に

　
　
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
代
置
さ
れ
た
表
現
は
、
「
対
象
標
識
○
⑦
α
Q
窪
。
。
3
a
ω
壽
鱒
。
」
と
呼
ば
れ
る
。
他
方
、
複
合
的
函
数
名
が
函
数
字
母
に
よ

　
　
っ
て
、
固
有
名
が
対
象
字
母
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
置
さ
れ
た
表
現
は
、
「
函
数
標
識
脱
略
鼻
ま
器
ヨ
霞
訂
」
と
呼
ば
れ
る
。
（
Q
Q
》
・
押

　
　
伽
b
。
P
ぬ
）
ま
た
、
ド
イ
ツ
字
母
ρ
Φ
讐
プ
O
等
は
、
束
縛
変
数
に
相
当
す
る
。

　
　
　
字
母
を
除
外
す
れ
ば
、
フ
レ
：
ゲ
の
『
諸
原
理
』
の
原
初
記
号
は
、
実
質
上
、
次
の
七
箇
日
あ
る
。
（
そ
の
中
に
固
有
名
は
一
切
含
ま

　
　
れ
な
い
。
）
（
Q
Q
》
●
押
　
⑳
ω
押
　
心
G
◎
）

　
　
　
ω
　
第
一
階
単
項
函
数
名
1
．
一
嚇
、
u
．
↓
嚇
、
”
．
／
嚇
．
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
　
り

　
　
　
②
笙
階
二
項
函
数
名
一
日
撃
轟

　
　
　
③
　
第
二
階
単
項
函
数
名
一
．
一
↑
一
台
（
9
）
、
”
．
書
（
。
）
、
。

　
　
◎
　
概
念
記
法
文
は
、
水
平
線
い
一
と
判
断
線
丁
お
よ
び
後
述
の
真
理
値
名
な
い
し
そ
の
標
識
．
、
、
か
ら
な
る
複
合
記
号
．
T
、
、
に
ょ
っ

　
　
て
表
記
さ
れ
、
「
一
つ
の
判
断
の
概
念
記
法
的
表
記
」
（
Q
Q
卜
H
翫
ρ
り
）
で
あ
る
。

　
　
　
三
t
一
一
二
　
〔
階
梯
と
タ
イ
プ
〕
フ
レ
ー
ゲ
は
『
諸
原
理
』
で
は
、
独
立
変
数
の
場
所
の
階
梯
ω
晋
｛
Φ
の
区
別
に
応
じ
て
、
固
有
名
、

　
　
第
「
階
函
数
名
、
第
二
階
函
数
名
、
第
三
階
函
数
名
と
い
っ
た
階
梯
の
区
別
を
一
貫
し
て
遵
守
す
る
。
彼
は
、
表
現
は
す
べ
て
適
正
に
形

　
　
成
さ
れ
て
器
。
野
ヨ
践
一
σ
q
σ
q
①
窪
山
無
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
表
現
が
、
原
初
記
号
で
あ
る
か
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
定
義
に
よ
っ
て
原
初
記
号
か
ら
階
梯
の
区
別
（
並
び
に
以
下
に
述
べ
る
統
語
論
的
タ
イ
プ
の
区
別
）
を
遵
守
し
つ
x
形
成
さ
れ
た
表
現
で

㎜　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

あ
る
か
、
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
。
幽
．
O
Q
卜
H
吻
ト
コ
。
。
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
堵
）
　
フ
レ
ー
ゲ
が
明
示
し
て
は
い
な
い
タ
イ

プ
の
暫
定
的
な
区
別
を
も
考
慮
に
い
れ
て
、
我
々
は
以
下
の
如
き
、
表
現
の
統
語
論
的
区
別
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ω
．
伽
、
”
．
（
、
に
よ
り
表
示
さ
れ
る
第
一
種
独
立
変
数
の
場
所
を
占
め
う
る
単
純
表
現
（
単
純
固
有
名
、
対
象
字
母
）
－
階
梯
0
、
タ
イ
プ

0
。

②
階
梯
0
、
タ
イ
プ
0
の
単
項
独
立
変
数
を
伴
う
単
純
な
函
数
名
、
函
数
字
母
i
例
え
ば
．
f
嚇
、
讐
．
↓
嚇
、
”
ノ
嚇
”
り
×
嚇
）
「
の
タ
イ
プ

は
（
。
）
で
萱
階
梯
・
、
・
イ
ブ
・
の
対
の
独
妾
数
を
伴
う
磐
屋
函
数
字
母
i
例
最
．
以
　
f
呉
×
遷
i
の

タ
イ
プ
は
（
ρ
O
）
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
．
£
、
”
、
＄
、
で
表
示
さ
れ
る
独
立
変
数
の
場
所
を
占
め
る
第
一
階
函
数
名
で
あ
る
。
一
般
に
タ
イ

プ
0
の
n
箇
の
独
立
変
数
を
伴
う
単
純
函
数
名
の
タ
イ
プ
は
、
一
重
括
弧
を
伴
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
が
、
そ
の
階
梯
は
す
べ
て
第
一
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ρ
P
O
…
）

で
あ
る
。

㈲
・
イ
ブ
（
。
）
の
笙
階
函
数
を
伴
う
単
純
函
数
名
は
、
・
イ
ブ
（
（
。
）
×
一
磐
は
二
幕
弧
を
伴
う
（
（
聾
）
）
・
な
る
．

　
　
　
　
サ

例
え
ば
．
1
ー
ー
£
（
。
）
》
．
書
（
m
）
、
。
し
か
し
そ
の
階
梯
は
第
二
階
で
あ
る
。

ω
独
立
変
数
が
（
（
O
）
）
タ
イ
プ
の
第
二
階
函
数
で
あ
る
よ
う
な
単
純
函
数
名
の
タ
イ
プ
は
、
三
重
括
弧
を
伴
う
（
（
（
O
）
）
）
で
あ
り
、
そ
の

階
梯
は
第
三
階
で
あ
る
。
（
従
っ
て
、
単
純
記
号
の
場
合
に
は
、
左
（
な
い
し
右
）
括
弧
の
数
と
そ
の
階
梯
の
数
は
一
致
す
る
。
）

⑤
複
合
的
固
有
名
、
対
象
標
識
の
階
梯
は
す
べ
て
0
階
で
あ
る
。
（
し
か
し
そ
の
タ
イ
プ
は
異
り
う
る
。
例
え
ば
、
タ
イ
プ
0
の
固
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

名
．
㌧
、
と
、
タ
イ
プ
⑥
の
函
数
名
．
一
嚇
、
か
ら
構
成
さ
れ
る
文
の
タ
イ
プ
は
、
成
分
記
号
の
タ
イ
プ
の
ペ
ア
ρ
（
O
）
で
表
記
さ
れ
よ

う
。
）

⑥
0
階
の
独
立
変
数
を
伴
う
複
合
的
函
数
名
、
函
数
標
識
の
階
梯
は
第
一
階
で
あ
る
。
（
し
か
し
そ
の
タ
イ
プ
は
単
純
函
数
名
と
は
異
り

う
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

⑦
独
立
変
数
が
、
タ
イ
プ
0
並
び
に
タ
イ
プ
ω
の
両
方
に
わ
た
る
異
階
函
数
§
㈹
犀
。
訂
け
氏
。
乱
㊦
閃
呂
臣
。
羅
の
名
、
例
え
ば
、
s
（
嚇
）
、
の



　
　
よ
う
な
タ
イ
プ
は
、
独
立
変
数
の
タ
イ
プ
の
ペ
ア
を
一
重
括
弧
で
括
っ
た
（
ρ
（
O
）
）
で
表
記
さ
れ
よ
う
。

　
　
三
i
一
一
三
　
〔
形
成
規
則
〕
以
上
の
階
梯
（
並
び
に
タ
イ
プ
）
の
区
別
を
守
っ
た
う
え
で
、
適
正
な
複
合
占
断
有
名
・
標
識
の
形
成
、

　
　
お
よ
び
函
数
名
の
抽
出
に
関
す
る
規
則
を
、
フ
レ
ー
ゲ
の
イ
ン
プ
リ
シ
ッ
ト
な
示
唆
に
従
っ
て
明
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
（
彼
自
身
は

　
　
タ
イ
プ
の
区
別
を
厳
守
し
て
い
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ω
複
合
的
固
有
名
の
形
成
規
則

　
　
　
0
リ
タ
イ
プ
（
O
）
の
函
数
名
．
S
（
嚇
）
．
は
タ
イ
プ
0
の
固
有
名
．
、
、
で
そ
の
独
立
変
数
場
所
ξ
を
充
当
す
る
霊
の
塗
一
9
　
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
て
、
真
理
値
名
．
S
（
、
）
．
（
タ
イ
プ
ρ
（
O
）
）
を
形
成
す
る
。
（
Q
Q
ト
ど
暫
P
お
）
「
表
現
α
の
独
立
変
数
の
場
所
を
β
で
充
当
す
る
」
を

　
　
．
b
（
寝
も
）
、
と
表
記
す
る
と
、
こ
の
規
則
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
b
（
S
（
嚇
）
”
、
）
↓
S
（
、
）

　
　
例
え
ば
、
b
（
↓
9
、
）
↓
↓
、

　
　
㈲
タ
イ
プ
（
（
O
）
）
の
第
二
階
函
数
名
．
一
↑
1
鷺
（
Ω
）
、
の
独
立
変
数
の
場
所
ψ
を
、
タ
イ
プ
（
O
）
の
第
一
階
函
数
名
．
S
（
嚇
）
、
に
よ
っ

　
　
て
充
当
す
る
と
、
タ
イ
プ
（
O
）
ψ
（
（
O
）
）
、
階
梯
0
の
真
理
値
名
が
形
成
さ
れ
る
。
（
Q
O
奔
押
暫
ρ
八
宗
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
b
（
1
－
1
鼠
Ω
）
も
（
嚇
）
）
↓
1
－
i
黛
ρ
）
甲
b
（
書
（
・
）
り
黛
嚇
）
）
↓
伽
黛
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
例
え
ば
、
、
b
（
1
↑
一
黛
Ω
）
漏
1
1
噂
）
↓
ー
ー
ー
p
1
1
9

　
　
　
　
　
　
　
b
（
書
（
・
y
一
伽
）
↓
伽
（
一
・
）

　
　
②
函
数
名
、
函
数
標
識
の
抽
出
規
則

　
　
ω
タ
イ
プ
ρ
（
O
）
の
真
理
値
名
．
S
（
、
）
、
中
の
タ
イ
プ
0
の
固
有
名
．
、
、
を
独
立
変
数
記
号
．
嚇
、
で
置
換
す
る
と
、
第
一
階
函
数
名
蟹
（
嚇
）
．

　
　
（
タ
イ
プ
（
O
）
）
が
え
ら
れ
る
。
こ
の
規
則
は
、
次
の
如
く
表
記
さ
れ
よ
う
。
．
ト
ぴ
（
黛
も
）
、
は
、
α
中
の
表
現
β
に
同
階
梯
の
独
立
変
数
記

　
　
号
を
代
置
す
る
操
作
を
表
わ
す
。

制　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
三
滋
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
　
　
諺
ぴ
（
S
（
、
）
り
、
）
↓
S
（
嚇
）
　
例
－
ト
び
（
↓
鉾
、
）
↓
－
「
嚇

㈲
タ
イ
プ
（
O
y
（
（
O
）
）
の
普
遍
量
化
言
明
（
0
階
）
。
．
1
↑
一
S
（
・
）
、
中
の
第
一
階
函
数
名
．
愚
（
嚇
）
．
を
、
独
立
変
数
記
号
．
台
、
で
置
換
す

る
と
、
タ
イ
プ
（
（
O
）
）
の
第
二
階
函
数
名
を
う
る
。
．
（
O
O
卜
附
会
φ
藁
ω
）
即
ち
、
b
げ
（
1
↑
l
S
（
p
y
S
（
嚇
）
）
↓
一
↑
1
鷺
（
p
）
で
あ
る
。

③
　
標
識
の
形
成
規
則

ω
　
複
合
果
圃
有
名
、
例
え
ば
．
b
◎
。
。
一
G
Q
・
b
δ
、
中
の
、
固
有
密
事
を
対
象
字
母
⇔
α
で
、
函
数
名
．
魅
一
Q
◎
・
嚇
、
を
函
数
字
母
×
伽
。
。
噂
◎
◎
・
嚇
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

で
そ
れ
ぞ
れ
置
換
す
る
と
、
対
象
標
識
×
喬
・
。
u
。
。
・
織
）
、
を
う
る
。
（
O
O
＼
r
　
H
●
㈱
卜
。
①
　
蒔
蒔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
）
　
複
合
的
固
有
名
α
中
の
固
有
名
な
い
し
函
数

名
を
ラ
テ
ン
字
母
β
で
置
換
す
る
操
作
を
、
穿
（
袋
も
）
、
で
表
記
す
る
と
、
一
般
に
次
の
様
に
な
る
。

　
　
　
甲
（
黛
、
y
〈
犠
ζ
〉
）
↓
》
負
）

㈲
　
複
合
的
函
数
名
、
例
え
ば
．
嚇
・
。
一
蹴
・
嚇
”
中
の
固
有
名
．
鳴
、
を
対
象
字
母
U
α
で
、
函
数
名
を
函
数
字
母
寓
需
漕
卜
。
・
嚇
）
、
で
置
換
す
る

と
、
函
数
標
識
×
伽
3
犠
・
嚇
）
、
を
う
る
。
（
筐
＆
、
　
よ
っ
て
一
般
的
に
は
、
次
の
如
く
表
記
で
き
る
。

　
　
　
国
ス
黛
き
嚇
y
〈
3
や
）
真
3
嚇
）

ω
　
概
念
記
法
文
の
形
成
規
則

　
判
断
線
丁
は
、
水
平
線
並
び
に
固
有
名
と
結
舎
し
て
、
概
念
記
法
文
を
形
成
す
る
。
（
Q
Q
卜
H
”
暫
9
澄
…
密
b
。
馳
㎝
o
）

　
　
　
跨
（
r
一
、
）
↓
T
、

　
以
上
の
如
き
統
語
論
に
立
っ
て
フ
レ
ー
ゲ
は
、
同
一
律
、
普
遍
例
化
、
代
入
則
、
二
重
否
定
の
肯
定
、
概
念
の
外
延
の
同
一
性
、
記
述

句
等
≧
に
関
す
る
八
箇
の
公
理
に
基
い
た
高
階
述
語
論
理
の
公
理
体
系
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

三
－
二
　
意
味
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
フ
レ
ー
ゲ
意
味
論
の
「
最
高
原
則
餌
曾
。
げ
2
ω
8
0
自
験
確
言
」
は
、
「
適
正
に
形
成
さ
れ
た
名
前
は
、
常
に
な
に
か
を
意
味
し
び
巴
窪
8
コ

な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
」
（
（
W
∩
M
》
●
　
㌍
　
凱
も
⊃
c
o
燭
△
0
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
適
正
に
形
成
さ
れ
た
名
前
と
は
、
先
述
の
如
く
、
少
く
と
も
階
梯
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
へ

　
統
語
論
的
区
別
を
厳
守
し
つ
玉
、
原
初
記
号
か
ら
形
成
さ
れ
た
名
前
で
あ
る
か
ら
、
か
玉
る
派
生
記
号
が
意
味
切
巴
①
現
今
σ
q
を
も
っ
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
は
、
す
べ
て
の
原
初
記
号
が
意
味
を
も
た
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
一
般
に
固
有
名
の
意
味
は
〈
対
象
Ω
Φ
σ
q
。
翼
氷
詰
〉
、
函
数
名
の
意
味
は
〈
函

　
数
閏
§
障
ま
灘
〉
と
総
称
さ
れ
る
。
（
O
O
卜
H
”
㎜
r
α
…
伽
卜
。
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
三
－
二
i
一
　
〔
有
意
味
性
条
件
〕
名
前
が
有
意
味
σ
＆
①
艮
§
σ
・
。
。
〈
。
＝
か
否
か
に
関
し
て
六
箇
（
『
諸
原
理
』
で
実
際
に
関
連
す
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
四
箇
）
の
意
味
論
的
規
則
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
Q
Q
ト
の
　
［
「
⑳
b
⊃
㊤
）
　
こ
れ
ら
六
箇
の
〈
有
意
味
性
条
件
〉
の
提
示
は
し
か
し
、
「
意
味
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
も
つ
。
ぎ
①
b
コ
巴
Φ
解
毒
α
Q
繋
げ
魯
」
「
な
に
か
を
意
味
す
る
げ
巴
①
馨
2
」
と
い
う
用
語
法
の
解
明
厚
匡
鋒
き
σ
q
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、

　
　
と
フ
レ
ー
ゲ
は
言
う
。
こ
の
規
則
の
適
用
は
常
に
、
既
に
二
、
三
の
名
前
の
〈
有
意
味
性
〉
が
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
規
則
は
、
有
意
味
な
名
前
の
範
囲
を
徐
々
に
拡
張
し
て
い
く
の
に
役
立
つ
。
意
味
を
も
つ
名
前
か
ら
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
成
さ
れ
た
名
前
は
す
べ
て
、
な
に
か
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
規
則
に
よ
り
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
さ
て
、
フ
レ
ー
ゲ
の
挙
げ
て
い
る
〈
有
意
味
性
条
件
〉
中
、
関
連
の
深
い
の
は
次
の
四
箇
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（
ヒ
d
皆
）
第
一
階
函
数
名
の
有
意
味
性
条
件
（
Q
Q
》
．
H
曽
欝
ρ
＆
）
1
第
一
階
単
項
函
数
名
．
S
（
嚇
）
、
が
意
味
を
も
つ
、
つ
ま
り
有
意
味

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
な
の
は
、
有
意
味
な
固
有
名
、
、
、
に
よ
っ
て
独
立
変
数
の
場
所
ξ
を
充
当
し
た
結
果
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
、
固
有
名
、
S
（
、
）
、
が
、
常

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
有
意
味
な
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
b
d
ヵ
卜
。
）
　
第
一
階
二
項
函
数
名
の
有
意
味
性
条
件
（
陣
ぼ
F
）
1
第
一
階
二
項
函
数
名
、
罵
（
勲
（
）
”
が
有
意
味
な
の
は
、
二
つ
の
独
立
変
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
の
場
所
9
（
の
各
々
が
、
有
意
味
な
固
有
名
．
、
、
、
．
」
．
で
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
固
有
名
．
燭
（
、
”
」
）
、
が
、
常
に
有

　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
意
味
な
場
含
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
b
σ
菊
ω
）
　
園
有
名
の
有
意
味
性
条
件
（
下
げ
嬉
）
1
あ
る
固
有
名
、
、
、
が
有
意
味
な
の
は
、
ω
有
意
味
な
第
一
階
単
項
函
数
名
．
S
（
嚇
）
”
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
独
立
変
数
の
場
所
ξ
を
．
、
”
が
充
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
固
有
名
．
S
（
、
）
、
が
有
意
味
で
あ
り
、
か
つ
、
㈲
有
意
味
な
第

　
　
一
階
二
項
函
数
名
膚
（
か
（
）
．
の
独
立
変
数
の
場
所
即
“
の
い
ず
れ
か
を
．
N
．
、
が
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
単
項
函
数
名
濤

㎜　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
暫
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五



　
　
　
　
　
哲
学
研
融
九
　
第
五
一
臼
四
十
八
ロ
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

64　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
（
、
．
ハ
）
、
、
お
よ
び
．
縄
（
9
、
）
、
の
い
ず
れ
も
が
有
意
味
な
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（
ゆ
窓
）
　
第
二
階
函
数
名
の
有
意
味
性
条
件
（
葦
畠
．
）
－
第
二
階
函
数
名
．
書
（
黛
切
）
）
、
が
有
意
味
な
の
は
、
有
意
味
な
第
一
階
函
数
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
．
S
（
噂
）
、
が
当
の
第
二
階
函
数
名
の
独
立
変
数
の
場
所
望
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
固
有
名
．
書
（
S
（
届
）
）
、
が
、
常
に
有
意
味

　
　
な
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
『
基
礎
』
の
場
合
と
同
様
、
そ
の
値
が
常
に
真
理
値
で
あ
る
よ
う
な
函
数
は
く
概
念
望
σ
q
真
砂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
（
O
O
卜
押
型
9

　
　
0
－
H
O
）
　
こ
の
概
念
を
指
定
す
る
定
義
に
関
し
、
フ
レ
ー
ゲ
は
『
基
礎
』
に
お
け
る
の
と
同
趣
旨
の
「
完
全
性
の
原
則
○
註
巳
ω
帥
9
出
痔

　
　
く
。
一
一
ω
伸
ぎ
隻
σ
q
訂
一
己
を
主
張
す
る
。
（
O
O
卜
圃
H
翫
㎝
①
）
即
ち
、
「
（
可
能
的
述
語
の
）
　
一
つ
の
概
念
の
定
義
は
、
完
全
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
つ
ま
り
、
そ
の
定
義
は
、
す
べ
て
の
対
象
に
関
し
、
そ
れ
が
当
の
概
念
の
下
に
帰
属
す
る
h
翠
陰
§
§
か
否
か
（
当
の
述
語
が
そ
の
対

　
　
象
に
つ
い
て
真
理
性
を
も
っ
て
言
明
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
）
を
規
定
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
定
義
に
従
う
な
ら
ば
、
当
の

　
　
概
念
に
帰
属
す
る
か
否
か
疑
わ
し
い
よ
う
な
い
か
な
る
対
象
も
存
在
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
一
た
と
え
、
こ
の
問
題
を
決
定
す
る
こ

　
　
と
が
、
我
々
子
牛
に
と
り
、
我
々
の
欠
け
る
所
多
い
知
識
で
は
、
常
に
可
能
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
で
あ
る
t
。
我
々
は
こ

　
　
の
こ
と
を
比
喩
的
に
、
次
の
よ
う
に
表
現
し
よ
う
。
即
ち
、
概
念
は
鋭
利
に
境
界
づ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
・
。
冨
賄
び
。
σ
q
お
爲
θ

　
　
と
。
」
（
Q
Q
幅
員
伽
㎝
ρ
o
㊤
）
「
排
中
律
と
は
ま
さ
に
、
概
念
が
鋭
利
に
境
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
べ
し
と
い
う
要
請
の
別
形
式
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
任
意
の
対
象
4
は
、
概
念
φ
の
も
と
に
帰
属
す
る
の
か
、
ま
た
は
そ
の
も
と
に
帰
属
し
な
い
の
か
ど
ち
ら
か
な
の
で
あ
り
、
第
三
の
途
は

　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
な
い
鳳
ミ
職
§
ミ
～
§
§
鴨
ミ
。
」
（
一
ぴ
置
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
排
中
律
の
擁
護
、
従
っ
て
古
典
論
理
の
採
用
は
、
真
理
は
我
々
の
認
知
に
依
存
せ
ず
と
い
う
、
フ
レ
ー
ゲ
の
強
い
実
在
論
お
跳
ω
ヨ
的

　
　
見
地
の
表
明
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
れ
は
「
概
念
棒
切
①
σ
q
註
評
≦
。
詳
」
に
関
す
る
〈
有
意
味
性
条
件
〉
の
提
示
で
も
あ
り
、
上
記
（
切
皆
）
の

　
　
「
概
念
語
（
述
語
）
」
に
関
す
る
特
殊
化
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
ゆ
図
b
d
）
概
念
語
の
有
意
味
性
条
件
（
概
念
の
定
義
の
完
全
性
の
原
則
）
i
概
念
語
．
S
（
嚇
）
、
が
有
意
味
な
の
は
、
有
意
味
な
任
意
の
固



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

　
　
有
名
．
、
．
に
よ
り
、
そ
の
独
立
変
数
の
場
所
ξ
が
充
当
さ
れ
て
形
成
さ
れ
る
真
理
値
名
．
懸
（
、
）
．
が
有
意
味
な
（
即
ち
、
真
理
値
真
か

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ま
た
は
偽
を
意
味
す
る
）
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
概
念
で
な
い
函
数
の
定
義
の
完
全
性
も
ま
た
同
様
に
主
張
さ
れ
る
。
「
い
か
な
る
対
象
を
そ
の
独
立
変
数
と
し
て
と
ろ
う
と
も
一
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
か
な
る
対
象
に
よ
っ
て
そ
の
函
数
を
飽
和
さ
せ
よ
う
と
も
一
そ
れ
は
、
そ
の
値
と
し
て
一
つ
の
対
象
を
賦
与
す
る
よ
う
な
性
質
を
も
た

　
　
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
」
（
O
Q
卜
H
押
㈱
①
ω
）
　
こ
れ
も
、
上
記
（
切
讐
）
の
、
述
語
な
ら
ざ
る
第
一
階
函
数
名
の
有
意
味
性
条
件
の
特
殊
化
で
あ
る
。

　
　
三
1
＝
一
二
　
〔
原
初
記
号
の
意
味
〕
以
上
の
四
つ
の
有
意
味
性
条
件
に
従
っ
て
、
次
に
先
述
の
七
箇
の
原
初
記
号
の
有
意
味
性
を
考
え

　
　
よ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
四
つ
の
有
意
味
性
条
件
の
提
示
が
、
「
な
に
か
を
意
味
す
る
」
「
意
味
を
も
つ
」
と
い
う
用
語
の
そ
の
「
解
明
」
で

　
　
な
い
理
由
は
、
そ
れ
が
既
に
定
型
の
名
前
の
有
音
心
際
性
を
前
提
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
『
諸
原
理
』
の
く
概
念
記
法
〉
に
お
い
て
有

　
　
意
味
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
究
極
の
名
前
は
、
「
真
理
値
の
名
前
Z
Q
筥
窪
ぐ
自
≦
鋳
｝
。
富
≦
雲
け
魯
」
で
あ
る
。
フ
レ
ー
ゲ
意
味
論

　
　
b
d
＆
Φ
暮
§
σ
Q
ω
匪
8
H
冨
の
根
本
的
前
提
は
、
次
の
如
き
前
提
⑥
に
究
極
す
る
で
あ
ろ
う
。
（
Q
O
》
・
H
論
ω
ど
蒔
。
。
）

　
　
　
⑥
真
理
値
名
は
、
な
に
か
を
意
味
す
る
ぴ
巴
①
9
窪
、
即
ち
、
真
詠
ω
≦
践
話
ま
た
は
偽
畠
。
。
壽
㎞
。
。
。
冨
を
意
味
す
る
。

　
　
e
　
　
〔
．
一
重
、
の
有
意
味
性
（
O
Q
》
・
H
”
伽
㎝
）
〕
　
．
1
嚇
”
に
関
す
る
フ
レ
ー
ゲ
の
所
説
は
、
次
の
如
く
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
i
．
㌧
、
が
も
し

　
　
真
理
値
真
を
意
味
す
る
真
理
値
名
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
．
一
、
、
も
真
理
値
真
を
意
味
す
る
。
．
㌧
．
が
真
理
値
偽
な
い
し
真
理
値
以
外
の
対
象
を

　
　
意
味
す
る
場
合
に
は
、
．
f
、
、
は
真
理
値
偽
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
T
が
真
理
値
真
を
意
味
す
る
場
合
そ
の
場
合
に
限
っ
て
、
函
数
名

　
　
．
一
嚇
”
を
？
で
充
当
し
た
複
合
的
真
理
値
名
．
一
、
、
は
、
真
理
値
真
を
意
味
す
る
。
　
こ
の
原
則
を
筆
老
は
複
合
的
真
理
値
名
．
…
、
”

　
　
の
く
真
理
条
件
≦
践
昏
①
駐
ぴ
巴
ぼ
σ
q
讐
σ
q
＞
（
↓
H
）
と
呼
び
、
次
の
如
く
表
記
し
た
い
。
（
但
し
、
、
鞍
鼻
も
）
、
は
「
α
は
β
を
意
味
す
る

　
　
σ
巴
①
暮
9
」
を
、
．
⑪
．
は
必
要
十
分
条
件
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
メ
タ
言
語
的
表
現
で
あ
っ
て
、
T
は
真
理
値
真
と
い
う
対
象
を
表
わ
す
。
）

　
　
（
↓
H
）
　
」
（
．
－
㌔
、
曽
弓
）
介
〉
」
（
．
㌧
り
目
）

　
　
真
理
値
名
が
有
意
味
だ
と
い
う
前
提
⑥
、
複
合
的
真
理
値
名
．
一
、
、
の
真
理
条
件
（
↓
H
）
お
よ
び
函
数
名
の
有
意
味
性
条
件
（
切
準
じ

鵬　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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五
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三
八

（
な
い
し
概
念
の
完
全
性
（
ゆ
勾
b
d
）
）
の
こ
の
三
者
か
ら
、
次
の
如
き
函
数
名
．
一
撃
．
の
く
有
意
味
性
条
件
〉
（
切
昌
）
が
帰
結
す
る
。

（
b
σ
日
）
　
函
数
名
．
1
嚇
、
が
有
意
味
で
あ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
は
、
．
、
、
が
真
理
値
真
を
意
味
す
る
場
合
そ
の
場
合
に
限
り
、
．
一
、
、
が

　
　
真
理
値
真
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
、
即
ち
（
↓
ド
）
の
充
足
、
で
あ
る
。

⇔
　
　
〔
．
↓
嚇
、
（
否
定
）
の
有
意
味
性
〕
　
否
定
線
く
。
渥
。
ぎ
§
鵯
。
。
浮
薄
甲
を
付
加
さ
れ
た
函
数
名
．
↓
嚇
、
中
の
独
立
変
数
ξ
を
任
意
の
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
認
）

理
記
名
．
一
、
、
で
充
当
し
た
複
合
的
真
理
単
名
、
↓
、
、
の
く
真
理
条
件
〉
（
↓
N
）
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
函
数
↓
嚇
の
値
は
、
函
数

－
嚇
の
値
を
真
と
す
る
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
独
立
変
数
に
関
し
て
、
偽
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
そ
れ
以
外
の
独
立
変
数
に
関
し
て
は
、

真
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
（
O
Q
》
H
”
㈱
①
レ
。
）
（
優
し
、
罫
は
真
理
値
偽
を
表
わ
す
。
）

（
↓
b
o
）
」
（
．
↓
寛
り
努
）
⑪
巣
、
ー
や
隔
）

複
合
的
真
理
値
名
．
i
、
、
の
有
意
味
性
、
（
ゆ
即
陣
）
お
よ
び
複
合
的
真
理
値
名
4
、
、
の
真
理
条
件
（
H
b
。
）
か
ら
、
函
数
名
．
↓
恥
、
の

く
有
意
味
性
条
件
〉
（
b
ロ
b
。
）
が
帰
結
す
る
。

（
切
卜
δ
）
　
函
数
名
、
↓
嚇
．
が
有
意
味
で
あ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
は
、
複
合
的
真
理
値
名
．
↓
、
、
の
く
真
理
条
件
〉
（
」
「
b
。
）
の
充
足
で
あ

　
　
る
。

⇔
　
〔
．
↓
齢
、
（
条
件
法
）
の
有
意
味
性
〕
　
条
件
線
b
d
。
象
呂
き
σ
q
。
・
旨
写
、
日
．
と
任
意
の
固
有
名
？
、
激
か
ら
な
る
複
合
的
真
理
値
名

．
d
め
．
の
く
真
理
条
件
〉
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
「
（
一
独
立
変
数
と
し
て
真
を
、
嚇
－
独
立
変
数
と
し
て
真
で
な
い
任
意
の
対
象
を
と

っ
た
場
合
、
己
飾
の
値
は
偽
で
あ
り
、
他
の
す
べ
て
の
場
合
、
函
数
値
は
真
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
O
Q
空
押
⑳
長
8
）
　
即
ち
、

（
↓
。
。
）
　
」
（
．
日
め
、
”
閤
）
⑬
無
．
一
》
、
”
嘆
）
⇔
巳
」
（
．
一
㌧
”
u
団
）

よ
っ
て
函
数
名
．
d
㎝
、
の
有
意
味
性
条
件
は
左
の
如
く
に
な
る
。

（
切
G
Q
）
　
函
数
名
．
↓
舳
、
が
有
意
味
で
あ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
は
、
複
合
的
真
理
値
名
、
d
凶
、
の
真
理
条
件
（
↓
。
。
）
の
充
足
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
以
上
の
．
一
興
、
”
．
↓
典
、
d
蝕
の
意
味
b
ご
①
号
9
琶
σ
q
で
あ
る
第
一
階
概
念
は
、
真
理
函
数
≦
動
ゲ
夢
。
器
ぼ
昏
叶
δ
謬
と
呼
ば
れ
る
。



　
　
⑭
　
　
〔
．
嚇
1
1
“
、
（
等
号
）
の
有
意
味
性
〕
　
蓋
、
ア
を
固
有
名
と
す
る
と
、
真
理
値
名
、
b
1
1
、
、
は
渣
と
？
と
が
同
じ
対
象
を
意
味
す

　
　
る
場
合
に
限
り
真
理
値
真
を
意
味
す
る
。
（
○
（
脳
出
・
押
　
⑳
刈
）
　
こ
れ
が
．
》
“
、
、
の
真
理
条
件
（
↓
膳
）
で
あ
る
。
（
但
し
、
x
は
あ
る
特
定

　
　
対
象
を
表
わ
す
。
）

　
　
（
H
蒔
）
」
（
。
》
擁
、
、
”
日
）
◎
」
（
、
》
、
噂
掴
）
餌
巳
」
（
．
、
、
闇
属
）

　
　
よ
っ
て
函
数
名
．
嚇
駐
（
、
の
有
意
味
性
条
件
（
b
彰
幽
）
は
、
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
b
d
禽
）
函
数
名
．
嚇
ロ
（
”
が
有
意
味
で
あ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
は
、
任
意
の
固
有
名
渣
、
？
か
ら
な
る
複
合
的
真
理
値
名
、
》
1
1
、
、

　
　
　
　
の
真
理
条
条
件
（
↓
蒔
）
の
充
足
で
あ
る
。

　
　
　
㈲
　
〔
．
1
↑
i
県
。
）
．
（
普
遍
量
化
記
号
）
の
有
意
味
性
〕
さ
て
、
第
二
階
概
念
語
．
一
↑
一
S
（
9
）
．
の
独
立
変
数
9
に
、
第
一
階
函

　
　
数
名
．
S
（
嚇
）
、
を
充
当
し
て
形
成
さ
れ
た
複
合
的
真
理
値
名
．
一
侮
一
S
（
Ω
）
、
の
そ
の
〈
真
理
条
件
〉
（
H
㎝
）
と
は
、
「
．
1
↑
一
S
（
9
）
．
は
、

　
　
函
数
S
（
嚇
）
の
値
が
あ
ら
ゆ
る
独
立
変
数
に
対
し
て
真
で
あ
る
場
合
に
は
真
を
意
味
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
偽
で
あ
る
」
（
O
O
》
ト
㈱
。
。
噂

　
　
嵩
一
這
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

　
　
（
↓
⊆
・
）
賦
（
、
一
侮
－
黛
9
）
、
陽
）
⑪
㌧
（
．
S
（
、
）
．
噌
弓
）
｛
霞
鋤
塁
罵
ω
g
げ
昏
讐
」
（
、
、
．
憂
）

　
　
さ
て
先
述
の
（
し
d
窓
）
に
基
づ
き
、
、
一
↑
一
黛
D
）
．
が
有
意
味
で
あ
る
た
め
に
は
、
任
意
の
第
一
階
函
数
名
．
S
（
嚇
）
．
が
有
意
味
な
ら
真
理

　
　
蓄
電
．
1
値
l
S
（
・
）
、
が
膚
意
味
で
あ
る
こ
と
が
帰
結
す
れ
ぽ
よ
い
。
（
O
O
卜
H
”
暫
江
⑩
）
と
こ
ろ
で
、
第
一
階
概
念
語
．
愚
（
嚇
）
、
が
有
意

　
　
味
な
の
は
、
（
切
田
）
な
い
し
（
ゆ
即
じ
σ
）
に
よ
り
、
任
意
の
固
有
名
ア
の
意
味
す
る
任
意
の
対
象
x
に
関
し
、
．
S
（
㌧
）
、
が
真
ま
た
は
偽
を

　
　
意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
曲
げ
箆
．
）
し
か
し
そ
れ
は
、
任
意
の
．
黛
嚇
）
、
に
関
し
て
（
↓
α
）
の
述
べ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、

　
　
第
二
階
函
数
名
．
1
↑
1
℃
（
p
）
．
の
有
意
味
性
条
件
（
切
コ
q
）
は
、
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
し
d
㎝
）
　
．
1
ゆ
1
鼠
篇
）
、
が
有
意
味
で
あ
る
た
め
の
必
要
十
分
条
件
は
、
任
意
の
第
一
階
函
数
名
、
黛
嚇
）
、
に
関
す
る
真
理
条
件
（
↓
窃
）
の

　
　
　
　
充
足
で
あ
る
。

67

7
フ
レ
！
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
三
九
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四
〇

そ
れ
と
い
う
の
も
、
「
一
般
に
、
代
入
さ
れ
る
函
数
名
．
黛
嚇
）
、
が
な
に
か
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
．
…
色
一
S
（
D
）
、
が
な
に
か
を
意
味
す

る
と
い
う
こ
と
が
帰
結
す
る
」
（
（
用
Q
毎
．
H
”
吻
G
Q
一
℃
蒔
り
）
か
ら
で
あ
る
。

㈹
　
〔
．
音
（
Φ
）
、
（
抽
象
函
数
名
）
の
有
意
味
性
〕
　
前
記
の
第
二
階
函
数
名
の
有
意
味
性
条
件
（
b
d
㌍
）
に
基
づ
き
、
独
立
変
数
吟
に
充
当

さ
れ
る
べ
き
第
一
階
函
数
名
．
S
（
嚇
）
、
が
有
意
味
な
ら
ば
固
有
名
．
慧
（
・
）
、
も
有
意
味
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
、
愚
（
・
）
．
の
有
意
味
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

保
証
さ
れ
、
．
亀
（
・
）
．
は
値
域
名
毛
画
く
。
忌
昧
ω
葛
B
⑦
（
Q
Q
鉢
・
押
⑳
ω
お
お
）
と
呼
ば
れ
る
。
値
域
と
は
、
『
基
礎
』
で
前
提
さ
れ
て
い
た
概

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

念
の
外
延
d
響
き
σ
q
山
①
。
。
b
d
①
σ
Q
課
｛
Φ
。
。
の
一
般
化
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
に
有
意
味
と
確
認
さ
れ
て
き
た
第
一
階
函
数
名
は
、

i
嚇
．
℃
．
H
典
、
嚇
陛
（
、
”
．
d
伽
、
の
四
箇
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
我
々
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
四
箇
の
函
数
に
関
す
る
値
域
名
の
有
意
味
性
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
で
前
記
（
b
d
幻
ω
）
に
よ
り
、
有
意
味
な
第
一
階
函
数
名
の
独
立
変
数
の
場
所
に
、
値
域
名
．
憲
（
・
）
．
が
充
当
さ
れ
て
形
成
さ
れ

た
表
現
が
有
意
味
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
当
の
値
域
名
も
有
意
味
で
あ
る
。
し
か
る
に
有
意
味
な
第
一
階
函
数
名
は
四
箇
で
あ
る
か
ら
、
問
わ

れ
る
べ
き
問
題
は
．
1
慧
（
・
）
．
噸
、
↓
慧
（
・
）
、
一
、
H
慧
（
o
）
、
噛
．
d
ダ
駒
v
、
噌
、
師
1
1
亀
（
①
）
、
の
有
意
味
性
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
（
O
Q
卜
押
⑳
ω
γ
お
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
さ
て
、
．
i
窓
（
・
）
．
が
真
と
な
る
の
は
、
（
↓
H
）
に
よ
り
、
．
慧
（
o
）
、
が
真
の
場
合
に
の
み
限
ら
れ
る
。
こ
こ
で
フ
レ
ー
ゲ
は
、
〈
真
理
値
〉

と
い
う
く
対
象
〉
を
、
特
定
の
〈
値
域
〉
と
約
定
す
る
。
即
ち
需
（
1
・
）
を
真
、
焦
・
n
」
］
↑
l
p
1
1
D
）
を
偽
と
約
定
す
る
。
伽
（
一
・
）
は
函

数
－
帰
の
値
域
で
あ
り
、
函
数
1
ゆ
の
値
は
独
立
変
数
が
真
の
場
合
の
み
真
で
、
他
の
す
べ
て
の
独
立
変
数
に
対
し
て
そ
の
値
は
偽
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
す
べ
て
の
函
数
は
、
同
一
の
値
域
、
即
ち
我
々
の
約
定
に
よ
れ
ぽ
真
を
も
つ
し
と
言
う
。
（
O
Q
卜
押
目
ρ

ミ
ら
。
。
）
　
つ
ま
り
、
真
理
値
真
は
、
そ
の
下
に
真
の
み
が
帰
属
す
る
よ
う
な
函
数
一
泊
の
値
域
伽
（
i
・
）
（
即
ち
、
真
の
単
元
集
合
）
に
等

し
い
と
約
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
．
1
慧
（
。
・
）
、
の
く
真
理
条
件
〉
（
↓
①
）
は
、
「
一
口
S
（
・
）
が
真
で
あ
る
の
は
、
た
だ
函
数

S
（
飾
）
が
そ
の
下
に
真
の
み
が
帰
属
す
る
概
念
で
あ
る
場
合
だ
け
で
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
場
合
に
一
慧
（
①
）
は
偽
」
（
O
O
奔
押
響
ρ
回
。
。
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、



　
　
（
↓
①
）
無
．
一
窓
（
o
）
．
”
↓
）
⑪
」
（
、
亀
（
恥
）
諺
肖
）
¢
」
（
．
題
（
m
）
、
u
伽
（
一
①
）
）

　
　
　
次
に
．
↓
伽
S
（
o
）
、
が
真
な
の
は
、
（
－
「
b
っ
）
に
よ
り
、
．
1
伽
S
（
①
）
、
が
偽
、
従
っ
て
．
憲
（
の
）
、
が
偽
の
場
合
に
の
み
限
ら
れ
、
か
つ
先
の
約

　
　
定
に
よ
り
、
真
理
値
偽
は
値
域
焦
恥
1
1
↓
二
一
島
n
鳥
）
（
即
ち
、
偽
の
単
元
集
合
）
と
同
一
視
さ
れ
る
か
ら
、
結
局
．
↓
慧
（
恥
）
、
の
く
真

　
　
理
条
件
〉
（
ヨ
刈
）
は
、
次
の
如
く
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
↓
↓
）
」
（
．
↓
亀
（
o
）
、
噂
剛
）
⑯
」
（
．
§
（
o
）
、
蝸
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
無
、
愚
（
。
）
嬬
（
譲
↓
↑
一
。
“
員
）
）

　
　
　
、
d
蝋
§
．
に
関
し
て
も
、
（
b
づ
菊
一
）
を
介
し
て
有
意
味
性
を
保
証
し
う
る
が
、
詳
細
は
省
略
す
る
。

　
　
　
最
後
に
．
嚇
騒
慧
（
m
）
、
の
有
意
味
性
は
ど
う
か
。
1
（
切
皆
）
に
よ
り
、
ξ
に
真
理
値
名
ま
た
は
適
正
な
値
域
名
を
充
当
す
る
こ
と
に
よ

　
　
っ
て
形
成
さ
れ
る
固
有
名
が
有
意
味
で
あ
れ
ぽ
よ
い
。
（
Q
Q
卜
押
伽
。
。
ポ
お
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
㈹
　
ξ
に
あ
る
有
意
味
な
値
域
名
．
伽
ミ
（
q
）
、
が
代
入
さ
れ
た
場
合
、
問
題
は
、
値
域
の
同
一
性
．
驚
（
・
）
1
1
寒
（
恥
）
、
が
意
味
（
真
理
値
）
を

　
　
も
つ
よ
う
な
条
件
の
如
何
に
絞
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
フ
レ
ー
ゲ
の
約
定
（
O
O
卜
H
論
ρ
鼠
）
に
よ
る
と
、
先
の
同
一
性
言
明
は
「
任
意
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
対
象
に
関
し
、
そ
れ
が
概
念
輝
（
帰
）
に
帰
属
す
れ
ぽ
S
（
嚇
）
に
も
帰
属
す
る
」
と
等
値
σ
q
葱
。
拝
眉
窪
8
巳
に
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

　
　
（
↓
。
。
）
」
（
、
登
（
。
）
1
1
竃
（
・
）
盲
）
⑰
」
（
、
i
侮
1
黛
p
）
“
S
（
9
）
認
日
）

　
　
㈲
　
他
方
、
ξ
に
真
理
難
名
が
代
入
さ
れ
る
と
、
問
題
の
焦
点
は
同
一
性
言
明
．
伽
（
－
・
）
H
亀
（
①
）
、
の
有
意
味
性
に
絞
ら
れ
る
。
し
か
し

　
　
そ
れ
は
（
↓
G
。
）
の
特
殊
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
　
そ
の
真
理
条
件
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
（
H
㊤
）
」
（
．
伽
（
1
。
）
1
1
愚
（
。
）
、
辿
）
＠
㌧
（
．
一
侮
1
（
I
p
）
1
1
S
（
D
）
、
》
目
）

　
　
従
っ
て
、
真
理
値
を
値
域
と
重
ね
る
約
定
と
（
↓
。
。
）
の
約
定
と
を
認
め
れ
ば
、
ω
、
㈲
か
ら
し
て
、
嚇
1
1
亀
（
①
）
．
は
有
意
味
で
あ
る
。

　
　
　
以
上
、
（
↓
①
）
～
（
」
「
㊤
）
に
よ
り
、
、
1
憲
（
・
）
、
”
、
↓
伽
S
（
①
）
、
讐
、
日
噴
黒
）
諺
．
嚇
”
慰
（
・
）
”
の
有
意
味
性
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て

　
　
一
般
に
、
値
域
名
．
亀
（
・
）
、
に
つ
い
て
は
、
原
初
的
函
数
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
有
意
味
性
が
示
さ
れ
た
。
い
ま
や
（
ゆ
窓
）
に
基
い
て
、

酌　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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四
二

㎜　
　
原
初
的
第
一
階
函
数
一
か
↓
か
d
艶
嚇
1
1
（
に
関
し
、
第
二
階
抽
象
函
数
名
．
愚
（
o
）
、
の
有
意
味
性
も
導
か
れ
る
。
そ
の
有
意
味
性
条
件
は

　
　
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
し
d
O
）
、
書
（
・
）
、
の
有
意
味
性
の
必
要
十
分
条
件
は
、
値
域
名
．
魯
（
・
）
．
の
有
意
味
性
条
件
を
構
成
す
る
（
↓
①
）
～
（
↓
o
）
の
充
足
、
で
あ
る
。

　
　
　
か
く
て
、
値
域
名
．
憲
（
・
）
．
、
第
二
階
抽
象
函
数
名
．
魯
（
・
）
、
は
、
〈
概
念
記
法
〉
中
の
有
意
味
な
表
現
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
、
ま
た

　
　
真
理
値
名
も
特
殊
な
値
域
名
．
伽
（
1
・
）
．
w
．
然
①
1
1
－
「
・
P
i
9
0
9
）
、
と
等
し
い
と
約
定
さ
れ
る
。
（
無
Q
Q
卜
H
．
㈱
り
お
㎝
O
）

　
　
㊨
　
　
〔
記
述
函
数
名
、
／
伽
．
の
有
意
味
性
〕
　
、
／
嚇
．
は
、
そ
の
独
立
変
数
の
場
所
ξ
が
値
域
名
に
よ
っ
て
充
当
さ
れ
る
べ
き
第
一
階
の
記
述

　
　
函
数
名
で
あ
る
。
値
域
名
の
充
当
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
固
有
名
、
／
慧
（
・
）
．
は
、
所
謂
「
確
定
記
述
句
」
に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
、
ノ
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
①
）
、
は
、
「
概
念
黛
嚇
）
の
下
に
帰
属
す
る
唯
一
の
対
象
」
「
値
城
憲
（
・
）
の
唯
一
の
成
員
し
と
読
ま
れ
て
よ
い
。
従
っ
て
．
／
嚇
、
の
意
味
の

　
　
問
題
は
、
フ
レ
…
ゲ
の
「
記
述
理
論
↓
冨
鼠
・
丸
亀
函
①
弓
N
段
警
口
蝦
昌
σ
q
」
と
密
接
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
さ
て
、
函
数
名
ノ
嚇
、
が
有
意
味
で
あ
る
の
は
、
（
じ
d
カ
H
）
に
よ
り
、
ξ
を
有
意
味
な
値
域
名
．
窓
（
・
）
、
で
充
当
し
た
結
果
形
成
さ
れ
る
と

　
　
こ
ろ
の
・
記
述
句
ノ
§
（
・
）
、
が
有
意
味
な
場
合
の
み
で
あ
る
か
ら
、
確
定
記
述
句
の
有
意
味
性
条
件
が
問
題
の
焦
点
と
な
る
。
フ
レ
ー
ゲ

　
　
は
既
に
『
算
術
の
基
礎
』
に
お
い
て
、
記
述
句
の
有
意
味
性
条
件
と
し
て
〈
一
意
的
存
在
性
〉
条
件
を
提
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

　
　
『
諸
原
理
』
で
の
彼
の
記
述
理
論
は
、
こ
の
全
意
的
存
在
性
〉
条
件
を
充
た
さ
な
い
よ
う
な
非
本
来
的
用
法
の
そ
の
処
理
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
ラ
ヅ
セ
ル
の
そ
れ
と
は
異
る
・
所
謂
畠
。
ω
9
。
ぼ
①
9
チ
8
蔓
の
先
輩
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
が
ラ
ヅ
セ
ル
理
論
に
先
立

　
　
つ
ご
一
年
前
に
独
自
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
そ
こ
で
、
一
意
的
存
在
条
件
の
充
た
さ
れ
て
い
る
所
謂
「
本
来
的
用
法
」
と
、
こ
の
条
件
の
充
た
さ
れ
て
い
な
い
「
非
本
来
的
用
法
」

　
　
と
に
分
け
て
考
え
よ
う
。

　
　
ω
本
来
的
用
法
の
場
合
、
即
ち
、
概
念
S
（
嚇
）
の
下
に
唯
一
の
対
象
。
が
帰
属
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
。
自
体
が
記
述
句
ノ
憲
（
・
）
、
の

　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
意
味
切
＆
2
ε
ロ
σ
q
で
あ
る
。
（
Q
O
ト
ど
㈱
詳
お
）
例
え
ば
、
い
ま
S
（
嚇
）
が
恥
1
1
。
だ
と
し
よ
う
。
す
る
と
こ
の
概
念
に
帰
属
す
る
の
は



　
　
c
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
概
念
の
値
域
（
概
念
の
外
延
）
は
、
唯
一
の
成
員
。
か
ら
な
る
単
元
ク
ラ
ス
伽
（
・
劉
。
）
で
あ
る
、
従
っ
て
、
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
述
句
ノ
無
①
罐
。
）
．
の
意
味
は
。
自
体
で
あ
る
。
「
ノ
紙
、
は
．
」
、
が
値
域
伽
（
・
1
1
、
）
の
名
前
の
場
合
、
r
を
意
味
す
る
。
」
（
O
Q
卜
H
泌
ω
鮒
α
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
同
様
に
、
記
述
句
ノ
伽
（
⑳
十
ω
1
1
α
）
、
の
意
味
は
2
で
あ
る
。
（
O
O
卜
H
暫
曹
押
δ
）
　
そ
れ
故
一
般
に
、
記
述
句
．
／
愚
（
・
）
”
の
意
味
が
。
で

　
　
あ
る
た
め
の
く
真
理
条
件
V
は
「
概
念
S
（
嚇
）
に
帰
属
す
る
い
か
な
る
対
象
も
C
と
同
一
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

　
　
（
↓
瞬
O
）
占
眠
（
ノ
伽
愚
（
o
）
1
1
0
”
、
目
）
⑯
閃
。
『
鋤
塁
賊
も
（
踊
）
席
き
飢
。
画
一
団
員
図
1
1
ρ

　
　
㈲
　
非
本
来
的
用
法
の
場
合
、
即
ち
概
念
S
（
嚇
）
の
下
に
い
か
な
る
対
象
も
帰
属
し
な
い
か
、
ま
た
は
、
二
つ
以
上
の
対
象
が
帰
属
す
る

　
　
場
合
に
は
、
記
述
句
ノ
慧
（
・
）
、
は
一
意
的
存
在
条
件
を
充
た
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
概
念
〈
自
己
自
身
と
等
し
く
な
い
〉
か
ら
形
成

　
　
さ
れ
る
記
述
句
ノ
伽
（
↓
・
1
1
・
）
、
は
、
何
も
意
味
し
な
い
。
配
の
二
つ
の
対
象
が
帰
属
す
る
〈
1
の
平
方
根
〉
と
い
う
概
念
か
ら
形
成
さ

　
　
れ
る
記
述
句
ノ
伽
（
㌔
1
1
μ
）
、
は
、
一
意
性
条
件
を
充
た
さ
な
い
。
ま
た
．
《
（
①
＋
ω
）
．
は
、
函
数
唖
＋
。
。
が
概
念
で
は
な
い
か
ら
何
も
意
味

　
　
し
な
い
。
（
Q
Q
卜
H
論
拝
H
⑩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
し
か
し
フ
レ
ー
ゲ
の
〈
概
念
記
法
〉
で
は
、
す
べ
て
の
名
前
は
意
味
ゆ
㊦
α
⑦
葺
毒
σ
Q
を
も
た
ね
ぽ
な
ら
な
い
か
ら
、
無
意
味
な
げ
＆
窪
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
獲
品
。
・
】
8
記
述
句
は
容
認
さ
れ
え
な
い
。
そ
れ
で
は
、
一
見
無
意
味
な
記
述
句
を
フ
レ
ー
ゲ
は
ど
う
処
理
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
諸
原
理
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
お
け
る
彼
の
方
策
は
、
か
鼠
る
記
述
句
に
、
あ
る
人
工
的
約
定
に
よ
っ
て
一
定
の
意
味
を
わ
り
あ
て
る
試
み
、
い
わ
ゆ
る
。
ぎ
。
・
窪
。
幕
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
渉
8
蔓
で
あ
る
。
即
ち
、
概
念
S
（
嚇
）
の
下
に
唯
一
の
対
象
が
帰
属
し
な
い
よ
う
な
場
合
、
記
述
句
ノ
愚
（
m
）
、
の
意
味
し
d
＆
①
暮
§
σ
q
は
、

　
　
当
の
値
域
慧
（
m
）
自
体
で
あ
る
と
約
定
す
る
の
で
あ
る
。
（
Q
Q
卜
目
黒
鮒
お
…
㈱
。
。
酬
α
O
）
そ
う
す
る
と
、
先
の
ノ
伽
（
㌔
“
日
）
、
は
、
雪
目
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ド
イ
テ
ソ

　
　
ら
な
る
値
域
伽
（
％
ー
ー
H
）
を
意
味
す
る
。
ま
た
．
／
無
↓
・
1
1
m
）
、
は
空
ク
ラ
ス
無
↓
・
“
・
）
を
意
味
し
、
、
／
無
・
＋
。
。
）
．
も
伽
（
・
＋
ω
）
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
値
域
を
意
味
す
る
。
（
Q
Q
卜
H
嶺
F
H
㊤
）
か
く
て
記
述
句
．
／
窓
（
・
）
．
は
、
S
（
嚇
）
の
下
に
唯
一
の
対
象
が
帰
属
し
な
い
場
合
、
当
の
函
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
値
域
慧
（
m
）
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
、

　
　
（
↓
H
O
）
占
果
ノ
伽
S
（
q
）
睦
伽
S
（
o
）
、
”
目
）
⑪
田
チ
臼
8
邑
窪
き
S
（
駁
）
》
o
H
8
同
。
。
o
ヨ
。
縁
§
自
ざ
　
S
（
×
）
Q
註
S
（
《
）
仁
。
多
き
【
匪
導
×
1
1
ざ

刑　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
　
哲
学
雨
請
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

㎜　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
噌
S
（
嚇
）
δ
ぎ
8
コ
8
冥
（
¢
目
偽
讐
§
噂
畠
。
郎
σ
Q
げ
S
（
嚇
）
貯
帥
隔
自
g
一
。
p

　
　
　
以
上
の
約
定
に
基
い
て
、
「
函
数
S
（
嚇
）
が
概
念
で
な
く
と
も
、
な
い
し
そ
の
下
に
一
つ
以
上
の
対
象
が
帰
属
し
て
も
、
〔
ま
た
〕
い
か

　
　
な
る
対
象
も
帰
属
し
な
く
て
も
、
あ
る
い
は
唯
一
の
対
象
が
そ
の
下
に
帰
属
す
る
概
念
で
あ
っ
て
も
、
〔
記
述
句
〕
．
／
寒
（
・
）
、
は
常
に
一
つ

　
　
の
意
味
b
d
＆
。
暮
巨
σ
q
を
も
つ
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
Q
Q
》
・
同
　
吻
戸
μ
　
卜
⊃
O
　
　
　
　
　
℃
　
　
　
　
　
　
”
）

　
　
　
そ
れ
故
、
（
b
d
図
H
）
お
よ
び
（
」
口
。
）
に
よ
り
、
函
数
名
ノ
嚇
”
の
有
意
味
性
条
件
は
、
以
下
の
様
に
な
ろ
う
。

　
　
（
切
刈
）
　
．
／
嚇
、
の
有
意
味
性
の
必
要
十
分
条
件
は
、
記
述
句
ノ
§
（
。
・
）
、
の
有
意
味
性
条
件
（
H
H
O
）
ー
ゲ
（
↓
H
O
）
占
の
充
足
で
あ
る
。

　
　
　
以
上
に
よ
っ
て
、
真
理
値
名
が
有
意
味
だ
と
い
う
大
前
提
⑥
を
認
め
れ
ば
、
『
諸
原
理
』
に
お
け
る
七
箇
の
原
初
的
函
数
名
も
ま
た
有

　
　
意
味
げ
巴
。
暮
暮
σ
q
ω
〈
。
罵
で
あ
る
そ
の
こ
と
が
、
（
ゆ
H
）
～
（
零
）
に
よ
り
示
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
間
、
固
有
名
と
し
て
、
記
述
句
ノ
伽
S
（
・
）
ど

　
　
値
域
名
、
愚
（
m
）
、
と
が
導
入
さ
れ
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
独
自
な
「
記
述
理
論
」
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
本
来
的
用
法
に
み
あ
う
所
の
、
（
↓

　
　
δ
）
臥
に
対
応
す
る
公
理
側
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
（
（
M
（
旧
》
．
押
　
吻
H
ド
い
ゆ
ド
O
o
）
即
ち
、

　
　
T
蟄
1
1
／
伽
（
黛
1
1
0
）
●

　
　
　
他
方
、
値
域
名
の
意
味
で
あ
る
値
域
の
同
一
性
に
関
す
る
約
定
（
↓
。
。
）
に
見
あ
う
公
理
紛
が
、
次
の
如
く
与
え
ら
れ
て
い
る
。
（
Q
Q
卜
押

　
　
膿
り
…
伽
b
。
。
）

　
　
　
　
　
丁
（
集
・
）
匪
繕
σ
q
（
黛
）
）
1
1
（
1
↑
一
h
（
Ω
）
1
1
σ
q
（
p
）
）

　
　
　
し
か
し
こ
の
公
理
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
同
一
値
域
の
再
認
規
準
た
り
う
る
か
、
ラ
ッ
セ
ル
指
摘
の
パ
ラ
ド
ク
ス
回
避
策
が
あ
り
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
ま
た
真
理
値
自
体
に
つ
い
て
も
、
真
理
値
真
を
無
1
・
）
と
、
偽
を
無
・
1
1
（
　
P
↓
（
l
I
Ω
“
Ω
）
と
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
単
元
ク
ラ
ス
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
　
う
特
定
値
域
と
同
一
視
す
る
と
い
う
約
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
循
環
論
の
疑
義
な
し
と
し
な
い
。

　
　
三
一
二
一
三
　
〔
フ
レ
…
ゲ
的
事
態
と
真
理
〕
η
諸
原
理
』
の
く
概
念
記
法
〉
中
の
原
初
記
号
に
関
す
る
〈
意
味
論
b
σ
巴
①
葺
毎
ひ
q
ω
ひ
Φ
9
①
〉



　
　
の
そ
の
究
極
的
前
提
⑨
は
、
「
真
理
値
名
が
意
味
ご
d
＆
Φ
幕
§
σ
Q
“
真
理
値
を
も
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
い
か
な
る
条
件

　
　
下
で
真
理
値
名
は
意
味
（
真
理
値
）
を
も
つ
の
か
、
即
ち
、
単
純
な
真
理
値
名
（
単
文
）
の
真
理
条
件
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
を
プ
レ

　
　
ー
ゲ
の
所
説
の
う
ち
に
探
究
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
原
初
記
号
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
異
階
函
数
§
σ
q
蚕
。
冨
θ
島
σ
q
Φ
閃
§
匪
。
謬
記
号
と
し
て
、
．
s
（
唖
）
”
”
、
桜
雲
）
、
が
登
場
し
て
い

　
　
た
。
こ
の
記
号
中
の
争
な
い
し
0
独
立
変
数
の
場
所
に
固
有
名
ア
、
激
が
、
そ
し
て
℃
1
独
立
変
数
の
場
所
に
第
一
階
函
数
名
．
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（
嚇
）
．
㌦
ミ
（
（
雲
）
．
が
、
そ
れ
ぞ
れ
充
当
さ
れ
る
と
、
．
S
（
、
）
、
”
．
臼
（
♪
』
）
．
の
如
き
原
始
的
真
理
値
名
が
形
成
さ
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
．
S
（
、
）
、
噂

　
　
．
燭
（
き
鼠
）
、
の
く
真
理
条
件
〉
（
」
「
O
）
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
．
S
（
、
）
、
が
真
な
ら
ぽ
、
対
象
r
が
概
念
S
（
嚇
）
の
下
に
帰
属
す
る
。
E
一
Φ
ロ

　
　
¢
三
霞
畠
田
ω
①
α
q
無
剛
S
（
嚇
）
」
ま
た
、
「
．
駕
（
、
鼠
）
、
が
真
の
場
合
、
対
象
r
は
対
象
孟
に
対
し
関
係
ミ
（
嚇
淑
）
に
あ
る
、
。
・
8
冨
昌
〉
ぎ

　
　
伍
臼
切
①
臥
。
げ
毒
α
q
臼
（
勲
（
）
」
（
O
O
卜
・
押
⑳
距
。
。
）
　
即
ち
、

（
↓
．
ま
い
　
　
違
）
囲
顕
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
こ
の
（
↓
O
）
占
は
、
タ
ル
ス
キ
の
真
理
規
約
丁
と
注
目
す
べ
き
類
似
性
を
示
す
。
右
辺
の
S
（
、
）
は
、
概
念
S
（
嚇
）
へ
の
対
象
r
の
帰

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
属
関
係
閃
亀
窪
①
ぎ
①
。
。
O
①
σ
q
Φ
コ
2
§
山
窃
穿
け
費
Φ
ぎ
9
b
d
Φ
σ
q
ま
な
い
し
包
摂
ω
郎
ぴ
誓
ヨ
三
〇
昌
（
ピ
竃
．
H
O
c
。
）
を
表
わ
し
て
お
り
、
フ
レ
ー
ゲ

　
　
は
こ
の
関
係
を
「
論
理
的
基
礎
連
関
9
。
一
。
σ
q
凶
。
・
。
冨
O
H
§
象
鼠
Φ
ぴ
§
晦
」
（
〉
ω
切
．
N
窃
）
と
称
し
て
い
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
如
く
、
我
々
は

　
　
こ
の
帰
属
・
包
摂
関
係
を
、
プ
レ
！
ゲ
的
な
原
初
的
事
態
留
。
奪
①
ひ
聾
で
あ
る
と
解
し
う
る
。
他
方
、
後
年
フ
レ
！
ゲ
は
、
「
真
理
」

　
　
は
定
義
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
事
実
と
の
対
応
と
い
う
真
理
対
応
説
を
斥
け
、
「
事
実
↓
器
p
。
。
冨
」
と
は
「
真
な
る
思
想
」
に
す
ぎ
ぬ

　
　
と
述
べ
て
い
る
。
（
O
o
F
置
）
　
い
ま
、
あ
る
表
現
α
の
意
義
ω
貯
三
α
と
そ
の
意
味
論
亀
。
露
§
σ
q
β
と
の
間
の
関
係
、
つ
ま
り
「
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
一

　
　
は
β
の
8
ロ
8
冥
で
あ
る
」
を
、
チ
ャ
ー
チ
流
に
、
O
（
3
為
）
と
表
わ
し
て
見
よ
う
。
す
る
と
（
H
O
）
ム
の
左
辺
」
（
．
S
（
、
）
、
”
日
）
は

　
　
O
（
．
黛
、
）
、
》
目
）
と
も
表
わ
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
「
真
理
値
名
．
S
（
、
）
、
の
思
想
が
真
で
あ
る
」
と
読
ま
れ
う
る
。
そ
う
す
る
と
、

737　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

74
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く

　
　
（
↓
O
）
、
よ
　
　
O
（
．
S
（
、
）
、
一
ら
）
⑪
S
（
㌔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
こ
れ
は
「
S
（
、
）
と
い
う
事
実
、
と
は
、
．
懸
（
、
）
、
の
表
現
す
る
思
想
が
真
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
、
O
（
．
S
（
、
）
、
u
曖
）
で
あ
る
こ
と
、
に
他
な

　
　
ら
ぬ
」
と
い
う
言
い
分
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
さ
て
他
方
、
原
初
記
号
の
一
つ
、
普
遍
量
化
記
号
、
．
一
↑
1
黛
D
）
、
の
有
意
味
性
条
件
（
し
σ
窃
）
を
導
出
す
る
に
際
し
、
普
遍
量
化
文

　
　
、
一
陣
I
S
（
9
）
、
の
真
理
条
件
（
↓
窃
）
が
既
に
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
真
理
条
件
は
、
第
二
階
概
念
へ
の
第
一
階
概
念
の
内
属
の
一
例
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
あ
る
。
つ
ま
り
（
↓
㎝
）
は
、
「
．
1
ゆ
一
黛
p
）
、
が
真
な
の
は
、
第
二
階
概
念
で
あ
る
i
↑
一
石
9
）
の
内
に
、
第
一
階
概
念
黛
巾
）
が
内

　
　
へ

　
　
属
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
、
即
ち
、

　
　
　
　
　
」
（
．
一
↑
f
黛
Ω
）
、
曽
目
）
◎
1
↑
I
S
（
p
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
右
辺
、
即
ち
内
属
関
係
を
、
更
に
「
す
べ
て
の
対
象
の
、
第
一
階
概
念
S
（
嚇
）
の
下
へ
の
帰

　
　
属
関
係
」
へ
と
還
元
す
る
試
み
と
も
理
解
し
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
だ
が
『
算
術
の
基
礎
』
や
と
¢
。
げ
臼
b
ご
①
α
Q
目
漆
§
α
O
Φ
σ
q
①
篇
雷
a
．
．
（
鱒
O
H
）
で
は
、
フ
レ
ー
ゲ
は
第
一
階
概
念
の
第
二
階
概
念
内
へ
の
内
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
関
係
を
一
般
化
し
、
そ
れ
を
対
象
の
第
一
階
概
念
へ
の
帰
属
関
係
と
鋭
く
区
別
し
つ
玉
、
「
下
位
〈
概
念
〉
の
上
位
〈
概
念
〉
内
へ
の
内

　
　
へ

　
　
属
土
些
9
①
ぎ
・
。
。
b
ご
①
σ
q
ユ
譲
篤
鳩
N
虫
毒
除
b
ご
£
H
漆
N
≦
画
賛
ω
け
無
①
」
と
し
て
規
定
す
る
。
い
ま
一
般
に
第
二
階
概
念
を
竃
臥
℃
（
為
）
）
、
第
一
階

　
　
概
念
を
S
（
嚇
）
、
〈
概
念
S
（
嚇
）
の
第
二
階
概
念
さ
（
鼠
為
）
）
内
へ
の
内
風
V
を
、
酔
臥
S
（
妨
）
）
と
表
わ
す
と
、
真
理
値
名
．
ζ
猟
S
（
窺
）
）
、
の

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
真
理
条
件
（
↓
O
）
占
は
以
下
の
如
く
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
↓
O
）
占
　
　
」
（
、
ζ
届
（
S
（
届
）
）
、
”
白
）
⑪
蓄
（
愚
（
矯
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
右
辺
は
い
わ
ぽ
、
第
二
種
の
フ
レ
ー
ゲ
的
な
原
初
的
事
態
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
か
く
て
（
「
O
）
∴
》
（
↓
O
）
占
に
基
づ
き
、
原
始
的
真
理
値
名
．
S
（
、
）
．
留
．
鎧
弘
S
（
篤
）
）
．
が
真
理
値
真
を
意
味
す
る
ぴ
＆
Φ
葺
窪
の
は
、

　
　
フ
レ
ー
ゲ
的
原
初
的
事
態
、
即
ち
〈
対
象
r
の
概
念
S
（
嚇
）
へ
の
帰
属
〉
な
い
し
く
第
一
階
概
念
S
（
嚇
）
の
第
二
階
概
念
ζ
株
黛
為
）
）
内



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
へ
の
内
属
〉
が
成
立
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
い
わ
ぽ
示
さ
れ
る
。
真
理
値
名
そ
の
も
の
は
し
か
し
、
フ
レ
ー
ゲ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
味
論
の
枠
組
で
は
、
真
理
値
を
意
味
し
う
る
の
み
で
、
事
態
を
意
味
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
三
一
三
　
意
味
ゆ
巴
O
露
琶
σ
Q
と
意
義
ω
ぼ
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
三
－
三
－
一
　
〔
思
想
と
真
理
条
件
〕
　
『
諸
原
理
』
で
は
、
名
前
の
意
味
じ
d
①
山
①
暮
琶
σ
q
と
意
義
駿
暮
と
が
自
明
の
如
く
に
、
区
別
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
れ
て
い
る
。
原
初
記
号
か
ら
適
正
に
形
成
さ
れ
る
表
現
に
は
す
べ
て
、
「
単
に
意
味
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
一
つ
の
意
義
が
帰
せ
ら
れ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
O
O
卜
H
”
欝
N
α
O
）
例
え
ば
「
．
も
。
、
。
、
と
．
N
＋
吋
、
と
は
〔
意
昧
は
岡
一
の
基
数
4
だ
が
〕
、
同
じ
意
義
を
も
た
ず
、
．
b
。
・
。
註
駆
、
と
、
b
。
＋
b
。
詐
心
．

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
も
〔
意
味
は
真
理
値
真
で
同
一
だ
が
〕
同
じ
意
義
を
も
た
な
い
。
」
（
Q
Q
卜
H
り
伽
卜
。
》
刈
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
更
に
フ
レ
ー
ゲ
は
「
真
理
値
の
名
前
の
意
義
を
、
思
想
O
。
山
§
冨
と
名
づ
け
」
（
聲
α
幽
）
、
名
前
と
そ
の
意
義
と
の
関
係
を
、
「
名
前
は

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
そ
の
意
義
を
表
現
す
る
碧
巴
乙
。
冨
昌
」
（
蔭
山
・
）
と
呼
ぶ
。
「
真
理
値
の
す
べ
て
の
名
前
は
、
一
つ
の
意
義
、
一
つ
の
思
想
を
表
現
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
即
ち
、
真
理
値
名
は
、
我
々
の
と
り
き
め
瀬
。
。
酔
器
欝
§
σ
・
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
条
件
下
茸
8
凪
≦
警
冨
昌
ω
・
α
ぎ
σ
q
琶
α
q
①
口
で
真
を
意
味

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
す
る
の
か
、
そ
れ
が
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
真
理
値
名
の
意
義
、
即
ち
思
想
と
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
充
足
⑦
葎
＝
魯
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
で
あ
る
。
」
（
O
Q
》
．
H
曽
留
・
・
り
α
O
）
　
こ
こ
に
、
〈
真
理
条
件
≦
浮
浮
舞
。
・
げ
巴
ぎ
α
q
琶
σ
q
の
充
足
〉
と
し
て
の
く
思
想
〉
と
い
う
規
定
が
明
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
原
初
記
号
の
有
意
味
性
条
件
に
関
わ
る
（
↓
H
）
～
（
↓
H
O
）
の
各
真
理
条
件
の
充
足
、
と
り
わ
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
二
種
の
「
論
理
的
基
礎
連
関
」
（
原
初
的
事
態
）
を
示
す
真
理
値
名
．
黛
、
）
、
》
．
絹
（
〉
諺
）
．
り
、
蓄
（
黛
届
）
）
、
の
そ
の
真
理
条
件
た
る
（
↓
O
）
－
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
（
↓
O
）
占
の
、
各
々
具
体
的
な
充
足
、
こ
れ
こ
そ
が
、
各
真
理
値
名
の
意
義
、
即
ち
思
想
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
一
般
に
、
真
理
値
名
．
S
（
、
）
、
の
真
理
条
件
は
、
〈
概
念
S
（
崎
）
の
下
へ
の
対
象
r
の
帰
属
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
．
S
（
、
）
、
は

　
　
真
理
値
名
の
シ
ェ
マ
に
す
ぎ
ず
、
例
え
ば
．
b
。
1
1
b
。
、
”
、
b
。
・
。
1
1
。
。
・
。
一
H
、
の
如
く
、
シ
ェ
マ
が
具
体
的
に
特
定
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
め
て
（
」
「
O
）
の
如
き
一
般
的
真
理
条
件
（
の
シ
ェ
マ
）
は
充
足
①
き
＝
窪
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
「
真
理
条
件
の
充
足
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
は
「
思
想
が
真
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
固
有
名
、
函
数
名
の
実
際
に
充
当
髭
ω
塗
ぎ
さ
れ
た
真
理
値
名
が
、

757　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

76
バ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
一
般
的
真
理
条
件
の
特
定
化
・
充
足
と
し
て
の
く
思
想
〉
を
表
現
す
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
真
理
値
名
．
黛
、
）
、
は
か
く
て
、
具
体
的
特
定
化
・
充
当
に
よ
っ
て
、
真
理
条
件
の
充
足
を
、
即
ち
思
想
を
表
現
す
る
。
し
か
る
に
、

　
　
真
理
条
件
の
充
足
と
し
て
の
く
思
想
V
は
、
〈
対
象
r
が
概
念
S
（
帰
）
の
下
に
帰
属
す
る
〉
と
い
う
「
論
理
的
基
礎
連
関
」
、
即
ち
く
可
能

　
　
的
事
態
謹
α
σ
q
ぽ
ゲ
禽
ω
き
享
臼
冨
一
◇
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
真
理
尊
名
．
S
（
、
）
、
は
、

　
　
〈
思
想
〉
即
ち
〈
可
能
的
事
態
〉
を
表
現
す
る
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
．
S
（
、
）
、
が
く
真
な
る
思
想
〉
を
表
現
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

　
　
そ
れ
は
く
事
実
↓
。
お
ρ
。
。
冨
〉
、
即
ち
、
〈
現
実
に
成
立
し
て
い
る
事
態
乏
騨
婆
。
プ
げ
Φ
ω
8
冨
巳
2
ω
9
爵
〈
o
｝
聾
〉
を
表
現
し
て
い
る
と
言
つ

　
　
て
よ
く
、
他
方
、
．
愚
（
、
）
、
が
く
急
な
る
思
想
〉
を
表
現
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
く
現
実
に
は
成
立
し
て
い
な
い
（
が
可
能
的
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
事
態
V
を
表
現
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
〈
意
義
〉
〈
思
想
〉
（
〈
可
能
的
事
態
〉
）
は
、
表
現
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
外
延
論
理
学
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
意
味
さ
れ
る
び
巴
Φ
暮
①
ロ
こ
と
は
な
く
、
そ
の
「
意
味
領
域
力
Φ
甘
ず
α
臼
じ
d
巴
①
9
§
α
q
爵
」
（
》
ω
b
d
◆
も
◎
笛
）

　
　
の
外
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
非
外
延
的
文
脈
に
お
い
て
は
、
金
天
爵
〉
も
ま
た
、
〈
間
接
的
意
味
爵
σ
Q
恥
辱
・
切
Φ
富
江
彗
σ
q
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
と
し
て
拡
大
さ
れ
た
「
意
味
領
域
」
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ジ
　
ソ

　
　
三
一
三
一
二
　
〔
思
想
へ
の
寄
与
と
し
て
の
意
義
〕
　
真
理
値
名
の
構
成
要
素
で
あ
る
固
有
名
や
函
数
名
も
、
そ
の
〈
意
義
ω
ぼ
づ
〉
を
表

　
　
現
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
フ
レ
ー
ゲ
の
見
解
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
真
理
値
の
名
前
が
そ
れ
ら
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
単
純
な
名
前
、
な

　
　
い
し
そ
れ
自
体
既
に
合
成
さ
れ
た
名
前
は
、
当
の
思
想
を
表
現
す
る
の
に
貢
献
す
る
。
個
々
の
名
前
の
こ
の
寄
与
ゆ
Φ
一
9
σ
q
が
、
そ
の
名

　
　
　
　
ジ
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
ソ

　
　
前
の
意
義
な
の
で
あ
る
。
あ
る
名
前
が
、
真
理
値
の
名
前
の
部
分
な
ら
ば
、
そ
の
名
前
の
意
義
は
、
真
理
値
の
名
前
が
表
現
す
る
思
想
の

　
　
部
分
な
の
で
あ
る
。
」
（
Q
Q
》
．
押
　
鵬
Q
◎
卜
◎
博
α
H
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
e
こ
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ゲ
の
所
説
の
な
か
に
、
我
々
は
先
ず
第
一
に
、
〈
真
理
値
名
の
構
成
要
素
を
な
す
表
現
の
意
義
ω
同
募
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
当
の
真
理
値
名
の
表
現
す
る
意
義
・
思
想
の
連
関
の
う
ち
で
問
え
〉
と
い
う
、
い
わ
ば
く
意
義
に
関
す
る
文
脈
原
理
V
を
窺
う
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
な
ら
、
原
初
的
函
数
名
の
意
義
も
ま
た
、
そ
れ
ら
か
ら
形
成
さ
れ
た
派
生
的
真
理
値
名
の
意
義
・
思
想
（
即



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ち
、
真
理
条
件
（
↓
H
）
～
（
－
「
H
O
）
の
充
足
）
へ
貢
献
す
る
有
意
味
性
条
件
（
b
d
H
）
～
（
五
八
）
、
と
筆
者
が
呼
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
解
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
え
よ
う
。
例
え
ば
、
函
数
名
、
↓
嚇
、
の
意
義
は
、
（
b
d
卜
σ
）
、
即
ち
「
函
数
名
．
↓
嚇
．
の
有
意
味
性
の
必
要
十
分
条
件
は
、
真
理
値
名
、
↓
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
真
理
条
件
（
↓
b
。
）
の
充
足
で
あ
る
」
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
（
切
・
。
）
と
い
う
．
↓
嚇
、
の
意
義
は
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
が
複
合
的
真
理
値
名
．
↓
、
．
の
意
義
即
ち
真
理
条
件
（
↓
b
Q
）
た
る
「
真
理
値
名
．
、
、
が
真
理
値
偽
を
意
味
す
る
と
き
、
そ
の
と
き
に
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
り
、
凶
」
「
、
、
は
真
理
値
真
を
意
味
す
る
し
に
訴
え
、
そ
の
連
関
に
お
い
て
の
み
読
み
と
ら
れ
、
（
－
「
b
Ω
）
へ
の
貢
献
と
し
て
の
み
示
さ
れ
る

　
　
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
ま
た
固
有
名
、
例
え
ば
記
述
句
ノ
竃
（
・
）
、
の
意
義
も
、
特
定
の
真
理
無
名
（
同
一
性
言
質
）
た
る
ノ
竃
（
①
）
1
1
。
．
や
ノ
憲
（
・
）
H
窓
（
肋
）
、

　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
意
義
（
真
理
条
件
）
へ
の
貢
献
と
し
て
、
（
↓
ド
O
）
よ
や
（
」
「
H
O
）
占
の
連
関
に
お
い
て
の
み
示
し
う
る
、
と
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
⇔
そ
れ
で
は
、
真
理
値
名
の
構
成
要
素
と
し
て
の
名
前
の
、
い
わ
ば
〈
意
味
b
u
巴
①
暮
琶
σ
q
に
関
す
る
文
脈
原
理
〉
は
ど
う
か
。
我
々
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
函
数
名
並
び
に
固
有
名
に
関
す
る
先
述
の
（
b
σ
毎
）
～
（
し
d
憲
）
と
い
う
一
般
的
〈
有
意
味
性
条
件
〉
の
う
ち
に
、
一
般
化
さ
れ
た
〈
意
味
に

　
　
関
す
る
文
脈
原
理
〉
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
〈
有
意
味
性
条
件
〉
に
よ
れ
ば
、
函
数
名
、
固
有
名
の

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
有
意
味
性
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
が
現
わ
れ
る
真
理
値
名
の
有
意
味
性
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
ま
た
、
こ
れ
ら
の
一
般
的
〈
有

　
　
意
味
性
条
件
〉
を
特
定
化
し
た
・
各
原
初
的
野
数
名
の
〈
有
意
味
性
条
件
〉
（
b
d
H
）
～
（
零
）
、
並
び
に
そ
の
核
を
な
す
（
↓
H
）
～
（
↓
H
O
）

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
真
理
条
件
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
函
数
名
並
び
に
固
有
名
（
記
述
句
や
値
域
名
）
の
有
意
味
性
が
、
そ
れ
ら
の
登
場
す
る
真
理
値
名
の

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
有
意
味
性
に
依
存
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
⇔
の
み
な
ら
ず
、
『
基
礎
』
で
は
、
〈
語
の
意
味
じ
u
＆
Φ
暮
毒
σ
q
は
、
文
脈
の
中
で
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
語
の
登
場

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
す
る
文
の
意
義
。
。
ぼ
旨
の
解
明
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
〉
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
『
基
礎
』
で
は
、
〈
意
味
切
巴
Φ
葺
琶
σ
q
V
と
く
意
義
ω
ぎ
部
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
と
の
区
瑚
は
未
だ
な
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
〈
文
の
意
義
の
解
明
に
よ
り
語
の
意
味
を
問
う
〉
と
い
う
方
向
は
、
〈
意
味
〉
と
く
意
義
〉

　
　
と
を
区
別
す
る
二
分
法
的
意
味
論
が
確
立
し
た
『
諸
原
理
』
の
用
語
法
か
ら
解
釈
し
な
お
し
て
も
承
認
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な

777　
　
　
　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



778

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．
、
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
、
わ
れ
わ
れ
が
論
定
し
た
よ
う
に
、
真
理
値
名
（
文
）
の
く
意
義
（
思
想
）
〉
と
は
、
〈
真
理
条
件
の
充
足
〉
の
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ

た
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
原
初
的
函
数
名
．
1
嚇
、
》
．
↓
嚇
、
噂
．
H
餉
、
》
．
嚇
n
（
、
9
．
書
（
・
）
、
噸
．
一
↑
一
興
Ω
）
、
．
6
．
お
よ
び
記
述
句
ノ
竃
（
①
）
、
、
値

域
名
．
窓
（
①
）
、
等
≧
の
く
意
味
切
＆
Φ
9
§
σ
q
＞
は
、
『
諸
原
理
』
で
は
ま
さ
に
、
そ
れ
ら
の
名
前
は
、
そ
れ
ら
が
登
場
す
る
複
合
的
真
理
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

名
の
〈
意
義
〉
、
即
ち
真
理
条
件
（
↓
H
）
～
（
↓
H
O
）
に
お
い
て
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
フ
レ
ー
ゲ
は
『
基
礎
』
の
後
で
は
、
〈
文
脈
原
理
〉
に
あ
か
ら
さ
ま
に
言
及
す
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
ダ
メ
ヅ
ト
は
そ
の
理
由
を
、
『
諸
原
理
』
以
後
、
フ
レ
ー
ゲ
が
、
文
を
真
理
値
名
と
し
て
、
固
有
名
に
同
化

さ
せ
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
真
理
値
を
〈
対
象
O
Φ
σ
q
¢
審
冨
巳
〉
と
み
な
し
た
こ
と
、
更
に
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
名
前
に
対
す
る
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

の
優
越
性
を
棄
て
た
こ
と
、
に
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
他
方
、
〈
文
脈
原
理
〉
の
フ
レ
ー
ゲ
自
身
に
よ
る
公
的
な
放
棄
表
明

も
そ
の
理
由
説
明
も
一
切
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ゲ
の
沈
黙
に
も
拘
ら
ず
、
〈
語
の
意
味
を
、
そ
れ
が
登
場
す
る
文
の
真
理
条
件
と
し
て
の
意
義
・
思
想
の
中
で
問
う
〉

と
い
う
く
文
脈
原
理
〉
の
基
調
低
音
は
、
『
諸
原
理
』
に
お
い
て
も
依
然
、
（
↓
H
）
～
（
↓
H
O
）
の
様
な
形
で
、
余
韻
を
残
し
続
け
て
い
る

　
　
　
　
　
（
3
6
）

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

三
－
三
－
三
　
〔
値
域
名
の
意
味
〕
　
『
基
礎
』
に
お
い
て
は
、
数
字
の
意
味
b
コ
Φ
号
夕
虹
α
q
即
ち
基
数
の
そ
の
解
明
は
、
そ
れ
が
登
場
す

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
等
式
の
意
義
の
解
明
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
概
念
間
の
同
数
性
に
よ
る
数
の
同
一
性
の
〈
文
脈
的
定
義
〉
は
不
満

足
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
〈
概
念
の
外
延
〉
な
い
し
〈
概
念
の
値
域
〉
に
よ
る
〈
陽
表
的
定
義
〉
が
採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
際
、
概

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

念
の
外
延
は
周
知
の
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ぬ
。
そ
れ
で
は
、
『
諸
原
理
』
に
お
い
て
、
値
域
名
．
愚
（
m
）
、
の
意
味
は
、

一
般
に
（
－
「
①
）
～
（
↓
Φ
）
に
よ
り
、
解
明
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

e
　
（
↓
①
）
と
（
↓
刈
）
は
、
真
理
値
を
あ
る
特
定
の
値
域
と
同
一
視
す
る
約
定
を
含
む
が
、
こ
の
約
定
に
は
循
環
論
の
疑
義
が
あ
っ
て
、

問
題
が
残
る
。



⇔
ま
た
（
H
Q
o
）
即
ち
公
理
⑱
は
、
ラ
ッ
セ
ル
の
パ
ラ
ド
ク
ス
に
陥
っ
て
い
る
。
フ
レ
ー
ゲ
の
提
出
し
た
修
正
案
も
同
様
で
あ
る
と
証
明

　
　
　
　
（
3
7
）

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
公
理
は
、
値
域
の
同
一
性
の
、
概
念
間
の
等
値
に
よ
る
〈
文
脈
的
定
義
〉
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
そ

う
す
る
と
こ
の
定
義
に
は
、
『
基
礎
』
で
数
の
同
一
性
の
文
脈
的
定
義
に
対
し
提
示
さ
れ
た
の
と
同
じ
疑
義
が
、
即
ち
、
値
域
が
い
か
な

る
粧
い
で
登
場
し
よ
う
と
こ
れ
を
同
一
と
再
認
す
る
規
準
（
．
恩
（
。
・
）
1
1
ρ
、
の
決
定
方
法
）
が
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
疑
義
が
提
起
さ
れ
よ

う
。
数
や
直
線
の
方
向
の
場
合
に
は
、
概
念
の
外
延
・
値
域
に
よ
る
陽
表
的
定
義
と
い
う
逃
げ
道
が
あ
っ
た
が
、
値
域
自
身
に
は
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

通
用
し
な
い
。
従
っ
て
、
『
諸
原
理
』
に
お
い
て
容
認
さ
れ
る
唯
一
の
〈
対
象
〉
は
値
域
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
の
同
一
性
へ
の
一
般
的
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

認
規
準
は
、
も
は
や
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
論
ず
べ
き
問
題
は
多
い
。
の
み
な
ら
ず
、
『
諸
原
理
』
公
刊
と
相
前
後
し
て
執
筆
さ
れ
た
、
フ
レ
ー
ゲ
の
意
味
論
的
哲
学
的
諸
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

題
に
関
す
る
一
連
の
論
文
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
別
製
で
の
考
察
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
他
は
な
い
。
だ
が
、
プ
レ
：
ゲ
の
こ
れ
ら
三
主
著
を

め
ぐ
る
以
上
の
如
き
考
察
は
、
後
期
諸
論
文
の
論
究
に
と
り
、
不
可
欠
の
前
提
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
（
了
）

＊
本
稿
は
、
京
大
文
学
部
（
一
九
八
一
）
、
茨
城
大
学
人
文
学
部
（
一
九
八
一
）
、
北
大
文
学
部
（
一
九
八
二
）
、
東
大
教
養
学
部
（
科
学
史
・
科
学
哲
学
）
（
一
九

八
三
）
に
お
け
る
講
義
の
前
半
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
熱
心
に
聴
講
さ
れ
た
諸
氏
、
ま
た
こ
の
原
稿
を
丹
念
に
閲
読
さ
れ
た
京
都
哲
学
会
の
委
員
並
び

に
編
輯
者
の
方
々
に
、
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
本
論
は
、
昭
和
五
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
を
受
け
た
課
題
研
究
の
一
部
で
も
あ
る
。

779

注
（
1
）
　
『
諸
原
理
』
刊
行
と
相
前
後
し
て
発
表
さ
れ
た
一
連
の
諸
論
文
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
ず
る
。
（
差
し
当
り
、
拙
論
②
、
③
、
㈲
、
㈹
参
照
。
）

　
こ
れ
ら
諸
論
文
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
意
味
論
的
考
察
に
関
し
て
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
フ
レ
ー
ゲ
の
三
主
著
の
枠
組
を
念
頭
に
お
か
な

　
い
と
、
理
解
を
歪
め
る
惧
れ
が
あ
る
。

　
な
お
、
本
文
中
ド
イ
ツ
語
の
挿
入
が
多
く
、
煩
環
に
感
じ
ら
れ
は
し
な
い
か
と
懸
念
す
る
が
、
フ
レ
ー
ゲ
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
定
訳
の
な

　
い
現
在
、
本
稿
で
の
訳
語
も
暫
定
的
た
ら
ざ
る
を
得
ず
、
従
っ
て
誤
解
を
防
ぐ
た
め
、
敢
え
て
原
語
を
並
記
し
た
次
第
で
あ
る
。
御
寛
恕
を
乞
う
。

　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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（
2
）

（
3
）

（
4
）

哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号

譲
§
σ
q
（
日
⑩
①
①
－
昏
。
ソ
田
且
。
昌
8
冨
（
H
8
刈
ソ
土
屋
。

国
Φ
ご
2
0
0
詳
〔
鳴
Q
〕
7
ど
内
器
巴
。
》
㍗
ミ
。
。
轡

判
断
T
O
が
、
T
諺
と
T
、
並
び
に
T
b
U
と
T
、
の
可
能
的
帰
結
だ
と
い
う
条
件
は
、

　
　
、
　
　
　
、

相
等
性
の
十
分
条
件
だ
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
次
例
が
反
証
と
な
ろ
う
。

T
》
　
T
（
〉
く
じ
d
）
↓
O
）
　
　
　
　
　
T
ω
　
T
（
（
諺
く
b
d
）
↓
O
）

　
　
　
　
T
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
O

一
》
と
一
b
d
と
が
全
く
異
る
〈
概
念
内
容
〉
で
も
、
、
が
（
諺
く
じ
d
）
↓
O
の
場
合
、

　
の
↓
”

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

五
二

そ
れ
だ
け
で
は
丁
諺
と
丁
ω
と
の
く
概
念
内
容
〉
の

　
可
能
的
主
語
で
あ
る
」
（
9
い
》
留
ρ
刈
ぎ
・
）
と
も
言
っ
て
い
る
が
、

　
表
示
さ
れ
る
も
の
が
、

（
1
0
）

　
如
き
函
数
表
現
を
必
要
と
す
る
と
い
っ
た
区
別
基
準
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
カ
ン
ト
自
身
が
既
に
同
趣
旨
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
木
曽
貯
能
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
左
記
を
参
照
。

　
噸
勧
ぎ
寓
。
蒔
ヨ
巴
帥
ω
什
号
。
。
噺
Φ
ゆ
陣
σ
q
①
p
。
づ
①
ぎ
①
ヨ
O
ぎ
σ
q
ρ
甫
⇔
。
。
〇
一
g
口
↓
①
田
鼠
興
消
捧
露
艮
巳
。
。
号
ω
器
一
ぴ
直
営
。
。
ヨ
p
。
o
錬
り
。
ロ
。
巴
…
…
o
ぎ
Φ
℃
鶏
夢

　
巴
く
。
曇
巴
茸
堕
。
・
○
州
Φ
ヨ
ω
δ
山
一
ω
国
降
Φ
暮
g
一
ω
σ
q
凄
巳
飢
賃
σ
q
碧
N
窪
く
。
韓
。
＝
き
σ
q
げ
Φ
貯
⇔
。
犀
営
団
マ
畠
…
…
◎
｝
o
器
〔
諺
g
ぞ
酔
一
。
。
。
冨
竃
。
降
ヨ
掌
。
一
〇
〕

　
甑
巳
↓
①
一
一
げ
。
α
q
藻
δ
ヨ
Φ
ぎ
Φ
の
≦
賦
島
筈
窪
し
d
①
ひ
q
陵
誇
（
三
巴
畠
匹
母
ぎ
ω
警
。
昌
α
①
昌
評
①
）
り
…
…
．
．
（
堅
き
計
固
ご
ト
。
鷺
諮
譲
巳
9
け
§
σ
q
”
〈
H
鍔
o
Q
ω
．
α
o
。
1
＄
）

（
1
2
）
　
「
内
属
」
と
い
う
用
語
は
、
ぎ
甑
8
爲
の
訳
語
と
し
て
、
例
え
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
流
に
「
非
実
体
的
個
体
や
種
が
第
一
団
体
で
あ
る
個
体

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
実
体
に
内
属
す
る
」
と
い
う
仕
方
で
用
い
ら
れ
る
の
で
、
誤
解
を
招
く
薫
れ
が
あ
る
が
、
「
内
含
」
「
内
在
」
「
包
摂
」
等
は
ま
た
別
の
誤
解
を
生
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
じ
帰
結
T
O
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
、
〈
．
は
選
言
を
、

は
仮
言
を
表
わ
す
。
）

bご

ﾗ
鼠
…
b
d
欝
。
犀
碧
畠
O
Φ
p
。
o
ダ
噂
．
景
の
図
解
。

冒
錘
山
。
。
『
宛
書
簡
（
日
付
な
し
）
〔
ミ
b
d
〕
這
。
。
・

囚
§
計
〔
辱
罵
〕
b
d
田
籠
臥
貯
ロ
σ
q
「

閑
効
艮
》
〔
肉
、
く
〕
費
G
◎
”
¢
d
雛
9

フ
レ
ー
ゲ
は
「
概
念
と
は
、
単
称
の
判
断
可
能
な
内
容
の
可
能
的
述
語
。
ぎ
営
。
、
凶
一
一
畠
8
零
器
象
。
㌶
で
あ
り
、
対
象
と
は
か
鼠
る
内
容
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
言
い
方
は
誤
解
を
招
く
。
主
語
、
述
語
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
ら
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
対
象
や
概
念
で
あ
る
。

O
員
ヨ
ヨ
。
偉
ロ
竃
ω
〕
畠
●
置
．
そ
こ
で
は
、
具
体
的
対
象
は
直
示
可
能
な
対
象
で
あ
る
が
、
抽
象
的
対
象
の
場
合
に
は
、
．
臣
Φ
ω
冨
罵
鼠
嚇
．
の
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そ
の
他
の
新
語
は
生
硬
を
免
れ
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
や
む
を
得
ず
、
慣
用
と
は
無
関
係
に
、

わ
す
用
語
と
し
て
、
暫
定
的
に
「
内
属
」
の
訳
語
を
充
当
す
る
こ
と
に
し
た
。

専
ら
〈
下
位
概
念
の
上
位
概
念
へ
の
関
係
〉
を
表

（
1
3
）
　
》
謬
σ
q
。
一
①
目
口
8
強
勇
。
。
。
巳
【
〔
H
8
昌
”
口
⑩
♂
〕
…
U
ロ
ヨ
旨
9
け
〔
目
ミ
。
。
〕
。
F
①
俸
。
ダ
一
♪
口
㊤
。
。
ご
。
F
H
り
．

（
1
4
）
　
日
匡
①
一
口
⑩
①
㎝
〕
H
b
。
メ

（
1
5
）
　
毛
葺
σ
Q
窪
ω
掃
ぼ
〔
℃
q
〕
喪
ω
俸
㈱
畠
．

（
1
6
）
　
↓
甑
Φ
一
口
8
㎝
〕
誌
。
。
．

（
1
7
）
　
器
や
ぎ
〔
毯
〕
8
も
。
噸

（
1
8
）
　
日
凱
⑦
酬
〔
一
り
8
〕
H
卜
a
①
「

（
1
9
）
　
↓
窯
皿
口
り
趨
〕
卜
3
S

（
2
0
）
　
U
信
ヨ
ヨ
①
詳
ロ
ミ
Q
。
〕
o
F
置
．

（
2
1
）
　
↓
窪
鮎
〔
一
⑩
詰
〕
ト
っ
S

（
2
2
）
　
フ
レ
ー
ゲ
自
身
に
よ
る
引
用
は
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

　
．
．
国
巴
⑦
ヨ
毬
暮
”
ρ
償
。
毎
ヨ
¢
昌
離
ヨ
℃
0
8
ω
σ
ω
ロ
げ
。
・
藻
巳
巴
8
ユ
。
。
巴
毒
配
置
9
け
ρ
．
”

（
2
3
）
　
．
図
、
を
存
在
記
号
、
．
↓
、
を
条
件
法
、
．
勾
（
）
、
を
「
0
は
方
向
で
あ
る
」
と
い
う
述
語
と
と
る
と
、

　
　
　
　
　
　

　
．
国
ぴ
（
げ
1
1
ρ
）
↓
切
（
ρ
）
．

　
と
表
記
で
き
よ
う
。

（
2
4
）
　
∪
ロ
ヨ
ヨ
①
詳
〔
お
認
〕
畠
●
置
．

（
2
5
）
　
鉢
O
o
3
巷
〔
ド
8
。
。
〕
留
目
．
但
し
フ
レ
ー
ゲ
が
タ
イ
プ
の
区
別
を
遵
守
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

（
2
6
）
　
沁
償
ω
。
。
Φ
昌
〔
H
8
呂
’

（
2
7
）
　
図
p
覧
p
。
昌
口
⑩
鵡
〕
．

（
2
8
）
　
フ
レ
ー
ゲ
は
、
畠
。
ω
曾
。
蕊
Φ
9
チ
o
o
q
の
先
輿
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
所
謂
「
真
理
値
間
隙
の
理
論
茸
自
盛
奉
冨
Φ
σ
q
玉
上
o
o
蔓
」
の

　
先
蹴
で
も
あ
る
。
彼
は
、
例
え
ば
．
、
○
ξ
。
・
ω
2
ω
、
、
と
い
う
名
前
の
登
場
す
る
文
は
、
一
つ
の
意
義
ω
ぎ
づ
・
思
想
を
表
現
す
る
が
、
し
か
し
．
、
○
鎚
『

　
ω
ω
窪
。
。
．
、
が
有
意
味
び
亀
①
無
§
α
Q
。
・
く
。
嵩
か
否
か
疑
わ
し
い
の
で
、
全
体
の
文
も
意
味
切
。
ユ
。
呉
琶
α
q
即
ち
真
理
値
を
も
つ
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
述

　
　
　
フ
レ
ー
ゲ
に
お
け
る
論
理
哲
学
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
八
号

五
四

　
べ
て
い
る
。
（
ω
賃
b
σ
り
ω
b
。
）
即
ち
、
「
有
意
義
。
・
ぎ
p
〈
o
目
で
あ
っ
て
も
無
意
味
び
巴
。
口
唇
コ
σ
q
匹
。
田
な
名
前
を
含
む
文
は
、
有
意
義
臨
暮
く
。
＝
で
あ
っ

　
て
も
真
理
値
を
欠
く
」
と
い
う
こ
の
見
解
は
、
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
ら
に
よ
り
展
開
さ
れ
た
。
（
。
h
・
ω
㌶
山
墓
自
口
8
卜
⊃
〕
）

　
無
意
味
ぴ
巴
。
纂
q
ロ
σ
Q
。
・
δ
ω
と
み
え
る
名
前
を
人
工
的
約
定
で
回
避
す
る
方
法
も
探
究
さ
れ
、
〔
ω
信
ω
〕
で
は
、
数
0
を
わ
り
あ
て
る
約
定
が
と
ら
れ

　
て
い
る
。
（
o
o
ロ
ω
・
凸
）
　
こ
の
。
ぴ
。
ω
Φ
ロ
。
ぼ
①
9
盛
8
蔓
は
例
え
ば
O
母
葛
唱
〔
お
A
刈
〕
螂
G
。
に
お
い
て
展
開
さ
れ
、
多
く
の
論
理
学
者
（
O
α
α
禽

　
ρ
瞬
ぎ
ρ
ζ
臼
け
ぎ
卑
9
）
に
よ
り
採
用
さ
れ
て
い
る
。
通
常
は
、
非
本
来
的
記
述
や
仮
象
名
。
・
。
ゲ
①
ぎ
σ
9
。
お
弓
累
伽
ヨ
①
の
意
味
切
⑦
伍
窪
9
目
σ
q
と
し
て

　
は
、
当
該
議
論
領
域
外
。
慕
ω
匡
o
o
臨
些
。
伽
。
土
肥
コ
o
h
傷
蹉
o
o
母
。
。
Φ
の
存
在
者
（
菅
）
な
い
し
議
論
領
域
自
体
が
わ
り
あ
て
ら
れ
る
。
（
o
ひ
囚
巷
ド
β

　
口
り
話
〕
b
◎
。
。
。
。
）

（
2
9
）
　
㎡
＋
ω
、
は
概
念
語
で
は
な
い
。
し
か
し
、
鱒
＋
。
。
”
は
、
概
念
な
ら
ざ
る
函
数
嚇
＋
ω
を
意
味
す
る
函
数
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
独
立
変
数

　
の
領
域
を
、
例
え
ば
自
然
数
に
制
限
す
れ
ば
、
函
数
嚇
＋
ω
は
、
任
意
の
自
然
数
に
そ
の
後
者
の
後
巻
の
後
老
を
付
値
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
か
し
フ
レ
ー
ゲ
は
独
立
変
数
の
領
域
を
制
限
す
る
と
い
う
考
え
を
と
ら
な
か
っ
た
の
で
、
独
立
変
数
の
領
域
は
全
対
象
を
蔽
わ
ざ
る
を
得
ず
、
例
え

　
ば
、
U
o
乙
。
ロ
＋
ω
．
の
意
味
す
る
対
象
②
と
は
一
体
何
か
と
い
う
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
困
難
を
生
ず
る
。

（
3
0
）
　
ρ
口
ぎ
。
〔
H
⑩
雛
〕
”
O
雷
畠
〔
H
O
㎝
①
〕
参
照
。

（
3
1
）
U
目
ヨ
量
。
需
〔
H
⑩
。
。
H
〕
署
魯
自
ω
粋

（
3
2
）
　
↓
胃
ω
町
〔
お
締
〕
を
見
よ
。

（
3
3
）
　
○
ぎ
民
。
ゲ
ロ
㊤
㎝
昌
冒
』
に
‘
〔
H
O
㎝
①
〕
伽
O
お
P
9

（
3
4
）
　
津
紹
。
〔
o
Q
償
じ
d
〕
ω
箪
拙
論
③
、
㈲
、
⑤
、
⑦
。

（
3
5
）
　
∪
“
ヨ
日
Φ
韓
口
り
。
。
昌
島
歯
P
℃
．
ω
謡
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
3
6
）
　
『
諸
原
理
』
で
は
、
確
か
に
文
は
真
理
山
名
と
し
て
固
有
名
に
同
化
さ
れ
、
一
般
に
「
一
つ
の
名
前
は
、
そ
の
意
義
を
表
現
し
、
そ
の
意
味
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
マ
ソ
テ
ィ
カ
ル

　
意
味
す
る
ぴ
巴
窪
8
コ
」
と
み
な
さ
れ
た
。
し
か
し
他
方
、
名
前
と
意
義
・
意
味
と
の
問
の
〈
意
味
す
る
・
表
現
す
る
〉
と
い
っ
た
純
粋
意
味
論
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ダ
マ
テ
ィ
ッ
ク
　
　
　
ス
ピ
　
チ
コ
ア
ク
ト

　
関
係
以
外
に
、
フ
レ
ー
ゲ
は
ま
た
、
話
し
手
、
名
前
、
意
味
問
の
語
用
論
的
二
軍
語
行
為
論
的
関
係
に
も
書
及
し
て
い
る
。
し
か
も
、
単
に
話
し

手
は
、
　
「
名
前
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
当
の
名
前
に
よ
っ
て
表
示
す
る
び
⑦
N
9
。
ぎ
窪
」
（
0
2
・
押
留
Ψ
刈
）
　
の
み
で
は
な
い
。
フ
レ
ー

ゲ
は
更
に
、
単
な
る
冥
埋
値
名
．
、
”
と
、
判
断
を
表
わ
す
「
概
念
記
法
文
」
、
T
、
、
と
を
鋭
く
区
別
し
た
。
判
断
線
書
は
、
名
前
を
用
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
〈
表
示
び
9
0
ざ
ぎ
窪
〉
と
も
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
判
断
¢
暮
亀
・
主
張
切
。
訂
巷
葺
ロ
σ
q
と
い
う
独
自
の
実
語
行
為
を
表
わ
す
、
と
い
う
よ
う



　
に
フ
レ
ー
ゲ
は
み
な
し
て
い
た
。
「
私
が
一
つ
の
等
式
を
単
に
さ
っ
と
書
い
た
場
合
、
私
は
ま
だ
何
も
主
張
し
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
、
た
黛
そ
の

等
式
が
意
味
す
る
σ
①
号
暮
象
式
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
真
理
値
を
表
示
し
て
い
る
げ
9
鉱
。
ぎ
窪
に
す
ぎ
ぬ
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
た
豊
野
が
、
鵠
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
と
書
く
渇
望
に
、
何
も
主
張
し
て
は
い
ず
、
単
に
〔
．
卜
⊃
N
．
の
意
味
す
る
〕
一
つ
の
数
を
表
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
」
（
費
α
．
）
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
が
例
え
ば
、
．
T
、
．
と
い
う
「
概
念
記
法
文
に
お
い
て
は
〔
真
理
値
の
〕
名
前
〔
．
、
．
〕
は
、
そ
れ
が
真
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て

　
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
名
前
は
同
時
に
一
つ
の
思
想
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
、
か
く
て
我
々
は
、
適
正
に
形
成
さ
れ
た
ど
の
概
念
記
法
文
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
い
て
も
、
一
つ
の
思
想
が
真
で
あ
る
と
い
う
一
つ
の
判
断
を
も
つ
の
で
あ
り
、
思
想
な
し
に
す
ま
す
こ
と
は
で
き
ぬ
。
」
（
O
O
》
・
押
留
酬
㎝
O
占
目
）

　
　
か
く
て
〈
真
理
値
名
の
表
現
す
る
直
直
（
思
想
）
が
真
で
あ
る
〉
と
い
う
概
念
記
法
文
の
蓑
わ
す
〈
判
断
〉
や
く
主
張
〉
は
、
話
し
手
、
真
理
値

　
名
、
そ
の
意
義
（
当
直
）
、
そ
の
意
味
（
真
理
値
）
の
問
に
成
立
す
る
四
項
関
係
的
言
語
行
為
で
あ
る
。
「
判
断
と
は
一
つ
の
思
想
の
真
理
性
の
認

　
知
》
コ
。
時
窪
ロ
琴
α
q
」
（
O
Q
卜
押
伽
ρ
り
）
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
か
く
て
『
諸
原
理
』
で
は
、
文
は
、
真
理
値
名
に
同
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
〈
文
の
表
現
す
る
思
想
の
真
理
性
の
認
知
〉
た
る
判
断
の
ほ
う
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
他
に
類
例
の
な
い
独
自
な
雷
語
行
為
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
が
概
念
記
法
文
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
3
7
）
　
O
鼠
器
〔
μ
O
呂
レ
O
魯
島
口
Φ
㎝
④
〕
．

（
3
8
）
　
o
臨
●
U
目
ヨ
ヨ
①
菖
口
り
G
Q
昌
禽
ω
h

（
3
9
）
　
前
記
の
講
義
の
草
稿
で
は
、
や
や
立
入
っ
て
論
じ
た
。
差
し
当
た
り
、
拙
論
の
②
、
⑤
、
⑦
を
参
照
。
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引
照
文
献

津
。
σ
Q
ρ
ρ
〔
題
〕
ぼ
、
蓬
、
ミ
リ
国
巴
一
ρ
H
。
。
団
P

　
　
　
　
〔
Q
卜
》
〕
b
貯
Q
、
ミ
N
ミ
§
嵩
風
ミ
国
註
罫
ミ
ミ
隷
》
国
出
離
①
。
。
冨
陣
β
H
O
。
。
。
心
●

　
　
　
　
〔
ω
信
し
d
〕
¢
9
霞
ω
冒
コ
§
傷
切
a
①
日
暮
α
q
“
N
o
一
三
。
冨
難
h
貯
℃
芭
。
㎝
8
ぼ
Φ
戸
喜
ま
ω
0
9
一
。
・
。
訂
国
葺
蔚
ρ
μ
。
。
8
3
や
ぎ
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THE　OUTLINES　OF　THE　MAIN

　　　ARTICLES　IN　THIS　ISSUE

7’heα‘tl∫ne（ゾ5Zκんall　articleα5　aPPears∫71　fnore　than　Oηθ　nuηtherげ‘んゼ5

magazilne　is　to　be　given　together　zvith　the　last　instalinent　of　the　article．

The　Development　of　Frege’s　Philosophy　of　Logic

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Kazuyuki　Nomoto

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Philosophy，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　College　of　Liberal　Arts．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ibaraki　University

　　The　purpose　of　the　present　essay　is　to　give　an　outline　of　Frege’s　logico－

semant三。　theory　as　seen呈11　his　three　main　works：B卿・沸56加乖（BS），　Die

Grunalagen　der　Arithmetile　（GLA）　and　Grundgesetxe　der　Arithmetik

（GGA）　．

　　After　1　mention　Frege’s　maln　contributions　to　modern　logic　in　BS，　I

argue　especially　（1）　two　necessary　conditions　for　the　identity　of　concep－

tual　eontents．　（i）　the　possible　consequences　from　judgements．　〈ii）　the　prin－

ciple　of　the　indiscernibility　of　identicals，　and　（2）　the　paradoi　of　content－

identity．　By　resorting　to　the皿ention繊d　use　of　a　symbo1，　Frege　tr童es

to　explain　the　difference　in　cognitive　significance　between　“a＝a”　and

“a　＝b”　on1y　epistemologically　in　BS．，　namely，　that　a　separate　name　for　the

same　content　corresponds　to　each　of　the　different　modes　of　determining

the　content．

　　In　G五A　Frege　criticizes　the　psychologism　and　formalism　of　mathe無atics

and　firstly　exposes　the　logistic　approach　of　arithmetic．　ln　such　an　inquiry

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



Frege　distinguishes　a　proper　name，　which　stands　for　an　object，　from　a

concept　word，　which　signifies　a　concept．　A　definite　description　must　satisfy

the　uniquely　existential　condition　and　a　concept　word　should　satisfy　the

sharp　boundary　of　its　applieation．　Frege　introduces　the　orders　among

concepts　and　distinguishes　properties　from　eharacteristics．　Correspondingly

the　primitive　types　of　Fregean　possible　states　of　affair．s　qould　be　distin－

guished：　（a）　an　object’s　fal！ing　under　a　coneept，　and　（b）　a　concept’s　faliing

under　another　higher　order　concept．

　　1　argue　in　detail　the　so－called　context－principle．　The　negative　effect　of

it　is　to　prevent　a　psychological　approach　to　the　meaning　of　a　word．　But

the　main　problem　is　just　to　explicate　the　sense　of　a　proposition　in　which　a

number　word　occurs．　The　context　of　a　proposition　in　question　is　nothing

but　a　recognition－statement　or　a　numerical　identity　and　so　the　point　is　to

ask　for　the　meaning　of　a　numerical　word　via　the　explication　of　the　sense

of　a　numerical　identity．　Frege　does　not　regard　a　contextual　definltion　of　a

numerical　identity　with　an　equivalence－statement　as　satisfactory，　because

it　is　circular．　He　explicitly　defines　the　number　belonging　to　a　concept　by

resorting　to　the　extension　of　a　concept　and　to　the　logical　definition　of

‘C?ｑｕｉｎｕｍｅｒａｃｙ”．　though　the　former　is　only　assumed　to　be　known．　Thus

the　context－principle　in　GLA　is　closely　connected　with　Frege’s　iogistic

approach　to　arithmetic．

　　In　his　conceptual　notation　of　GGA　Frege　divides　al！　well－formed　expr－

essions　into　the　two　syntactic　categories：　（i）　names，　letters，　marks　and　（ii）

conceptual　notation－propositions，　the　presentation　of　a　judgement　in　the

conceptual　notation．　Marks　are　expressions　in　whlch　letters　（free　variables）

occur．　Names　are　classi五ed　into　proper　na皿es　and　function－names，　whose

levels　are　distinguished．　Correctly－formed　expressions　are　formed　from　the

seven　primitive　constant　nction－funames　by　definition，　subject　to　sorne
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formation　rules　which　1　formulate　explicitly．

　　The　leading　principle　of　Frege’s　semantics　in　GGA　is　that　correctly－for－

med　names　and　so　primitive　narnes　must　always　denote．　something．　Frege

presents　six　general　dertoting－conditions　for　the　function－names　and　for　proper

names．　He　gives　his　unique　so－called　chosen　object　theory　of　deseription

distinct　from　that　of　Russell’s．

　　Now　the　most　fundamental　presupposition　of　Frege’s　theory　of　denota－

tion　is　the　fact　that　a　name　of　a　truth－value　denotes　a　truth－value．

　　Further　every　correctly－formed　name　in　GGA　must　express　a　sense．　The

sense　of　the　name　of　a　truth－value　is　the　thought　that　the　conditions，　under

which　the　name　denotes　the　True，　aref　ulfilled，　that　is，　the　fulfillment　of　a

t職th．condition．　The　truth．cond圭tions　of　primltive　sentences　are　as　follows：

（T　1）　A　primitive　sentence‘di　（P）’denotes　the　truth－value，　the　True，　if　and

　　　　　　only　if　an　object　P　falls　under　the　concept　di　（6）．

（T2）　A　primitive　sentence　‘Mp　（di（B））’　denotes　the　True　if　and　only　if　a

　　　　　first　level　concept　di　（6）　falls　under　the　concept　of　the　second　level

　　　　　Mp　（g　（P））・

　　（T　1）　and　（T　2）　show　aremarkable　similarity　with　Tarski’s　convention　（T）　．

　　Component　names　of　a　name　of　a　truth－value　contribute　to　the　expres－

sion　of　the　thought，　and　this　contribution　of　the　component　is　its　sense，

which　is　part　of　the　thought．

　　One　cou！d　hear　an　echo　of　the　context－principle　concerning　sense．　that

is，　to　ask　for　the　sense　of　a　component　name　of　a　truth－value　name　within

the　thought　which　the　truth－value　name　expresses．　lf　so，　the　denoting－

conditions　of　names　in　GGA　could　be　taken　as　their　senses．

　　One　could　also　hear　an　echo　of　the　context－principle　concerning　denota－

tion，　namely，　what　a　component　name　denotes　depends　on　what　a　specific

truth－value　name　in　which　it　occurs　denotes．
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　　After　Frege’s　clear　distinction　of　sense　and　denotation　in　GGA　one　might

still　insist　on　the　original　context－principle　in　（［crrLA　concerning　the　depen－

dency　of　denotation　on　sense，　because　the　denotations　of　component　names

are　asked　for　through　the　sense　or　thought　of　a　truth－vaiue　name　in　which

they　occur．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Faculty　of　Letters，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto　University

　　C層2zg’・hsiian側目is　said　to　have　been　the　accomplisher　of　ching．hstieh

経学（Study　of　interpretation　of　classics　in　Co且fucianism）・In　order　to　ac－

complish　6雇㎎。履励，　he　integrated　and　systematized　liu－i六芸（s圭x　sutras）．

Systematization　of　liu－i　was　realised　by　his　conviction　that　liu－i　are　u1ti－

mately　unified．　Th三s　idea　was　estab正ished　by　h圭m．　However，　it　was　derived

fr。m　wei－shzt緯書

　　In　Liu－i－lzen『六芸論』，　which　lnakes　clear　his　fundamental　view　on　lizt．i，

he　said，‘‘Ho－t’zt河図brought　about　liu－i”，　that圭s　to　say，　liu－i　have　the

same　origin．　This　interpretation　was　devised　on　the　basis　of　name　and

contents　of　xvei－shu．　lt　indicates　that　nvei－shu　played　important　role　in

forming　h圭s　fundamenta玉standpoint　of　his　study．　Nevertheless　th三s　aspect

of　his　study　has　been　rare1y　remarked　and　researched．

　　At　the　beginning　of　his　study，　Cheng－hstian　studied　chin・wen－hstieh今

文学（the　school　which　used　modern　letters），which　is　closely　related　to

wei－shu，　and　he　was　thoroughly　acquainted　with　wei－shu　in　youth，
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